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　この報告書は,日 本 自転車振興会から競輪収益の一部であ

る機械工業振興資金の補助を受けて,昭 和55年 度に実施 した

「情報化の推進 に関する調査研究」の一環 としてとりまとめ

たものであ ります。





■



序

　わが国情報 関連 産業の発展 にはめ ざましい ものがある。その 中で、デー タベー ス・

サー ビス事業 だけは、欧米諸国に比べ約10年 程の遅 れがあ ると指摘 されてい る。

　 当協会では、この情勢に鑑 み今年度か らデー タベース ・サー ビスに関す る研 究調

査 を当会活動 の うちに加 えることとした。

　本書 では＼ とりあ えず基本調査 として

　 1)　 公共性 の強い団体 におけ るデー タ生成状況(デ ー タベース源調査)

　 2)　 一般企 業におけ る

　　㈲ 　デー タベース ・サー ビス利用の現 状 と今後の見込

　　 (ロ)当 該 企業 自体での蓄積デー タに よる、デー タベー ス ・サー ビス市場参 入計

　　　画の有無

の調査 を行 ない、なお、デー タベー ス関連事項 として重要 な著作権 に関 し

　 3)　 デー タベース関連著作権 問題概要

を付載 した。

　 なお、55年 度 よ り民間におけ るデー タベ ース ・サー ビス業によって 「デー タベー

ス ・サー ビス業連絡懇談会」が発足 し、活発な啓蒙活動が行 われている。

よって上記懇談会の諒承を得て・同懇談会作成にな∂

　 4)デ ー タベー ス ・サー ビス業振興 のための提言書

　 5)　 同上付属 資料

を掲記 して大方の参考 乏した。

　 本書調査 に協 力された多 くの方 々、お よび資料 を・こころよく提供 されたデー タベ

ース ・サービス業連絡懇談会 に厚い謝意 を表 したい。

　　　　　　　　　　　　昭 和56年3月

(財)日本情報処理開発協会

会 長　 上　野　幸　 七
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1.調 査 の 概 要



1.調 査 の 概 要

　 コン ピ ュー タに 関連 す る相 当多 くの 分 野 で,わ が国 は尖 端 を歩 み 始 め て い る。

　 しか し,デ ー タベ ース ・サ ー ビスの 分 野 で は,制 度 的 な制 約 もあ り,先 進 国

に比 べ てあ る程 度 の遅 れ が ある と指 摘 され てい る。

　 そ の ような 状況 下 で,当 協 会 に お い て も デ ータベ ース関連 動 向調 査 を55年

度 よ り始 める こ と と した。

　 第1に,政 府諸 資料 が 最 も重要 なデ ー タベ ース源 で あ るこ とは既 に よ く知 ら

れ て い るので,大 学 ・純 研 究 機 関 を除 き,相 当重 要 な デ ータベ ース 源 で はな い

か と推 定 され る,諸 公 共 社 財 団,工 業 会等 に つい て,そ のデ ー タ生成,弘 布 状

況,デ ータベ ース化へ の 関連 等 を調 査 した 。

　 第2に,当 協 会 が 毎 年行 な ってい る 「コン ピュー タ利用状 況 調 査 」 の 中の第

2部 「オ ン ライン化 調 査」 中 に織 り こん でO－ 般 企 業の 外部 デ ー タベ ー ス ・サ

ー ビス利 用状況(P)一 般 企業 自 らが 社 内 デ ータを デ ータベ ース化 す る意 向,の2

点 を現 在 と将 来計 画の2面 につ い て調 査 した 。

　 第3に,デ ータベ ース ・サ ー ビス は著 作権 と密接 な関 連が あ るの で,参 考 ま

で に,53年 度機 械 振 興 協 会 委託 の産 業 材 料 調査 研 究 所 の作成 に な る 「機 械 産

業 の 施策 に関 す る調 査 研究5、デ ー タベ ース」 か ら同協 会 の諒 承 を得 て著 作 権 関

連 の 記載 を転 記 した 。

　 第4に,昭 和55年 に民 間 デ ー タベ ース ・サ ご ビス業 者 に よ り 「デ ータベ ー

ス ・サ ービス業 連 絡 懇 談会 」が 発 足 し,同 年5月 デ ー タベ ース ・サ ー ビス振 興

の た めの 提言 が発 表 され た の で,同 懇 談 会 の諒 承 を得 て 同提言 を資 料 と して付

載 し た。
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データベ ース源調査　一 公益 法人等一

　本調 査 は,公 益 法 人 におけ るデ ー タベ ー ス源 につ いて,昭 和55年12月 か

ら昭和56年2月 にか け て行 な った もの であ る。 調 査 の 目的 は,公 益 法 人 にお

け る,

　① 逐 次刊 行 物 の作 成 状況

　② 自主 お よび委 託 調 査 報 告書 の作 成 種 類 数,公 開非 公開 の状 況

　③ 文 字 文 献 を デ ー タベ ー ス として 提供 す る可 能性

　④ 継 続 統 計調 査 の 有無

　⑤ 統 計 デ ー タ をデ ータベ ー ス源 として 外 部 に提 供 す る可能 性

　⑥ 画 像 ・映像 デ ー タベ ース の構 築 の有 無 お よび 可能 性

等 につ い て,把 握 す る こ と にあ った。

　 調 査 は,公 益 法 人900機 関 にア ンケ ー トを 送 付 して行 な った が,243機

関 か ら 回答 を得 た。

　 以 下 は 調 査 結果 の分 析 で あ る。
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1.属 性,設 立 年,予 算 等

1)属 　 　 　 性

　 　回答 の あ った243機 関 の うち,圧 倒 的va多 い のは やは り社 団/財 団 法 人

　で,全 体 の74.9%を 占め る。 内訳 は社 団 法 人 が108(44.4%);財 団

法 人 が74(30.5%)。

　 　この他 で は,特 殊 法 人 と人格 な き社 団法 人 が各 々22(9.1%),21

　 (8.6%)と ほ ぼ 同数 で あ った。

　 　分野別 では,最 も多 か っ た のが機 械 関 係 の28機 関。 これ に運 輸('22),

　貿 易(20),産 業経 済 全般(18)と 続 いて い る。

　 　分野 別 の各 機 関 の内 訳 は表1の よ うに な る。

2)設 　 立 　 年

　 　 1946～1955年 の 設立 が最 も多 く85機 関(35.　 9%)。 これVa

　 1956～65年 お よび66～75年 設立 が各 々62機 関(26.2%)と 続

い て い る。 も っ と も,1945年 以 前 に設 立 され た ところ も21機 関(8.9

　 %)あ った。1976年 以 後 の と ころは さす が に 少 な く,7機 関(3.　 0%)

　に過 ぎ なか った。

　 　分野別 の設 立 年 で特 色 の あ るのは 経 済 団 体 で,9機 関 中7機 関 までが

　 1946～55年 に設立 され てい る。 また,繊 維 関係 も8機 関 中7機 関 が 同

　期 間 の設 立 とな って い る。1946年 以 前 設立 の機 関 では,建 設 お よび 社 会

　厚生 が各 々3機 関 と多 い(表2)。

3)基 金 お よ び 収 入/予 算

　 　基 金 につ い て回 答 が あ った131機 関 につ い てみ る と,1000万 円未満 が

　 35機 関(26.7%)で 一 番 多 い。 これ に次 ぐの が1000～3000万 円 の

　 24機 関(18.3%)で,結 局3000万 円以 下 の ところで全体 の45%を 占
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め る。

　 基金 の比 較 的 大 きい とこ ろ では,10億 ～30億 円 の と こ ろが11機 関

(8.4%),50億 円以 上 の と ころは2機 関 あ った 。

　 分野別 で 基金 額 が大 きい の は,国 際 関係 の61億 円(9機 関平 均),次 い

で 産業 経 済 全般 の16億8700万 円(17機 関 平 均)と な っ て い る。 な お,

全体 の平 均 基金 額 は8億280万 円 で あ った(表3)。

　補 助 金 等 を 含む 総 収 入 予 算 につ い て み ると、 大半 が5000万 円か ら10

億 円の 範囲 に集 中 し てい る。 ちな みva,一 番 多 い の が1億 ～3億 円 で,230

機 関 中64機 関(27.8%),以 下3億 ～5億 円 が38機 関(16.5%),

5000万 ～1億 お よび5億 ～10億 円 が各 々34機 関(14.8%)と,全

体 の74%ま で が これ ら の範 囲 に入 る。 た だ し,50億 円以 上 とい う大規 模

な と ころ も11機 関(4.8%)あ った。

　 分野別 では,基 金 額 の トップ だった 国 際関 係 が90億 円(8機 関平 均)と

や は り最 大。 しか し,他 の 分 野 は必 らず し も基 金 の大 きさ には 比 例 して いな

い。 例 えば,観 光 分 野は87億 円(3機 関平 均),鉱 業 ・資 源 分 野 は44億

円(8機 関平 均)と 基 金 の 規 模 に くらべ て収 入 予 算 が極 め て大 きい(表4)。

4)職 　 員　 数

　 　全 体(239機 関)の 平 均 職 員 数 は87.1人 。機 関 数 で は,30人 以 下 の

　 とこ ろが圧 倒 的 に 多 く,.全 体 の71%を 占め る。特 に10～30人 とい うと

　 ころ が88機 関(36.　 8%)と 集 中 してい る。 ちな み に,1000人 以 上 と

　い う大所 帯 の と ころ も6機 関(2.5%)あ ㌧ た。

　 　分 野 別 で は,収 入 予 算 の規 模 とほぼ 一 致 して お り,鉱 業 ・資 源 が556人

　 (8機 関平 均),観 光341人(同3),貿 易249人(同20),国 際関

　係 の うち政 治経 済 が199人(同6機 関)と な って い る(表5)。
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5)　 コ ン ピ ュ ー タ 利 用 状 況

　 　 コ ン ピ ュ ー タ 利 用 に つ い て は,自 己 設 備 を 利 用 し て い る の が242機 関 中

　 41機 関(16.9%)と 少 な い 。 他 の コ ン ピ ュー タ を 利 用 し て い る と こ ろ で

は,74機 関 中53機 関(71.6%)が バ ッチ 利 用 に と ど ま っ て い る 。

　分 野別 で 自己 コ ン ピ ュー タ設 備 の利 用 が 多 い のは,経 営 ・労 務 の3機 関

(50%)と 観 光 の2機 関(50%)。 これ に教 育 ・文 化3機 関(33.3

%),政 治経 済2機 関(33.3%)と 続 い て い る(表6)。

一11一



2.逐 次 刊 行 物,報 告 書,公 開 等 に つ い て

(1)逐 次 刊行 物 およ び 執 筆者 抄 録

　 　 回 答 の あ った240機 閑 中,206機 関(85.　 8%)ま で が逐 次刊 行 物 を

　 出 して い る。

　 　 また,全 分 野数27の うち,16分 野 まで が 回答 のあ った 全機 関 で逐 次刊

　 行物 を 出 してい る。 逆 に,逐 次 刊 行 物 な しの割 合 が比 較 的多 か っ た分 野 は,

　 貿 易 と鉱 業 ・資 源 。 前 者は 回答 の あ った19機 関 中,8機 関(42.1%)が

　 逐 次刊 行物 な し,後 者 は8機 関 の うち半 数 が 無 し と回答 して い る(表7)。

'　　 執 筆 者 抄録 に つ い て は ,　 「5～10年 後 に必 要 が あ り要 請 され た 場 合,逐

　 次刊 行 物 に執 筆 者抄 録 をつ け る こ との 可能 性 」 を問 うた が,可 能40.8%,

　 不 可能15.1%,不 明44.0%と い う結 果 が 出 た。 可 能 とす る とこ ろ も結構

　 多 か った が,不 明 と した と ころ もほぼ 同 数 あ った。

　 　 分 野別 では,こ の 間 に関 しては 大 きな 特 色 は 出 てい ない。 しか し,可 能 と

　 答 え た比 率 が比 較 的 高 い と ころは(50%以 上)次 の各 分 野 で,こ れ らは 一

　 応 デ ー タベ ース に対 す る意 識 も高 い と ころ と思 わ れ る。 法務100%,政 治

　 　・行 政66.7%,教 育 ・文化62.5%,通 信60.0%,社 会 ・厚 生53.3%,

　 国際 の文 化 ・教 育50%,鉱 業 ・資 源50%.繊 維50%.食 料 品50%,

　 農 林 漁 業50%,観 光50%(表8)。

② 　 自主 作 成 報 告 書 お よ び そ の公 開

　 　 年 間 の 自主 作 成 報 告 書数 は,回 答182機 関 の平 均 が10.1種 類 。 特 に作

　 成 程 頻 数 が 多 い の は,政 治 経 済 分 野 の69.0。 これ に観 光25.0,経 営 ・

　 労務23.5,　 文化 教 育21.5,紙 ・印 刷20.3,法 務20.0と 続 い てい る。

　 や は り,政 治 経済 お よび文 化 教 育 とい った 国際 関 係 分 野 が 多種 類 の報告 書 を

　 出 し てい る結 果 が 出た。 逆 に,一 番 少 な いの は,農 林 漁 業 の1.　5種 類 お よび
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窯 業 の2.　0種 類(表9)。

　報 告 書 の公 開 非 公 開 につ い ては,ケ ー スパ イ ケ ■・一.スとい うと ころ が17.9

%に 過 ぎ なか った。 公 開 と した とこ ろが23.5%あ るか ら,ケ ースバ イ ケ ー

ス と合 わ せ れ ば82.2%が 何 らか の 形 で報 告 書 を公 開す る可 能 性 が あ る。

　分 野 別 では,公 開 す る とい う割 合 が最 も高 い のが農 林 漁 業(100%),

次 い で食 料,繊 維 お よび 財務 ・金 融 が 各 々66,7%と な っ てい る。 逆 に非 公

開 が多 い の は.法 務(100%),経 営 ・労務(50,0%),通 信(50.0

%)な どの 各 分 野(表10)。

(3)他 か ら の 委 託 に よ る報 告書 お よ び その 公 開 非 公 開

　 　 委 託 報告 書 の年 間作 成 種 類 数 は 全体(111機 関)平 均 で11.7。 これ は

　 自主作 成 報 告 書 の年 間 平 均10.1と ほ ぽ 同数 だが,分 野別 にみ る と委 託 と自

　 主 作成 の報 告 書種 類 数 は 表 裏 一 体 とな って い る。 即 ち,自 主 作 成 が多 い とこ

　 ろは 委託 が極 端 に少 な い し.そ の 逆 も言 え る。 ち な み に,自 主 作 成 報 告 書種

　 頻 数 で1位 だ った 政治 経 済(年 平 均69)は,委 託 とな る とわず か5.3と な

　 る。 同様 に2位 の観 光(同25)も,委 託 は0と な って い る。

　 　 逆 に委託 報告 書 の最 も多 い教 育 ・文 化(年 平 均58.5種)の 場 合,自 主

　 は わ ず か5.0に 過 ぎな い。 政 治行 政,建 設,通 信 な どの各 分野 につ い て も,

　 委 託報 告 書 が 多 く自主 作 成 が 少 な い とい うパ タ ー ンが出 て い る(表11)。

　 　委 託 報 告 書 の公 開非 公 開 につ いては,委 託元 に のみ 提 出 が 全体 の43.5%,

　 非 公 開は わ ず か6,5%,残 り50.0%は あ る範 囲 内 で公 開 可能 と してい る

　 (表12)。

㈲ 　市 販 書 籍 類

　 　 市販 書 籍 につ い ては,あ りが101機 関(43.2%),な しが133機 関

　 (56.8%)と 半 数 以 上 の 機 関は 市 販 し てい な い。 しか し,分 野 に よ って は,
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市 販 書 籍 あ り と回 答 し た も の の 比 率 が か な り高 い と こ ろ も あ る 。 高 い順 に主

な 分 野 を ピ ック ・ア ッ プす る と,法 務(100%),教 育 ・文 化(85.7%),

農 林 漁 業(75%),政 治 ・経 済(66.7%),財 務 ・金 融(66.7%),

窯 業(66.7%)と な る(表13)。

　市 販書 籍 の年 間発 行 種 類 は,回 答89機 関 の平 均 が8.3。 分 野別 で 特va多

い の は,政 治 ・行 政(75.0),経 営 ・労 務(35.0),社 会 ・厚 生(13.

5),政 治 ・経 済(12.5)の4分 野(表14)。
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3.文 字 文 献 をDBと して提 供 す る可 能 性

　 これ は今 後5～10年 後 に,2項 で 回答 して も ら った各 種 の文字 文 献 を デ ー

タベ ー ス と して,外 部 に 提供 す る可能 性 を問 うた も の だが,回 答 した232機

関 中38.8%が 可 能 性 あ る として い る。 可 能性 な しは16.8%,や は り不 明 と

い うの が44.4%と 多 か った。

　 分野別 で 可能 性 あ りと回 答 した とこ ろが 多 い のは,学 術 ・研 究(100%),

紙 ・印 刷(100%),国 際 の 政治 ・経 済(83.3%)お よび文 化 ・教 育

(75%).食 料(66.7%),貿 易(63.2%),政 治 ・行 政(62.5%)

な ど(表15)。

　 これ らの 分野 は何 れ も,自 主 あ るい は委 託 報告 書 の作 成 数 お よび そ の 公 開,

市 販 書籍 数 な どの各 活 動 で,何 らか の形 で積 極 的 活 動 を示 して い る と ころ で も

あ る。 例 えば,学 術 ・研 究 分 野 は,市 販 書 籍 あ りとす る機 関 が 多 い と ころ だ し,

紙 ・繊 維 は 自主 作 成 報 告 書 の公 開 比率 が極 め て 高 い 分野 で あ る。 国際 の政 治 ・

経 済,文 化 ・教 育 とな る と.自 主 作 成 報告 書 お よび 市販 書 籍 の種 類 数 が共 に 多

い と ころ で あ る。

　 なお,「 執 筆 者 抄録 の 可 能性 大 」 と回答 した 分野 と 「文 献 をDBと し て の外

部 に提供 す る 可能 性 大」 と回答 した と ころ は ほ ぼ一 致 して い る。 た だ し,法 務

分野 だけ は例 外 で,執 筆 者 抄録 は 可能 性 あ りで,DBと して の提供 は な し とな

って い る。
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4.継 続 統 計調 査 の 有 無 お よび そ のDB源 と して の提 供 可 能 性

(1)継 続 統計 調査 の 有無

　 　 継 続 して 実 施 す る統 計 調 査 の 有無 につ い ては,234機 関 中129機 関

　 (55.1%)が あ り と回 答 し て い る。 分 野別 で は,や は り産 業 ・経 済 関 係 の

　 機 関,特 に商 工業 関 係 で実 施 し てい る所 が 多 い。 ちな み に,実 施 して い る と

　 した比 率 が75%を 越 え て い る のは,財 務 ・金 融(100%),鉄 鋼 ・金属

　 (88,　 9%),繊 維(85.7%),商 業 全 般(83.3%),器 具 ・雑 貨

　 (80.0%),機 械 お よび化 学(各77.8%),貿 易(73.7%)。

　 　 逆 に,継 続統 計 調 査 が 少な いの は,法 務,鉱 業 ・資 源,窯 業,農 林 漁 業,

　 通 信,社 会 ・厚 生,学 術 ・研 究 な どの諸 分 野。 た だ し,産 業 経 済 全般 分 野 は

　 18機 関 中14機 関(77.8%)が な し と回答 して い る(表16)。

② 　 外部 提 供 の 可 能性

　 　 次 に,こ れ ら諸 統 計 デ ー タ を,5～10年 後 の将 来,デ ータベ ー ス源 とし

　 て外 部 に提 供 す る可能 性 に つ い ては,半 数近 くの46.2%が 不 明 と して い る。

　 提 供 可 能性 あ りは35,8%,な しが17.9%と な って い る。

　 　 分 野 別 で提 供 可 能 性 あ りの最 も高 い比 率 を示 した のは,国 際 関係 の 政治 ・

　 経 済(80%)お よび 文 化 ・教 育(100%)分 野。 この2分 野 は.継 続 統

　 計 調 査 の あ り,な しでは,各 々50%が あ りと して お り,統 計 デ ー タの把 握

　 お よびそ の デ ー タベ ー ス源 と して の 外 部 提供 に積 極 的 分野 と言 え る(表17)。

　 　 逆 に,統 計 調査 あ りの比 率 が 高 か った商 工業 部 門 は,外 部 提 供 可能 性 あ り

　 の 比率 は 小 さ くな って い る。 これ は現 段 階 では,不 明 としてい る所 が多 か っ

　 た こ とに もよる と思 われ る が,例 え ば 器具 ・雑 貨 分 野(統 計 調 査 あ り80%)

　 は,外 部提 供 とな る と,可 能性 あ り(20%),同 な し(40%),不 明

　 (40%)と な る。 商 工業 の 中 で,例 外 的 に外 部提 供 可能 性 あ りの 比率 が高

　 いの は 食料 品 分 野 で75%。 また,国 際 関 係 の外 で継 続 統計 調 査 お よび外 部
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提 供 可 能 性 の 共 に高 い 分 野 は,財 務 ・金 融(調 査 あ り100%,提 供 可 能 性

あ り66.7%),貿 易(73.7%,52,9%),商 業 全 般(83.3%,60.

0%)な ど 。

　 文字 文 献 をデ ー タベ ー ス と して将 来 外部 に提 供 す る可 能 性 との 関連 につ い

てみ る と,全 体 の比 率 は ほ とん ど一 致 して い る。 即 ち,文 献 の場 合 は,可 能

性 あ り38.8%,同 な し16.8%,不 明44.4%だ った が,統 計 の場合 に も,

7%,



5.画 像 ・映 像 デ ー タ ベ ー ス に つ い て

　画 像 ・映 像 デ ー タベ ー スは これ か ら期 待 され る分野 で もあ るが,既 に構 築 し

て い る とこ ろは 全体(218機 関)の わず か7.8%(17機 関)と や は り少 な

か った。

　 分 野 別 で 構 築 し て い る と こ ろ の 比 率 が 比 較 的 高 い の は,財 務 ・金 融(33ほ

%),器 具 ・雑 貨(25.0%),紙 ・印刷(25.0%),通 信(25.0%).

教 育 ・文 化(22.2%),学 術 ・研 究(20.0%)な ど 。 ま た.回 答 機 関 数 の

最 も多 い のは,建 設 分 野 お よび 教 育 ・文 化 の 各 々2機 関 。 こ れ を み て も,画 像

・映 像 デ ー タベ ー ス の 構 築 は これ か ら と い う こ と に な ろ う(表18)。

　 次 に,画 像 ・映 像 デ ー タベ ース の構 築 の 可能 性(5～10年 後)に つ い ては,

可 能性 あ り(14.4%),な し(29.8%),不 明(55.　 8%)と な る。 分野

別 では,既 に構 築 して い る比 率 の大 きか った 分 野 が や は り今 後 の構 築 可能 性 あ

りで も高 い 比 率 を 示 し て い る。 た だ し,現 在 は構 築 し てな い が,今 後 は 可 能性

あ り とし'てい る分 野 には,国 際 の2分 野(政 治 ・経 済 お よび 文 化 ・教 育),政

治 ・行 政,鉄 鋼 ・金 属,建 設,社 会 ・厚 生 な どが あ る。

　 な お,今 後 の構 築 可能 性 あ りで最 も回答 機 関 数 の 多 か った 分野 は,建 設(4

機 関),社 会 ・厚 生(4機 関),政 治 ・行 政(3機 関)な ど(表19)。
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表2.機 関 の設 立 年
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　 72

38.1

　 49

25.9

　 4弓

25.4

　 7

3.7

　 189

1no.∩

社　会　厚　生
　 3

†只.只

　 玉

18.8

_5

31●3

　 ～

3↑.3 ,.9
　 1A
lon.〔

教 育　・ 文 化
　 1

1フ.「

　 3

37.5

　 2

25.0

　 2

25.∩ ,.9
　 q

ln∩.∩

学 術　・ 研 究
　 1

2～.n

　 0

り.0

　 1

25.0

　 2

5n.0

　 ∩

∩.∩

　 4

100.〔

合　　　　計
21

只.9

　 85

35.9

　 62

26.2

　 62

26.2

　 7

3.∩

　 237

1pO.∩

一20一



表5.機 関 の基 金 額

　 　 　 基金額

分野

10万 円

未　　満
10-30 30-50 50-100 100-300 300～500

500-

　 1,000

1,000-

　 3,000

3,000-

　 5,000

5,000

百 万 以 上
合　　計

総 平 均

(百 万円)

国

際

政 治 経 済
　 1

2n.n

　 n

∩.1、

　 n

n.o

　 2

`∩.∩

　 n

∩・n
　 n

n・ ∩

　 〔

r・.n

　 n

∩.n

　 1

2∩.n

　 †

2n.n

　 　 ～

1∩n.n gn3.内

文 化 教 育
　 1

2ぺ.n

　 2

5n.〔1

　 0

0・n

　 n

n.り

　 1

25.n

　 n

n.n

　 n

c.∩

　 n

n●n

　 lI

∩.n

　 「)

n　 n●

　 　 `

10n.n 42.o

(小 　 計)
　 7

2フ.フ

　 2

22.2

　 n

o.n

　 2

22.2

　 1

11.1

　 ∩

0.n

　 ∩

〔.∩

　 n

o.∩

　 †

11.1

　 1

1¶ ・1

　 　 9

10「1.「1 6,076.、

行政

・

司
法

政 治 行 政
　 1

フn.∩

　 o

Io.`〕

　 2

4P.n

　 1

2∩.0

　 n

O.0

　 1

20.n

　 n

P.n

　 　 n
.

　 n・n

　 n

n.∩

　 ∩

n.∩

　 　 5

10n.n 9S.2

法　　　務
　 n

n・ ∩

　 弓

n・'〕

　 r∫

f}.n

　 ∫)

∩.n

　 n

∩.n

　 n

O.n

　 f、

P.n

　 n

∩.n

　 n

n.n

　 ∩

n.n

　 n

ハ.り n.n

(小 　 計)
　 、

2∩.n

　 〔[

n.`1

　 2

41‥ ∫)

　 1

2n.0

　 〔1

n.o

　 1

20.n

　 ∩

τ).∩

　 n

∩・n

　 n

り.n

　 n

o.∩

　 　 　 5
.　 1り ∩.0 95.2

産

業

●

経

済

経 済 団 体
　 フ

5∩.n

　 1

25.∩

　 1

25.0

　 ワ

n.り

　 n

n.∩

　 ∩

0.∩

　 り

P.「 〕

　 n

n.n

　 n

n.∩

　 ∩

n・n

　 　 4

10n.∩ †只.O

産業経済全般
　 n

n・n

　 2

11・S

　 2

11.8

　 2.

11.只

　 ?

11.只

　 ¶

5.o

　 弓

1?.6

　 `

23.5

　 n

o.n

　 1

5.o

　 ¶'

10n.0 1,6内6.,

経 営 ・労務
　 1

5ト.∩

　 n

l1.り

　 り

o.o

　 n

O.O

　 ∩

n.n

　 ¶

50.∩

　 n

rl.o

　 n

∩・n

　 n

O.∩

　 o

n.o
　 　 ～

10n・O ,86.s

.

財 務 ・金融
　 ∩

n.∩
　 n

り.o

　 　 1

100.0

　 ∩

n.∩

　 P

n・ ∩

　 n

n・n

　 n

P.n

　 n

∩.n

　 o

n　 〔■

　 n

n.n

　 　 1

1り ∩.n 4P.o

貿　　　　易
　 5

5n.O

　 1

1∩.∩

　 1

10.n

　 1

1n.り

　 1

1∩.o

　 1

1e.n

　 n

n・n

　 ∩

n.n

　 ∩

o.∩

　 o

n.0

　 ↑n

、0∩ ・∩ 73.9

商 業 全 般
　 　 1

1∩P.∩

　 り

o.11

　 n

P.n

　 n

n.n

　 o

n.n

　 n

P.n

　 n

'c

.∩

　 ∩

P.∩

　 n

ひ・n

　 n

n.n

　 　 1

1り ∩.o ア.n

商

工

業

鉱業 ・資源
　 ク

3㌔ 、

　 o

f|.1、

　 P

P.n

　 n

「.o

　 1

1A.7

　 ¶

16・7

　 1

16.ア

　 1

16.7

　 n

o.n

　 n

n.o

　 　 ろ

10∩.n 胃角n.8

鉄鋼 ・金属
　 1

3㍉3

　 り

n.n

　 n

〔}.n

　 1,

3写.3

　 o

∩.o

　 　 n.

　 n.n

　 n

P.n

　 1

33.、

　 n

o.∩

　 ∩

n.n

　 　 ¶

10∩.∩ 552.n

機　　　械
　 1

1P.n

　 1

1n.o

　 1

10.n

　 o

o.n

　 1

¶n.∩

　 ク

2P.n

　 2

20.n

　 1

10.∩

　 †

10.∩

　 り

η.り

　 10

10n.0 69↑.8
.

器具 ・雑貨
　 1

5ρ.∩

　 P

∩・n

　 n

o.n

　 n

P.o

　 1

5n.n

　 n

O.n

　 n

P・n

　 n

∩・n

　 〔

n・n

　 o

n.り

　 　 2

100・O 93.り

化　　　学
　 n

∩・n

　 1

5{.).n

　 1

5n.∩

　 1)

o・n

　 n

n・ ∩

　 n

o.n

　 ハ

n.n

　 n

∩・∩

　 「1

0.η

　 り

n.り

　 　 z

lon・n 2n.5

窯　　　業
　 1

3㌔ 、

　 1

3～.¶

　 1

33.ハ

　 1〕

り.「1

　 o

n◆n

　 ∩

n・n

　 ハ

「已r1

　 n

n●n

　 n

n・ ∩

　 rI

n・o

　 　 5

10n.∩ 25.∩

繊　　　維
　 1

～n.n

　 1

5n.n

　 n

o.ぴ

　 :}

r⊆1二1

　 「、

∩.∩

　 ∩

n.∩

　 n

n.「1

　 n

ひ・∩

　 〔

`∩
.n

　 η

n・n

　 　 2

10n.n 只.5

紙 ・印 刷
　 1

5n.n

　 1

50の

　 n

c.o

　 り

〔|.∫;

　 n

n.n

　 n

(1.n

　 ∩

n.n

　 n

n.n

　 n

n・n

　 η

り.り

　 　 2

10n.n 1n.n

食　料　品
　 ∩

∩.∩

　 　 1

10∩.o

　 τ)

o.o

　 r、

砕.り

　 n

n・ ∩

　 ∩

0.n

　 ∩

o.n

　 ∩

1、.∩

　 n

n.∩

　 n

∩.0

　 　 1

1m.n 1～.n

農林 漁 業
　 n

n・n

　 　 2

1∩u.〔}

.o

I.i・∩

'り

{.‥ ・、

　 り

n・ ∩

　 　 n

・　　 n・n

　 ∩

n.n

　 ∩

P.∩

　 n

n.∩

　 n

n.η

　 　 2

†on.n 22.∩

建　　'設
　 フ

27.2

　 5

5～.6

　 1

11.1

　 1

11.⑱

　 o

∩.∩

　 n

n.n

　 o

↓}.n

　 ∩

∩・n

　 n

n.∩

　 n

η・n

　 　 9

10∩ ●∩ 2∩"

運　　　輸
　 叉

2弓.n

　 3

25.0

　 O

o.o

　 1

ら.ヨ

　 ?

16.7

　 1'

8.、

　 1

8.3

　 1

只.～

　 n

∩・∩

　 η

∩.o

　 1フ

1nn・n 223.A

通　　　信
　 寸

～n.n

　 1

2∩.∩

　 1

2り.∩

　 ∩

∩.o

　 2

4ρ.∩

　 n

O.∩

　 o

n.n

　 n

ρbP

　 ∩

∩.り

　 n

∩.o
　 　 5.
10n.0 112.n

観　　　光
　 〔

n・n
　 o

o.n

　 n

(」.n

　 り

(1.り

　 　 1

10∩.n

　 n

O.n

　 o

n.∩

　 n

∩・n

　 n

n.n

　 η

∩.∩

　 　 1

10n.0 28Q.n

(小 　 計)
　 z〔

24.7

　 ～1

22.1

　 ¶u

lu・5

　 6

6.弓

　 11

11.6

　 7

7.4

　 '

?.4

　 住

8.`

　 1

1・1

　 1

†.1

　 o～

100・n 472.4

社　会　厚　生
　 叉

2ア.、

1　 1
9・1

　 1

9.1

　 `

36.4

　 1

9.1

　 n

n.n

　 n

O.n

　 1

9.1

　 n

∩.∩

　 η

∩.り

　 1¶

10n.0 17†.5

教 育　・ 文 化
　 ス

42.o

　 1)

0・ 「〕

　 り

rハ.∩

　 1

↑も.3

　 1

1`.3

　 ∩

∩.∩

　 ∩

・n
.n

　 ?

2只.6

　 n

∩.n

　 り

∩.n

　 　 7

10n.り 427.1

学 術　・ 研 究
　 3

アs.∩

　 q
l〕.り

　 n

〔‥n

　 o

n.{〕

　 1

25.n

　 n

n.n

　 n
.、

P.∩

　 n

∩.n

　 n

∩・∩

　 n

n.n

　 　 `

10n.〔 62.5

　 　 　 　 　 ,

合　　　 計
　 55

2外.7

　 z`

18.3

15

9.o

　 14

1∩.7

　 15

11.5

　 2

6・,

　 ?

5.3

11

良.4

　 2

1.5

　 2

1.s

　 131

1n∩.∩ 8∩2.月

.
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表4　 機関の総収入予算
　 　 　 、

　 　 　 、

分野
10百 万

未　　満
10-30 30-50 50-100 100-300 300-500

500-

　 1,000

1,000-

　 3,000

3,000-

　 5,000

5戸 。o

百万以上
合　　計 総 平 均

(百 万 円)

国

際

政 治 経 済
　 〔

〔.n

　 .」)

n.り

　 n

o・o

　 ∩

↓、.n

　 ク

4∩.n

　 ∩

n.∩

　 寸

2r已 ∩

　 ∩

n.∩

　 ∩

n・ ∩

　 2

4η ・「1

　 　 5

10q.n 4,22∩.只
　 　 .

文 化 教 育
　 〔

n ・n

　 rl

n.ξ)

　 ∩

c.り

　 ∩

P.n

　 ?

66・7

　 n

n.∩

　 1

33.3

　 ∩

n・ ∩

　 n

o.n

　 η

n.o

　 　 3

10∩.n `∩1.3

(小 　 計)
　 ∩

∩
・ 〔

　 ∩

n.「1

　 o

↓1・∩

　 r}

〔1.n

　 4

s∩.∩

　 n

l〕.n

　 2

25.∩

　 n

n・ ∩

　 n

n・ ∩

　 2

2S.n

　 　 q

lnn.n 9,∩SR.5

行政

■

司
法

政 治 行政
　 n

o・n

　 n

,1.r}

　 n

〔】.↓.1

　 　 　 ∩.

　 　 c.n

　 2

2只.6

　 1

14.η

　 1

14.¶

　 2

2只.6

　 n

り.n

　 1

14.、

　 　 7

10η.∩ 3,095.6

法　　　務
　 ∩

n・n
　 o

∩.り

　 n

【).「 、

　 ∫1

f}.n

　 n

ρ・∩
　 η

n.∩

　 　 1

1nn.∩

　 P

n・n

　 〔

∩.n

　 n

n.n

　 　 1

10∩.n 951.n

(小 　 計)
　 ∩

【 ■ ∩

　 1ハ

∩.`)

　 rl

n.り

　 ∩

`s.り

　 2

Z～.0

　 ¶

12■ ～
　 2

25.り

　 P

25.n

　 n、

n・ ∩

　 '1

⇔.～

　 　 q

1うn.n 2,R15.∩

産

業

.

経

済

経 済 団 体
　 n

n・ ∩

　 n

o.`1

　 n

o.Ω

　 ∫、

「,.1〕

　 5

～n.P

　 n

o.〔

　 3

3n.∩

　 2

zn.0

　 n

O.∩

　 ∩

n.∩
　 1n

lnn.∩ 615.1

産業経済全般
　 n

∩.n

　 n

n.り

　 o

o.ぴ

　 `

22.2

　 3

16・7
　 弓

27.只

　 3

16.7

　 、

1A・7

　 n

n・ ∩

　 n

n・n
　 1q

lo∩.∩ 6ng.8

経 営 ・労務
　 n

n・n

　 ∫)

∫}.n

　 n

n・ ∩

　 1

25.∩

　 1

?s.n

　 n

n・n

　 1

25.n

　 ↑

2弓.0

　 n

P.n

　 n

n.o

　 　 4

10～n 69ρ.5

財 務 ・金融
　 ∩

n.n

　 コ

n・n

　 り

↓1.n

　 1

弓3.3

　 　 1

・33.ス

　 〔

n・n

　 1

53.3

　 n

∩・n

　 n

o.n

　 n

n・ ∩

　 　 弓

10∩.n 34n.7

貿　　　易
　 ∩

∩・∩

　 1

5.3

　 3

15.k

　 る

～1.1

　 3

15.8
　 2
↑∩・～

　 3

1～.R

　 3

15.只

　 n

n.〔

　 り

n.n

　 ¶0

10n● ∩ 389・3

商 業 全般
　 〔

n.∩

　 n

∩・∩

　 1

16.7

　 ?

33.～

　 2

33.、

　 1

16・7

　 ∩

∩・∩

　 ρ

n.∩

　 ∩

o・ ∩

　 ∩

り.n

　 　 4

10n.n 16只.`)

商

工

業

鉱業 ・資源
　 n

∩.n

　 n

n.n

　 n

(しo

　 ～

25『.O

　 n

".n

　 　 　 1
・　 12 .5

　 ∩

〔已f.、

　 ?

25.n

　 n

n・n

　 5

37.s

　 　 日

10η.n 4,364.4

鉄鋼 ・金属
　 〔

∩・n

　 2

25.∩

　 o

(」.∩

　 1

12.5

　 2

25.n

　 ¶

12.く

　 1

、2.5

　 `

1?.5

　 ∩

〔1.n

　 n

n・n

　 　 負

10∩.n 弓4n.1

機　　　械
　 1

、.ら

　 1

3.6

　 2

7.v

　 5

17.9

　 7

25.r)

　 4

14.x

　 5

17.9

　 2

7・1

　 o

n・n

　 1

3・ 有

　 29

10∩.n 写8P.月

器具 ・雑貨
　 ひ

n.∩

　 2

4日 号∩

　 n

∩・∩

　 フ

4n.り

　 1

20.0

　 ∩

n.〔

　 ∩

P.n

　 n

∩・n

　 ∩

n.∩

　 n

n.∩
　 　 5

10∩.n ?、 ・6

化　　　学
　 n

∩.n

　 1

11◆1

　 1

11・1

　 ¶

3㊦.3

　 ～

22.2

　 1

11.1

　 o

o.∩

　 1

11・ 句

　 ∩

n.∩

　 n

n.り

　 　 0

10∩.n 11㌔8

窯　　　業
　 ∩

n.n

　 1}

n.「o

　 ∩

ll.∩

　 こ)

n.n

　 　 2

1∩n.n

　 n

n・ ∩

　 n

∫1.n

　 ∩

∩.n

.　　　　　　　∩

　 　 n・ ∩

　 '1

n.り

　 　 2

10n.O 125.0

繊　　　維
　 1

14.3

　 ～

2月.6

　 2

2S.6

　 ∩

n.り

　 ∩

n.n

　 1

14・ 、

　 1

14.3

　 n

n・ ∩

　 n

n.∩

　 り

η.り

　 　 ?

10n.O 159.n

紙 ・印 刷
　 〔

∩.∩

　 1

z(1.∩

　 1

20.「)

　 '

2n.「 、

　 o

`、.∩

　 ,

～∩・∩

　 1

20.∩

　 n

P・ ∩

　 n

n・n

　 n

∩.り

　 　 5

～on.o 221.只

食　料　品
　 n

∩・n
　 り

n.n

　 o
・ つ.∩

　 ∩

r、・∩
　 2

5∩.∩

　 1

25.n

　 n

`}.∩

　 ∩

∩.P

　 ∩

n.n

　 1

z3.∩

　 　 4

10∩.∩ 1,671.n

農 林 漁 業
　 ∩

n.∩

　 1

25.n

　 ∩

n.n

　 '1

n.n

　 ?

5n.n

　 ∩

n・n

　 ∩

n.∩

　 ¶

2～.∩

　 n

n.n

　 ∫1

∩・o

　 　 4

10∩.n ～～6.5

建　　　設
　 n

〔・∩

　 '】

11.り

　 り

↓}.o

　 ?

1き.3

　 7

46.7

　 4

26.7

　 1

6・7

　 n

∩.o

　 1

∧・ア

　 n

n.∩

　 門

10n.n 429.9

運　　　輸
　 ハ

∩ ・∩

　 「1

0.∩

　 o

o・n

　 2

9.1

　 9

3ら.4

　 s

22.?

　 ち
1㌔6

　 ?

9・1

　 ∩

n・ ∩

　 ;
o・1

　 22

1nn.n 1,、4A.5

通　　　信
　 n

∩・n

　 「1

叶.t1

　 P

{」.o

　 「ハ

n.〔,

　 1

2n.r1

　 、

60.∩

　 ¶

～∩.n

　 n

o.n

　 n

n・ ∩

　 η

∩.n

　 　 ～

10∩.n `D5.月

観　　　光
　 〔

〔 ・∩

　 '〕

o.1)

　 ∩

1、●n

　 ∩

n.り

　 2

66.7

　 n

n・n

　 n

rl.∩

　 n

l1.n

　 n

∩.∩

　 1

弓、・ζ

　 　 3

10n.n 只,757白 ∩

(小 　 計)
　 フ
1・1

　 　 11
`　 5
.9

1∩

5.4

　 3n

16.2

　 51

27.6

　 ¶n

16.7

　 24

13.n

1貸

9.7

　 1

n.～

　 q

4.3

　 1月 号

1nn・n 1,2∩r.O

社　会　厚　生
　 ∩

∩・n

　 .∩

'、
.∫ 〕

　 n

r).∩

　 1

6.7

　 4

26.7

　 4

2∧.7

　 4

26.7

　 ク

1、.、

　 〔

n.〔

　 η

n.n

　 1弓

1n∩.↓ 】 551.`

教 育　・ 文 化
　 ∩
∩ .〔

　 1、

～1.'、

　 り

〔1.n

　 ¶

、、.、

　 1

11・1

　 1

11.¶

　 1

11.1

　 ～

2?.2

　 1

11・ ¶

　 ∩

∩.∩

　 　 0

10∩.∩ R6只.7

学 術　・ 研 究
　 ∩

〔　 　∩●

　 P

o.11

　 ∩

n.∩

　 〈1

r・.n

・　　　　 2

　 `∩.n

　 2
4∩.∩

　 1

2rl.∩

　 n

n・n

　 ∩

∩・∩

　 ∩

∩・n

　 　 s

lon.「 、∬.∩

合　　　 計
　 2
ひ・o

11

4.:{

1n
4.3

　 34

14.只

　 64

～7.只

　 3日

16.5

　 3`

1ム.8

　 24

1n.`

　 フ

∩.ウ

11
4.q

　 23∩

10n・n 1,45;.S

－22一



表5.機 関 の職 員 数

　 　 　 職 員 数
分 野

5人 未満 5-10人 10-30 30-50 50-100 100-300 300-500
500-

　 1,000

1,000

　 以 上
合　　計 平 均

(人)

国 政 治経 済
　 ∩

n
.∩

　 1

16.7

　 2

35.¶

　 1

16.7

　 P

n.n

　 1

16.ア

　 ∩

P.n

　 1

1内.7

　 ∩

∩・∩

　 　 A

、n∩ ・∩ 19艮.7

文 化 教 育
　 「

　 〔
'＼

n.n

　 「)

り.n

　 2

66・'

　 n

F.∩

　 1

33.3

　 n

n.n

　 ∩

∩.η

　 n

n・ ρ

　 n

∩・n

　 　 、

10n.∩ 2?.・1

際 (小 　 計)
　 rl

n・n

　 1

日.1

　 4

`4.4

　 1

11.1

　 1

11・1

　 ↑

11・ ¶

　 ∩

n・ ∩

　 1

11.¶

　 ∩

∩・n

　 　 0

1∩n・n 1も1.4

行 政 治 行 政
n 1 、 1 2 1 n ∩ n q

政
∩ ・∩ 1z.～ 37.5 1?.5 ～5.n 12.r f'1.∩ n・ ∩ 「)●n 1nn.n 51.9

〉

●

司
法　　　 務

　 1

「n● 〔

　 り

1'}.n

　 n

c.∩

　 「)

∩.'』1

　 1

「n.∩

　 〔

n.n

　 n

n.n

　 ∩

{⊃.∩

　 n

n.n

　 　 2

1n∩ ・∩ 20.η

法 (小 　 計)
　 1

1∩.〔

　 1

11}.n

　 .～

50.n

　 1

1「,.∩

　 3

3n.P

　 1

1n.n

　 n

了'已n

　 〔

∩・n

　 ∩

n● ∩

　 1∩

¶nn・n 4,.¶

経 済 団 体
　 ∩

〔.n

　 n

rl.{〕

　 4

d1.n

　 2

2rL.∩

　 1

1n.「 、

　 .ス

3n.n

　 ∩

∩.n

　 n

n・n

　 n

n・ ∩

　 1∩

1n∩ ・∩ 50.も

産業経済全般
　 1

s.6

　 1

5.6

　 駕

4`.4

　 5

27.β

　 ?

11.1

　 1

5.A

　 「)

P.∩

　 n

n・ ∩

　 ∩

n.n

　 1Q

¶nn.∩ ハ5.1

産 経営 ・労務
　 η

n・ ∩

　 1

20.r)

　 、

6n.∩

　 ∩

「1.n
　 o

n.n

　 ●

2n.∩

　 n

r.・.∩

　 n

n・n

　 ∩

n.∩

　 　 5

¶on.∩ 37.n

財 務 ・金融
　 〔

n・n

　 1

3～.3

　 　 1
●
　 3.3.3

　 o

r.n

　 1

3㌔ 、

　 〔

∩.r

　 ∩

n.∩

　 ∩

「・n

　 n

∩.n
　 　 ～
・⑱on・ ∩ 32.、

貿　　　易
　 2

1〔 ●n

　 6

50.〔 ハ

　 6

3∩.r[

　 ∩

〔㌔n

　 x

15・n

　 P

1り.n

　 ∩

r、・n

　 〔

∩・∩

　 1

～・∩

　 2∩

川n.o 240.1

商業 全 般
　 2
寸㌔r

　 2

～3.3

　 1

16.7

　 1

1A.7

　 P

n.r、

　 〔

∩・∩

　 ∩

「1・∩

　 n

∩・∩

　 n

∩.∩

　 　 6

¶nn.n 12.只

業 銀葉 ・資源
　 1

12.r

　 1

12.r

　 0

0.n

　 ～

2～.o

　 1

12.S

　 1

1～.く

　 日

o.n

　 P

o.n

　 2

25.〔

　 　 q

ln∩.n ～∬.5

商
鉄鋼 ・金属

　 ?

2フ.ク

　 3

53.3

　 2

22.2

　 rl

o.∩

　 .2

22.2

　 口

∩.〔

　 ひ

∩.n

　 n

∩・∩

　 n

n・n

　 　 o

†pn.n 24.?

機　　　械
　 3

1n・7

　 7

25.0

　 11

39.3

　 2

7.1

　 1

㌔6
　 、

1∩.7

　 〔1

n・ ∩

　 n

n.n

　 1

、.A

　 ～弓

¶on.∩ 6'.1

器具 ・雑貨
　 2

`n.ひ

　 2

4∩.n

　 1

20.∩

　 「}

c.・ 、

　 n

ρ.P

　 ∩

D・n

　 '、

「、.n

　 n

∩・∩

　 ∩

∩.n

　 　 5

10∩.o 7.「1

・ 工 化　　　学
　 1

11・1

　 4

`4・ も

　 z

22.2

　 1

11.1

　 n

n・n
　 1

11.1

　 ∩

r㌔P

　 o

n.n

　 n

o・n

　 　 o

,n∩.o 34.6

窯　　　業
　 ∩

n.n

　 2

66.7

　 1

33.、

　 ∩

c.り

　 n

∩.r〕

　 n

∩.∩

　 {、

∩.n

　 ∩

n.n

　 n

∩.o

　 　 3

¶on.n "・7

繊　　　維
　 4

sn.n

　 1

12.～

　 ～

2～.∩

　 1.)

F.∩

　 1

12.～

　 〔

∩・r1

　 n

(}.∩

　 ∩

n・n

　 n

n.n

　 　 弓

1nn.り 括.s
業
紙 ・印 刷

　 3

An・ ∩

　 r〕

n.「1

　 1

20.∩

　 ∩

n・`ハ

　 1

2∩.∩

　 〔

o.n

　 ∩

P.n

　 n

∩・n

　 ∩

n.〔

　 　 s

ln∩.り 1A.2

経 食　料　品
　 ∩

〔.∩
　 り

`〕・臼

　 　 仏

10f).P

　 ')

「.o

　 o

∩・∩

　 ∩

o.∩

　 n

↓i・n

　 n

∩・∩

　 n

∩・∩

　 　 も

¶nn・o 1,.ヨ

農 林 漁 業
　 1

2S.∩

　 1

25.∩

㊨　　　　　 1

　 25.O

　 1

～5.n

　 o
・n.∩

　 ∩

n.∩

　 ∩

o.o

　 n

∩.∩

　 ∩

∩・〔

　 　 4

†nn・ ∩ 1～β

建　　　設
　 1

A.7

　 5

35.3

　 /

46.7

　 1}

∩.∩

　 1

6・7

　 1

6.7

　 ∩

n.∩

　 ∩

∩・∩

　 11

n・n

　 1う

1∩ ∩.り 20.S

運　　　輪
　 s

2、.タ

　 5

14.3

　 9

42.9

　 ～

9.～

　 口

0.0

　 n

n.∩

　 n

P・n

　 1

4.只

　 1

4・ 只

　 ～1

1∩o.n 110・ ∩

済 通　　　信
　 ∩

∩.∩
　 (l

n・n

　 3

60.0

　 1

2「 ・.1、

　 1

2P.n

　 ∩

∩.∩

　 ∩

n.∩

　 　 　 ∩

』　　　 ∩・n

　 n

∩.∩

　 　 「

10【.∩ 3、.6

観　　　光
　 ∩

n.〔

　 2

白6.7

　 0

り.n

　 ∩

n.∩

　 ∩

n.0

　 ∩

∩●n

　 ∩

F・ ∩

　 り

n・ 〔

　 1

3㌔ 、

　 　 3

1∩ ∩.n 、41.、

(小 　 計)
　 2貸

1ゐ.只

　 `2

22.2

　 67

35.4

17

9・n

15

7・9

1、

6.o

　 ∩

n.n

　 1

n.5

　 6

3.,

　 1qo

ln∩ ・∩ 9～.1

社　会　厚　生
　 ㊦

17.A

　 2

11.A

　 8

輪7・1

　 n

P.∩

　 2

11.只

　 フ

11.貸

　 n

f㌔n

　 ∩

n.n

　 n

∩.∩

　 17

1nn・n ち9"

教 育　・ 文 化
　 1

1㌔1

　 2

2～.2

　 、

`3.弓

　 1)

り.∩

　 2

22.P

　 1

11.'1

　 ∩

P・n

　 n

∩.n

P
　 ∩

∩.∩

　 　 ?

1∩n.n ¶へ.4

学 術　・ 研 究
　 n

n ・n

　 1

2リ パ

　 3

6n・ ∩

　 1

2n..∩

　 o

∩・n

　 ∩

∩・〔

　 ∫〕

∩.∩

　 n

∩・n

　 n

n.n

　 　 、

¶∩n.n 21.6
A　 　　　計 ～、 49 88 20 23 1只 n フ ら 230口

1、.o 2r).s 36.只 月・4 o・6 7.r n.「` ∩.q 2.～ 1P∩ ・〔 Rア.1

一23一
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表6.コ ン ピ ュ ー タ 利 用 状 況

　 　 コンピュータ

　 　 　 　 利用分野

自 己 コ ン ピ ュー タ設 備 他 の コ ン ピ ュ ー タ 利 用

あ　　り な　　し 計
端末を備え主に
オンライン利用

主にパツ　 　 　 　 計
チ 利 用

国
　
　
　
際

政 治 経 済
　 2

3㌔ 叉

　 4

66.7

　 6

100.O

　 n

O.0

　 　 1

10P.n

　 1

1pn.∩

文 化 教 育
　 n

n● ∩

　 4

100.0

　 4

1〔〕0.0

　 　 1

1no.り

　 o

∩.O

　 　 1

1PO.η

く小　計)
　 2

2∩.∩

　 8

80.∩

　 10

100.0

　 1

50.り

　 1

50.n

　 ク

↑CO.n

行
政
・

司
法

政 治 行 政
　 2

25.O

　 6

75.O

　 8

100.n

　 ∩

0.0

　 　 3

100.0

　 、

1「ln.∩

法　　　 務
　 n

∩・∩

　 　 2

11〕〔ハ.o

　 　 2
'

100.0

　 O

n.o

　 　 2

10n.0

　 ,

100.〔

(小 　 計)
　 2

2∩.n

　 8

8∩.o

　 10

10`」.O

　 0

0.0

　 　 5

10n.0

　 写
100.∩

産
　
　
　
　
　

業
　
　
　
　
　
　
.

　
　
　
　
　

経
　
　
　
　
　

済

経 済 団 体
　 7

2〔.∩

　 8

8∩.n

　 10

10n.o

　 1

25.0

　 3

75.n

　 `

100.∩

産業経済全般
　 5

2?.只

　 13

72.2

　 18

1∩o.o

　 3

37.5

　 5

62.5

　 R
100.∩

経済 ・労務
　 叉

5n.∩

　 3

5f).〔1

　 6

10∩.∩

　 1

50.0

　 「

5∩.∩

　 戸

100.〔

財務 ・金 融
　 ∩

∩●∩

　 3

1:〕0.n

　 3

1P臼 ・∩

　 　 1

10ρ.0

　 0

∩.o

　 1

1po.〔

貿　　　 易
　 4

2∩.∩

　 16

8ゴ).∩

　 20

10Q.0

　 2

33.ハ

　 `

6A.7

　 A

lco.∩

商 業 全 般
　 1

1A.7

　 5

33.ζ

　 6

1no.o

　 ぴ

n.∩

　 　 1

10∩.∩

　 1

1`[0.〔

商
　
　
　
　
工
　
　
　
　
業

鉱業 ・資源
　 2

?s.∩

　 6

75.∩

　 8

1〔iO.G

　 1

33.3

　 2

AA.7

　 叉

10n.∩

鉄鋼 ・金属
　 ∩

∩・〔

　 9

10∩.∩

　 9

1`、[〕.o

　 　 2

100.0

　 o

「1.n

　 2

1〔10.∩

機　　　械
　 2

7.1

　 26

92.9

　 28

10∩.n

　 う

r.∩
　 3

1nn.n

　 董

1co.〔

器具 ・雑貨
　 ∩

〔 ●n

　 5

↑:、O.O

　 5

10∩.∩

　 り

n・ ∩

　 n

n.n

　 〔

0.∩

化　　　学
　 v

1フ.5

　 7

87.5

　 只

1〔}∩.〔

　 o

o・ ∫」

　 1

1{〕∩.∩

　 .1

10∩.∩

窯　　　業
　 o

〔●n

　 3

臼0.り

　 3

100.∩

　 う

c.∩

　 ∩

∩・∩

　 ∩

r〕.∩

繊　　　維
　 n

∩●∩

　 　 8

joO.∩

　 q

100.∩

　 lv

n.q

　 1

1「」0・0

　 1

1no.∩

紙 ・印 刷

　 n

∩・ひ

　 5

100.0

　 5

1`}∩.0

　 1ハ

∩.n

　 2

10n.o

　 ク

1〔|o.∩

食　料　品
　 〔

〔●n

　 4

1t}〔1.∩

　 4

100.∩

　 O

P.{1

　 　 1

10∩.∩
　 1

1Go.〔

農 林 漁 業
　 〔

n.∩

　 4

10∩.0

　 4

10(D.f〕

　 0

∩.り

　 n

∩・∩

　 ∩

o.n

建　　　 設
　 7

13.3

　 13

86.7

　 15

10n.O

　 「)

〔、.り

　 '2

10∩.n

　 >

10n.∩

運　　　 輸
　 4

1ρ.2

　 18

81.8

　 22

100.∩

　 2

2(、.∩

　 8

8∩.n

　 1∩

1Pn.∩

通　　　　信
　 1

2∩.∩

　 4

80.n

　 5

1前.0

■

　 　 　 2

　 1(1r、.∩

　 O

n.0

　 2

1PO● 〔

観　　　 光
　 ～

5∩.ひ

　 z

5〔】.O

　 4

1〔、0.O

'　　　　　　 1

　 　 50.n

　 1

5n.0

　 フ

1r:n.∩

(小 　 計)
　 29

1r.2

162

84.只

　 191

1(1b.o

.

　 　 　 16

　 　 31.4

　 35

68.6

　 51

1〔;∩.∩

社　会　厚　生
　 5

20.4

　 12

70.6

　 17

100.0

.

　 　 　 3

　 　 33.3

　 6

66.7
　 9
1po.∩

教 育　・ 文 化
　 3

33.ス

　 6

66.7

　 9

100.n

.

　 　 　 1

　 　 33.、

　 2

6A.7

　 、

1〔10.∩

学 術　・ 研 究
　 ∩

∩.n

　 5

1f)0.0

　 5

100.0

　 o

P.∩

　 4

1nn.n
　 `

1no.〔

合　　　　計
　 41

1A.9

201

83.1

　 242

1〔}0.0

.

　 　 　 21

　 　 2P.4

　 53

71・A

　 74

10〔1.∩

一24一



表7　 逐次刊行物の有無

　 　 '次 刊行物

分野 あ　　り な　　し 計

国
　
　
　
際

政 治 経 済
　 A

lo∩.∩

　 〔」

↓).∩

　 6

1n〔 】.o

文 化 教 育
　 4

1∩ ∩・∩

　 0

0.0

　 4

100.0

(小 　 計)
　 1∩

10〔.∩

　 {1

0.0

　 1∩

¶00.0

行
政
・

司
法

政 治 行 政
　 ←

75.n

　 2

25.0

　 8

100.n

法　　　 務
　 ?

10∩.∩

　 O

n.↓ 〕

　 2

100.n

(小 　 計)
　 只

R〔.∩

　 2

20.∩

　 10

1no.∩

産

　
　
　
　
　
業

　
　
　
　
　
・

　
.

　
　
　

経

　
　
　
　
　
済

経 済 団 体
　 1∩

1nn.∩

　 り

0.〔}

　 1n

lf}∩.口

産業経済全般
　 1A

8只.9

　 2

11.1

　 18

100.r)

経営 ・労務
　 A

1∩ 〔.〔

　 ∩

o.∩

　 6

1∩n.∩

財務 ・金融
　 3

1∩ ひ・〔

　 ∩

∩.(|

　 3

100.n

貿　　　 易
　 11

57.o

　 8

42.1

　 19

100.∩

商 業 全 般
　 A

1∩0.〔

　 0

「〕.∩

　 6

1∩O.O

商
　
　
　

工
　
　
　

業

鉱業 ・資源
　 4

5〔.〔

　 4

5「㌔ ∩

　 8

10り.∩

鉄鋼 ・金属
　 費

8只.o

　 1

11.1

　 9

100.0

機　　　械
　 25

RO.て

　 3

1し).7

　 28

1r,o.∩

器具 ・雑貨
　 、

6∩.∩

　 ～

4∩.り

　 5

100.0

化　　　学
　 糸

6A.?

　 3

～3.¶

　 9

10り.n

窯　　　業
　 写

1∩ ひ.∩

　 り

∩.0

　 3

1no.n

繊　　　維
　 「

A2.5

　 3

37.5

　 8

1no.∩

紙 ・印 刷
　 4

1∩P・ ∩

　 0

0.∩

　 `

100.r〕

食　料　品
　 、

75.∩

　 1

2～.〔1

　 4

1DO.P

農 林 漁 業
　 、

1∩ ∩.∩

　 n

O.O

　 3

10〔 〕.∩

建　　　 設
　 15

1∩ ∩ ・∩

　 1〕

〔1.∩

　 15

1Uり ・∩

運　　　 輸
　 2∩

o∩.o

　 2

9.1

　 22

1no.∩

通　　　 信
　 ～

10∩.n

　 f〕

{〕.o

　 5

10∩.0

観　　　 光
　 4

10n.n

　 0

0.∩

　 4

1P〔 〕.n

(小 　 計)
16∩

R4.フ

　 29

15.3

　 189

1n`).0

社　会　厚　生
　 14

只P-4

　 3

17.6

　 17

10∩.O

教 育　・ 文 化 　 0

1∩n.∩

　 ∩

∩.o

　 9

10「 、.0

学 術　・ 研 究
　 s

10∩.∩

　 0

∩.∩

　 5

100.0

合　　　　計
?06

8～.R

　 34

14.2

　 24∩

100.0

一25一



表8.執 筆 者抄録 の可能trgs-1・ 年 後)

　　 　 翻

分野
可　　能 不 可 能 不　　明 計　 1

国
　
　
　
際

政 治 経 済
　 2

3㌔3

　 2

3ス.3

　 2

33.3

　 有

1r⊃0.汀

文 化 教 育
　 2

5n.n

　 2

50.0

　 ∩

0.0

　 4

10Ω.0

(小 　 計)
　 4

4n・ ∩

　 4

4fj.o

　 ?

2f〕.〔1

　 11〕

杜|P.n

行
政
・
.

司
法

政 治 行 政
　 4

66.7

　 2

33.3

　 P

o.n

　 6

10n.n

法　　　 務
　 2

1nn.〔

　 0

0.0

　 o

O.0

　 2

1PC.∩

(小 　 計)
　 杏

75.∩

　 2

25.0

　 ∩

0.0

　 9

1「)〔}.O

産
　
　
　
　
　
　

業
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　

経
　
　
　
　
　
　

済

経 済 団 体
　 2

2n.∩

　 2

2∩.0

　 6

60.∩

　 1∩

1n∩.0

産業経済全般
　 9

44.4

　 5

27.8

　 5

27.8

　 1月

100.∩

経営 ・労務
　 2

4n・ ∩

　 1

2∩.∩

　 2

41」.o

　 5

10P.1〕

財 務 ・金 融
　 1

3、.ス

　 1

～s.3

　 1

3㌔ ¶

　 ～

1∩ ∩.∩

貿　　　 易
　 7

¶R.9

　 2

11.1

　 9

51〕.∩

　 1q

10P.0

商 業 全 般
　 2

3㌔ ス

　 1

16.7

　 3

5〔[.0

　 邑

10n.r、

商
　
　
　
　
工
　
　
　
　
業

鉱業'資 源
　 ス

5∩.∩

　 1

16.7

　 2

33.3

　 人

10P.∩

鉄 鋼 ・金属
　 ム

44.4

　 o

O.∩

　 5

55.6

　 9

10P.∩

機　　　械
　 7

29.2

　 3

12.5

　 14

5R.3

　 24

10P.∩

器具 ・雑貨
　 1

3㌔ τ

　 り

o.o

　 2

66.7

　 3

11}n.∩

化　　　学
　 2

4n.n

　 1

2∩.0

　 2

4〔1.o

　 ～

10∩.0

窯　　　業
　 1

3「.「

　 ∩

t).n

　 2

66.7

　 3

10rl.O

繊　　　維
　 3

5〔.ハ

　 ∩

f}.∩

　 3

5n.0

　 A

lr}P.∩

紙 ・印 刷
　 1

25.∩

　 2

5∩.り

　 1

25.n

　 4

†Of).0

食　料　品
　 2

5∩.〔

　 ∩

0.り

　 2

50.n

　 4

10∩.0

農 林 漁 業
　 ク

s∩.∩

　 0

0.り

　 2

50.0

　 4

10∩.∩

建　　　 設
　 6

4フ.o

　 0

0.「 】

　 9

57.1

　 14

1n∩.n

運　　　 輸
　 A

27.、

　 4

18.2

　 12

54.5

　 22

1∩f㌔ ∩

通　　　 信
　 了

6n.n

　 1

2n.∩

　 1

21〕.∩

　 ～

10P.∩

観　　　 光
　 P

5∩.∩

　 1

25.り

　 1

25.O

　 4

1nr、.O

(小 　 計)
　 65

37.A

　 25

14.5

　 83

48.0

　 173

100.0

社　会　厚　生
　 ρ

s㌔3

　 1

6.7

　 6

40.n

　 15

1pn.n

教 育　・ 文 化
　 『

6?.5

　 r)

0.0

　 3

37.5

　 角

1nn.∩

学 術　・ 研 究
　 1

25.∩

　 1

25.0

　 2

50.0

　 4

1Po.o

合　　　　計
　 89

4n胃 只

　 33

15.1

　 96

44.n

　 21只

1∩r.∩
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表9　 自主作成報告書の種類数(年 間)
一

分野 記 入 数 平　　均
種 類 数

国
　
　
　
際

政 治 経 済 3 69.0

文 化 教 育 2 21.5

(小 　 計)
く 50.0

行
政
・

司
法

政 治 行 政 6 12.3・

法　　　 務 1 20.0

(小 　 計) 7 13.4

産

　
　
　
　
業

　
　
　
　
・

　
　
　

経

　
　
　
　
済

経 済 団 体 1∩ 6.9

産業経済全般
17 12.7

経営 ・労務
4 23.5

財 務 ・金 融 3 3.0

貿　　　 易
14 1∩.?

商 業 全 般
叉 4.3

鉱業 ・資源
A R.?

商
　
　
　
工

　
　
　
業

鉄鋼 ・金属
A 11.5

機　　　械
2叉 6・ 只

器具 ・雑貨
Y 2.7

化　　　学
7 6.6

窯　　　業
? 2.n

繊　　　維
6 7.5

紙 ・ 印 刷
4 20.3

食　料　品
で 7.〔 ハ

農 林 漁 業
2 1.5

建　　　 設
∩ 7.3

運　　　 輸
14 9.5

通　　　 信
、 `.w

観　　　光
ス 25.∩

(小 　 計)
142 9.、

社　会　厚　生
1「 6.6

教 育　・ 文 化 ρ 5.∩

学 術　・ 研 究 「 8.6

合　　　　計 182 川.1
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表10,自 主 作成報告書 の公開非公開

　 　 　 公開
分野

公　　開 非 公 開
ケ ー ス バ

イ ケ ー ス
計

国
　
　
　
際

政 治 経 済
　 ∩

∩・∩

　 ∩

o.o

　 ス

10n.O

　 ス

10P.O

文 化 教 育
　 ∩

∩.n

　 ∩

∩.o

　 2

100.O

　 2

1uo.り

(小 　 計) 。.9
　 o

n.o

　 5

1no.0

　 5

1np.∩

行
政
・

司
法

政 治 行 政
　 P

3㌔3

　 2

33.ス

　 2

33.3

　 6

100.↓ ハ

法　　　 務
　 〔

n・n

　 1

川o.∩

　 o

O.0

　 1

10C.汀

(小 　 計)
　 7

2只.6

　 3

42.9

　 2

28.6

　 7

1∩n.o

産
　
　
　
　
　
　
　

業
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　

経
　
　
　
　
　
　

済

経 済 団 体
　 、

3∩.∩

　 2

20.O

　 5

50.0

　 1∩

10n.∩

産業経済全般
　 1

5.o

　 6

35.3

　 10

58.8

　 17

10P.0

経 営 ・労 務
　 1

2く.n

　 2

5n.∩

　 1

25.0

　 4

1∩0.∩

財務 ・金融
　 2

6A.ア

　 り

r).〔〕

　 1

3、.3

　 く

1〔lrF.n

貿　　　 易
　 ?

14.叉

　 1

7.1

　 11

78.6

　 14

1no.∩

商 業 全 般
　 1

3㌔ 、 ,.1
　 2

66.7

　 、

1〔}o.∩

　 鉱業 ・資源

　 鉄鋼 ・金属

商
　 機　　　械

　 器具 ・雑貨

工 化　　　学

　 窯　　　業

業 繊　　維
　 紙 ・印 刷

　 食　料　品

　 2

4〔.∩

　 1

1A.7

　 A

26.1　 .

　 1

3、.ス

　 ス

4P.9

　 1

5n.∩

　 4

6件.7

　 〔

∩・∩

　 ク

6A.7

　 ∩

∩'1

16.7

　 4

17.4

　 1〕

n・ ∩

　 1

14.3

　 1

5∩.0

　 〔」

0.∩

　 ∩

「〕'1

∩.o

　 3

61).n

　 4

66.7

　 1、

56.5

　 2

66・7

　 3

42.9

　 ∩

∩.f、

　 2

33.3

　 4

100.U

　 1

33.3

　 5'

1nn.n

　 6

1∩n.∩

　 25

10〔 、.∩

　 3

1np.∩

　 7

1〔1n.{〕

　 2

1nP.0

　 6

10r、.∩

　 仏

1(】∩.0

　 3

10n.i1

農 林 漁 業
　 ?

1りn.∩

　 o

o.∩

　 ∩

r).∩

　 2

1tln.∩

建　　　 設
　 2

22.2

　 1

11.1

　 6

66.7

　 0

10∩.n

運　　　 輸
　 4

2日.A

　 ス

21.4

　 7

50.n

　 14

1(m.∩

通　　　　信
　 1

5∩.∩

　 1

50.∩

　 o

n.r)

　 2

100.0

観　　　 光
　 〔

n.n

　 1

33.3

　 2

66.7

　 3

1〔ln.n

(小 　 計)
　 30

27.9

　 24

17.1

　 77

55.0

　 140

10G.o

社　会　厚　生 ,コ
　 2

14.5

　 11

7R.6

　 14

10n.11

教 育　・ 文 化
　 ∩

∩ ・n

　 1

12.5

　 7

87.5

　 刊

1〔〕n.∩

学 術　・ 研 究 ..:
　 2

40・(ハ

　 3

6U.n

　 5

1∩0.0

合　　　　計
　 42

23.5

　 32

17.9

105

58.7

　 170

100.∩
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表11.委 託研究調査報告書の種類数(年 間)

分野 記 入 数 平　　均
種 類 数

国
　
　
　
際

政 治 経 済 、 5.3

文 化 教 育 1 12.0

(小 　計) 4 7.∩

行
政
・

司
法

政 治 行 政
て 20.《

法　　　 務 ¶ 1.r〕

(小 　計) 4 15.5

1
済

経 済 団 体 2 6.0

産業経済全般 15 12.4

経 営 ・'労務 4 3.ヨ

財 務 ・金融 ¶ 1.o

貿　　　 易 「 2.只

商 業 全 般 1 4.∩

商
　
　
　
工

　
　
　
業

鉱業 ・資 源 3 4.∩

鉄鋼 ・金属
4 2.5

機　　　械 1r 9.7

器具 ・雑貨
⑱ 1,1〕 ・

化　　　学
4 弓.日

窯　　　業 1 1.0

繊　　　維
1 5.汀

紙 ・ 印 刷
2 4.∩

食　料　品
∩ ∩.り

農 林 漁 業
2 2.n

建　　　 設
R 19.9

運　　　 輸
P m.s

通　　　 信
3 15.O

観　　　 光
〔 o.o

(小 　 計)
84 o.1

社　会　厚　生 9 6.O

教 育　・ 文 化 6 58.5

学 術　・ 研 究 4 11.5

合　　　　計 ¶11 11.7
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表12.委 託研究調査報告書の公開非公開

　 　 　 　 公 開

分野

委託元に

のみ提出

ある範囲で

公開可能
非 公 開 計

国
　
　
　
際

政 治 経 済
　 ∩

∩●〔

　 3

1り ∩.∩

　 O

∩.∩

　 　 3

10P.∩

文 化 教 育
　 1

10n.n

　 0

0.∩

　 0

0.0

　 1

100.n

(小 　 計)
　 1

2「.∩

　 3

75.「 、

　 0

0.0

　 4

10∩.0

行
政
・

司
法

政 治 行 政
　 1

3㌔3

　 2

66.7

　 0

0.0

　 3

100.∩

法　　　　務
　 ∩

∩・n

　 1

10∩.∩

　 o

∩.o

　 1

1no.∩

(小 　 計)
　 ¶

2r.∩

　 3

75.∩

　 n

O.∩

　 4

100.り

産
　
　
　
　
　
　
業
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　

経
　
　
　
　
　
　
済

経 済 団 体
　 1

5〔.n

　 1

5n.∩

　 0

↓〕.〔1

　 2

10n.∩

産業経済全般
　 7

5n.〔

　 6

42.9

　 1

7.1

　 14

10P.∩

経 営 ・労務
　 ¶

2S.n

　 3

75.∩

　 ∩

〔、.∩

　 4

10∩.r〕

財 務 ・金融
　 〔

〔.∩

　 fO

↓ユ.り

　 1

1PO.∩

　 1

10n.∩

貿　　　　易
　 1

2〔.∩

　 3

6n・ ∩

　 1

2r,.r1

　 5

1有n.O

商 業 全 般
　 n

n・ ∩

　 1

1∩ ∩.り

　 ∩

∩.(1

　 1

10P.∩

商
　
　
　
　

工
　
　
　

業

鉱業 ・資源
　 フ

6凶.7

　 1

53.3

　 n

〔}.∩

　 5

10P.∩

鉄鋼 ・金属
　 n
∩.∩

　 4

1∩ ∩.∩

　 ∩

n.∩

　 4

1{〕∩.{〕

機　　　械
　 7

5n.∩

　 ア

51〕.∩

　 ∩

r:已o

　 14

1`)o.{、

●

器具 ・雑貨
　 1

1∩n.∩

　 ∩

n.o

　 o

n● ∩

　 †

1∩P.P

化　　　学
　 2

～〔.∩

　 2

5n.∩

　 ∩

0.n

　 4

1nr}.0

窯　　　業.
　 1

1∩ ∩.∩

　 O

n● ∩

　 ∩

o.∩

　 1

10n.n

繊　　　維 。:
●

　 1

11〕∩.り

　 o

(㌦o

　 1

10「.∩

紙 ・ 印 刷

　 フ

1∩ 〔.〔

　 ∩

0凶

　 ∩

〔」 ∩

　 2

10「,.r、

食　料　品
　 ∩

n・ ∩

　 ∩

o.∩

　 ∩

り.〔、

　 o

.6.∩

農 林 漁 業
　 フ

1∩ 〔.n

　 r〕

o.∩

　 o

り.o

　 2

100.∩

建　　　　設
　 4

5n.n

　 4

50.∩

　 ∩

o.n

　 8

1nP.o

運　　　 輸
　 6

5n.n

　 4

3ス.～

　 2

16.7

　 12

10f〕 の

通　　　　信
　 1

5n.∩

　 1

5∩.n

　 0

0.0

　 2

10P.∩

観　　　 光
　 ∩

∩・〔

　 ∩

り.∩

　 口

り.∩

　 '、

o.∩

(小 　計)
　 3只

4A.o

　 弓8

46.9

　 5

6.2

　 81

1fle.∩

社　会　厚　生
　 3

、、.ザ

　 5

55.6

　 1

11.1

　 9

10P.「)

教 育　・ 文 化
　 4

6A.ア

　 2

33.3

　 n

O.n

　 h

lnn.∩

学 術　・ 研 究
　 ∩

n.〔

　 3

75.∩

　 1

25.0

　 4

10e.∩

合　　　　計
　 4?

4鴫.5

　 54

50.O

　 7

6.5

　 10R

100.「 〕
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表13.一 般 市販書籍類の有無

　 　 　 販書籍
分野

あ　　り な　　し 計

国
　
　
　
際

政 治 経 済
　 4

66.7

　 2

33.3

　 6

100.n

文 化 教 育 　 2

5∩.n

　 2

50.0

　 4

100.0

(小 　 計)
　 6

6n.∩

　 4

4∩.n

　 10

100.n

行
政
・

司
法

政 治 行 政 　 3

3ア.5

　 5

62.5

　 8

100.O

法　　　 務 　 2

1∩ ∩.∩

　 0

0.0

　 2

10り.O

(小 　計) 　 5

5n.∩

　 5

50.∩

　 1n

100.0

産

　
　
　
　
　
業

　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
経

経 済 団 体
　 4

4∩ ●∩

　 6

60.∩

　 10

100.O

産業経済全般 　 11

A1・1

　 7

38.9

　 18

10〔 ハ.∩

経営 ・労務 　 4

6A・7

　 2

53.3

　 6

101〕.∩

財務 ・金融
　 フ

66.ア

　 1

33.3

　 弓

10r).∩

貿　　　 易
　 5

26.3

　 14

73.7

　 19

10n・ ∩

商 業 全 般
　 ↑

1A・7

　 5

85.3

　 6

1PO.∩

商
　
　
　
工
　
　
　
業

鉱業 ・資源
　 ¶

1ク.5

　 ア

87.5

　 9

1∩0.n

鉄 鋼 ・金 属
　 る

5∩.n

　 4

50.0

　 弓

100.0

機　　　械
　 只

20.A

　 19

70.4

　 27

10〔 〕.0

器具 ・雑貨
　 1

2∩.∩

　 4

8n.∩

　 5

1.0り.0

化　　　学
　 3

3㌔3
　 6

66.7

　 9

100.∩

窯　　　業
　 2

66.?

　 1

33.3

　 3

10り.∩

繊　　　維
　 3

37.5

　 5

62.5

　 8

101〕.n

紙 ・印 刷
　 2

5〔.〔

　 2

5n.∩

　 4

1〔川.∩

食　料　品
　 1

33.3

　 2

6ろ.7

　 ハ

1rlり.n

農 林 漁 業
　 3

7「.〔

　 1

25.0

　 4

10∩.o

建　　　 設
　 只

5㌔ 、

　 7

46.7

　 15

10〔㌦ ∩

運　　　 輸
　 1i

5ク.4

　 10

47.ろ

　 21

1〔、o.n

通　　　 信
　 ク

4∩.∩

　 5

6り.0

　 ～

10r㌦ ∩

観　　　 光
　 1

2s.∩

　 3

75.n

　 4

100.∩

(小 　 計)
　 77

41・4

109

5角.6

　 186

10f).0

社　会　厚　生
　 4

2弓.∩

　 1～
75.()

　 16

1no.o

教 育　・ 文 化 　 6

85.ア

　 1

14.3

　 7

10n.り

学 術　・ 研 究 　 3

6∩ ・∩

　 2

4i〕.り

　 5

10n.0

合　　　　計
1n1

4苫.2

13弓

56.8

　 234

1no.o
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表14.一 般市販書籍類の発行種類数(年 間)

　 　 　 種類
分野

記 入 数
平　　均
種 類 数

国
　
　
　
際

政 治 経 済
` 12.5

文 化 教 育 2 5.O

(小 　 計)
6 ¶n.n

行
政
・

司
法

政 治 行 政 2 75.0

法　　　　務
2 2.5

(小 　計) 4 33.ち

産
　
　
　
　
　
　
業
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　

経
　
　
　
　
　
　
済

経 済 団 体
` 2.5

産業経済全般
↑1 ¶P.0

経 営 ・労務 4 35・0

財 務 ・金融
1 2.∩

貿　　　 易
5 4.只

商 業 全 般 1 5.∩

商
　
　
　
　
工
　
　
　
　

業

鉱 業 ・資源
0 o.∩

鉄 鋼 ・金属
2 2.S

機　　　械
8 3.Q

器 具 ・雑 貨
1 5.∩

化　　　学
2 3.5

窯.　 　 業
1 3.n

繊　　　維
3 ア・n

紙 ・印 刷
2 6.n

食　料　品
1 1.n

農 林 漁 業
3 2.7

建　　　　設
8 5.鴫

運　　　 輸
10 4.7

通　　　　信
¶ 1.o

観　　　 光
1 5.n

(小 　 計)
69 6.8

社　会　厚　生
2 13.5

教 育　・ 文 化 5 4.2

学 術　・ 研 究
3 9.P

合　　　 計 89 R.3

一32一



表15,文 字文献をDBと し て提供す る可能性(5～10年 後)

'分 野
あ る と

思　　う
な　　い 不　　明 計

国
　
　
　際

政 治 経 済 　 5

83・3

　 r)

∩.|}

　 1

16.7

　 6

100.汀

文 化 教 育 　 3

7「 ・〔

　 1

25.0

0

0.0

　 4

10n.{1

(小 　 計)
　 ρ

8n・ ∩

　 1

10.∩

　 1

10.0

　 10

10n.r)

行
政
・

司法

政 治 行 政 　 5

62.～

　 o

o.り

　 3

37.5

　 R

10∩.∩

法　　　 務
　 n

n・ ∩

　 2

1(10.∩

O

n●n

　 2

1〔on.口

(小 　 計) 　 5

5∩.∩

　 2

2∩.0

　 3

30.∩

　 1り

10n・ ∩

産

　
　
　
　
　
業

　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
経

　
　
　
　
　
済

経 済 団 体
　 フ

2∩.n

　 2

2汀.∩

　 6

60.∩

　 1汀

1{〕o.り

産業経済全般
　 貸

44.る

　 3

16.7

　 7

38.o

　 1弓

10∩.n

経営 ・労務 　 ク

¶3.て

　 1

1A.7

　 3

5r).0

　 A

10∩.り

財務 ・金 融
　 1

3ス.、

　 1

33.ス

　 1

33.3

　 3

1n∩.〔1

貿　　　 易
　 1P

6㌔2

　 弐

15.3

　 4

21.1

　 19

10n.∩

商 業 全 般
　 フ

3、.ス

　 1

16.7

　 3

50.∩

　 6

1{}0.り

商
　
　
　
工
　
　
　

業

鉱業 ・資源
　 1

14.、

　 2

28.6

　 4

57.1

　 7

10n.つ

鉄鋼 ・金属
　 4

4ム.4

.1
".1

　 4

44.4

　 9

1n∩.n

機　　　械 　 s

1只 ・r

　 6

22.2

　 1∧

59.3

　 2ア

100.∩

器具 ・雑貨
　 1

2s.∩

　 1

25.0

　 2

5【).0

　 4

1P∩.∩

化　　　学
　 4

5n.n

　 　 1

・　 12.5

　 、

37.5

　 9

1nn.n

窯　　　業
　 ∩

〔・∩

　 1

33.3

　 2

66.7

　 弓

10n.∩

繊　　　維
　 n

∩・∩

　 1

14.3

　 ろ

85.7

　 7

10∩.n

紙 ・ 印 刷
　 3

1∩P.∩

　 `、

∩.o

　 n

O.n

　 3

10n.∩

食　料　品
　 2

66.7

　 1

33.3

　 n

`}.o

　 3

1nn.n

農 林 漁 業
　 ∩

〔・∩

　 0

0.O

　 4

100.n

　 .`

1r1∩.∩

建　　　　設
　 、

2n.∩

　 2

13.3

　 1n

66.7

　 1～

10n.∩

運　　　 輸
　 「

2、.9

　 4

19.f)

　 12

57.1

　 21

1n∩.fハ

通　　　 信
　 2

4n.∩

　 1

2∩.0

　 2

4〔}.O

　 5

100.r)

観　　　光
　 ク

5n.n

　 o

o.∩

　 2

50.0

　 4

10∩.∩

(小 　計)
　 59

32.4

　 32

17.6

　 91

so.o

　 182

10n.n

社　会　厚　生
.　　　　 0

　 5フ.9

　 2

11.8

　 6

3～.3

　 17

1nr㌦ り

教 育　・ 文 化 　 5

5「.A

　 2

22.2

　 2

22.2

　 9

10n.【1

学 術　・研 究
　 4

¶∩∩.n

　 0

0.0

　 o

o.n

　 4

1rハ0.n

合　　　　計
　 go

3只.ρ

　 39

16.8

103

44.4

232

100.∩

一33 一



表16.継 続統計調査の有無

　 　 　 計調査
分野

あ　　る な　　い 計

国
　
　
　
際

政 治 経 済
　 、

5∩.0

　 3

5∩.0

　 6

100.0

文 化 教 育 　 ?

5〔.n

　 2

5n.∩

　 4

100・n

(小 　 計)
　 s

写∩.∩

　 5

5∩.n

　 10

1no.0

行
政
・

司
法

政 治 行 政
　 2

2r.O

　 6

75.n

　 R

100.0

法　　　　務
　 n

〔 ・n

　 2

100.0
　 2

100.り

(小 　 計)
　 2

2n.n

　 8

80.n

　 1∩

1no.0

産

　
　
　
　
　
業
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
経

　
　
　
　
　
済

経 済 団 体
　 「

5S.A

　 4

44.`

　 9

100.0

産業経済全般
　 4

22・7

　 14

77.8

　 18

100.0

経営 ・労務
　 4

6A.7

　 2

33.3

　 A

仙0.∩

財務 ・金融 　 3

1∩n.n

　 ∩

o.∩

　 3

100.0

貿　　　 易
　 14

'嘗 ・7

　 5

26.3

　 19

10「1.∩

商 業 全 般
　 5

只3.3

　 1

16・7

　 6

100.0

商
　
　
　
　
工
　
　
　

業

鉱 業 ・資 源
　 、

37.r

　 5

62.5

　 8

100.O

鉄 鋼 ・金属
　 只

8貝.9

　 1

11.1

　 0

100.0

機　　　械
　 21

77・ 費

　 6

22.2

　 27

100.1〕

器具 ・雑貨
　 4

R∩.∩

　 1

2f〕.∩

　 5

1∩ ∩.∩

化　　　学
　 ?

7ア.只

　 2

22.2

　 9

1(⊃り.∩

窯　　　業
　 1

¶、.3

　 2

66.7

　 3

mO.∩

繊　　　維
　 A

R5.ア1

　 1

14.ス

　 7

100.r)

紙 ・ 印 刷　 　 　 　 66
・7

・　 　　 2 　 1

3弓.3

　 3

100.∩

食　料　品
　 2

5n.〔

　 z

5∩.0

　 4

101,.∩

農 林 漁 業
　 1

3㌔ 、

　 2

66.7

　 3

1no.0

建　　　 設
　 7

4A.7

　 8

53.¶

　 15

10↓ 〕.∩

運　　　 輸
　 9

4〔.9

　 13

59.1

　 22

100.∩

通　　　 信
　 1

25.∩

　 3

75.0

　 4

100.∩

観　　　 光
　 、

7s.n

　 1

25.0

　 4

100.∩

(小 　 計)
11∩

50.只

　 74

40.2

　 184

100.0

社　会　厚　生
　 5

20.4

　 12

70.6

　 17

100.O

教 育　・ 文 化 　 写

62.5

　 3

37.5

　 只

1PO.∩

学 術　・ 研 究 　 2

4〔.0

　 3

6r〕.0

　 5

100.∩

合　　　　計
129

～5.1

105

44.9
　 234

100.n

－34一



表1ス 　 継続統計調査をDB源 として提供する可能 性(5、10年 後)

　 　 計提供
分野

あ　　り な　　し 不　　明 計

国
　
　
　
際

政 治 経 済
　 4

R∩.∩

　 1

2∩.n

0

0.1〕

　 s

lo∩ 凶

文 化 教 育
　 2

1∩n.∩

o

り.り

∩

O.0

　 2

10∩.n

(小 　 計)
　 A

角写.7

　 1

14.3

o

o.o

　 ア

¶PO.り

行
政
・

司
法

政 治 行 政
　 、

42・ ◎

　 v

14.3

　 3

42.9

　 7

100.O

法　　　 務
∩

n・ 〔

　 1

11〕0.∩

o

∩.0

　 1

↑on凶

(小 　計)
　 3

¶7.く

　 2

z5.り

　 3

37.5

　 9

10n.り

産
　
　
　
　
　
　
　

業
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　

経
　
　
　
　
　
　
　

済

経 済'団 体
　 2

22.2

　 1

11.1

　 6

66.7

　 9

100.り

産業経済全般
　 5

～1.、

　 5

31.3

　 6

37.5

　 16

10n.汀

経営 ・労 務
　 2

寸、.嘗

β

`〕.∩

　 4

66.7

　 6

1叩.1、

財務 ・金 融
　 2

6A.7

o

r).「)

　 1

33.3

　 3

10n.∩

貿　　　 易
　 9

52.o

　 4

23.5

　 4

23.5

　 17

1∩n.∩

商 業 全 般
　 3

A∩.∩

　 1

2q.'}

　 1

2∩.∩

　 5

1r}∩.:、

商
　
　
　
　
工
　
　
　
　
業

鉱業 ・資源
　 叉

5〔.0

　 1

16.7

　 2

35.3

　 有

10n.「)

鉄 鋼 ・金 属
　 4

5∩.∩

　 1

12.5

　 3

37.5

　 駕

川n.り

機　　　械
　 A

24.n

　 ら

.24.0

1ス

52.∩

　 2～

1n∩.∩

器具 ・雑貨
　 ¶

2∩.n

　 2

4∩.∩

　 2

`り.∩

　 s

lc〔㌔ ひ

化　　　学
　 1

2〔.〔

　 1

2∩.0

　 3

60●o

　 5

10n.、

窯　　　業
　 1

祁.3

　 1

33.3

　 1

33.3

　 弓

100の

繊　　　維
　 1

1ム.3

　 　 1
'　 14

.3

　 5

71.4

　 7

1∩o.∩

紙 ・ 印 刷
　 2

5∩.∩

O
f).o

　 2

50.o

　 4

10n.∫|

食　料　品
　 3

7「.∩

　 1

25.∩

O

r).∩

　 4

10n.汀

農 林 漁 業
n

〔・n

`〕

o.り

　 4

10n.n

　 4

川 ∩の

建　　　 設
　 3

2㌔1

1

7.7

　 9

69.2

　 B

1〔}r〕.つ

運　　　 輸
　 4

2n.n

　 2

10.∩

14

70.∩

　 20

1f)∩ 口

通　　　　信
　 1

クs.∩

　 2

50.1〕

　 1

25.0

　 4

1〔}n.∩

観　　　　光
　 2

～n.∩

乃

n.∩

　 2

5n.0

　 4

¶0∩.↓}

(小 　 計)
∬

32.7

3∩

17.9

8、

49.4

16月

10n.〕

社　会　厚　生
　 5

3「.3

　 4

26.7

　 6

40.o

　 15

1∩ ∩.臼

教 育　・ 文 化
　 5

「写.A

り

o.o

　 4

44.4

　 9

1〔}P.り

学 術　・ 研 究
　 2

4n.∩

　 1

20.n

　 2

40.∩

　 5

1n∩.∩

合　　　　計
76

弓r.負

38

17.9

98

46.2

212

100.「 八

一35一



表18.画 像 ・映像DBの 構 築

　 　 画像 ・映像

分野　　　　DB
あ　　り な　　し 計

国
　
　
　際

政 治 経 済
　 ∩

P.∩

　 5

100.∩

　 5

100.0

文 化 教 育
　 ∩

∩.∩

　 3

100.O

　 3

100.∩

(小 　 計)
　 ∩

n・ ∩

　 8

100.∩

　 8

100・ ∩

行
政
・

司
法

政 治 行 政
　 1

12.～

　 7

87.5

　 8

100.o

法　　　 務
　 ∩

〔 ・∩

　 1

10∩.n

　 1

100.0

(小 　 計)
　 1

11・ ¶

　 内

8R.9

　 9

1po.∩

産
　
　
　
　
　
　
業
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　

経
　
　
　
　
　
　
済

経 済 団 体
　 o

n・ ∩

　 9

100.∩

　 9

1⑰0.n

産業経済全般
　 2

1¶.1

　 16

88.9

　 18

1n「 〕.∩

経営 ・労 務
　 ∩

∩・n

　 6

1∩O.∩

　 6

1∩0.n

財務 ・金 融
　 1

那.、

　 2

66.7

　 3

1fll}.∩

貿　　　 易
　 1

弓・¶

　 1R

94.7

　 19

100.∩

商 業 全 般
　 ∩

∩・∩

　 5

1nり.0

　 5

11)n.`1

商
　
　
　
　

工
　
　
　

業

鉱 業 ・資源
　 1

1フ.5

　 7

87.5

　 q

lno.∩

鉄鋼 ・金属
　 1

1ク ・「

　 7

87.5

　 内

10(j.n

機　　　械
　 n

∩・n

　 24

11〕o.∩

　 24

1110.o

器具 ・雑 貨
　 1

2r.〔

　 3

75.n

　 4

1∩ ∩.∩

化　　　学
　 ∩

∩.∩

　 `

10∩.o

　 `

10r〕.n

窯　　　業
　 n

∩・∩

　 3

1r)0.「|

　 3

1nO・ ∩

繊　　　維
　 n

n・ 〔

　 7

10汀.c}

　 7

1n∩.r,

紙 ・ 印 刷
　 1

2r.n

　 3

75.∩

　 4

100.0

食　料　品
　 n

n・ ∩

　 4

10∩.∩

　 4

100.∩

農 林 漁 業
　 ∩

n.〔

　 4

100.1、

　 4

10n.∩

建　　　 設
　 2

15.4

　 11

只4.6

　 13

1no.r)

運　　　 輸
　 1

4.只

　 2r〕

95.2

　 21

1CO.∩

通　　　　信
　 1

2S.∩

　 3

75.∩

　 4

100.o

観　　　 光
　 ∩

∩・n

　 4

10∫}.∩

　 `

10↓).∩

(小 　 計)
12

7・ ∩

16〔1

93.∩

　 172

1no.o

社　会　厚　生 、.;
　 14

93.3

　 1S

lPr).r〕

教 育　・ 文 化 　 2

2フ.ク

　 7

77.只

　 9

1〔lo.n

学 術　・ 研 究
　 ¶

2n.n

　 4

3↓〕.1〕

　 ～

100.「)

合　　　　計
17

7・ 只

2U1

92.2

　 21R

lno.∩
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表19.画 像 ・映 像DBの 構 築の可能性(5～10年 後)

分野
あ　　 り な　　し 不　　明 計

国
　
　
　
際

政 治 経 済
　 ⑱

2∩.n

　 2

40.0

　 2

4り.∩

　 ～

1rハn.n

文 化 教 育
　 1

3、.、

　 1

33.3

　 1

33.ス

　 3

10r).n

(小 　 計)
　 2

2「.∩

　 5

37.r

　 3

37.5

　 8

1nn.∩

行
政
・

司
法

政 治 行 政
　 3

37.～

　 3

37.5

　 2

25.0

　 月

100.0

法　　　 務
∩

〔 ・n

　 1

1り ∩.∩

　 0

0.0

　 1

1f}∩.∩

(小 　 計)
　 3

33.鴫

　 4

44.4

　 2

22.2

　 ?

10n.∩

産
　
　
　
　
・

　

業
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
経
　
　
　
　
　
　
済

経 済 団 体
　 1

1フ.5

　 1

12.5

　 6

75.0

　 3

10∩.・ 、

産業経済全般
　 2

11.ρ

　 7

41.2

　 只

47.1

　 17

101}.「1

経営 ・労務
　 1

16.7

　 1

16.7

　 4

66.7

　 内

10「 ㌦n

財務 ・金 融
　 1

3㍉ 、

　 1

3、.3

　 1

35.ス

　 ～

1nO.0

貿　　　 易
　 2

11.1

　 7

3R.9

　 9

50.∩

　 丁父

1∩n・n

商 業 全 般
〔

〔・∩

　 1

2り.0.

　 4

内∩.∩

　 ～

10(、.`、

商
　
　
　
　
工
　
　
　
　

業

鉱業 ・資源 ..1
　 2

25.∩

　 6

75.0

　 3

10r、 ピ1

鉄鋼 ・金属
　 2

2㍉ ∩

　 1

12.～

　 5

62.S

　 ヨ

1∩ ∩.《1

機　　　械

u　 　 　 7

　 臼・n

　 1n

もo.{、

　 13

52.∩

　 25

10n.∩

器具 ・雑貨
　 1

2「.∩

　 1

2～.∩

　 2

5n.∩

　 句

11、れび1

化　　　学
　 n

〔・∩

o

勺.n

　 4

1r}o.o

　 4

10n.1ハ

窯　　　業
∩

n・ 〔

∩

o.∩

　 3

1fm.o

　 3

1fκ已o

繊　　　維
n

P・ ∩

　 1

14.3

　 6

85.7

　 ア

10∩.・ ハ

紙 ・ 印 刷
　 1

2「.∩

　 1

25.O

　 2

5C.り

　 4

1n∩.()

食　料　品
∩

n.∩

　 1

25.∩

　 5

75.∩

　 4

10n.{、

農 林 漁 業
　 ∩

n・ ∩

　 2
'

5∩.0

　 2

50.∩

　 4

10P.∩

建　　　 設
　 4

弓∩.只

　 5

38.5

　 4

30.8

　 †、

1↓1P.∩

運　　　 輸
¶

く ・∩

　 4

2り.∩

　 15

7～.0

　 2∩

1npど ∩

通　　　 信
　 1

25.∩

　 弓

75.r1

　 n

O.∩

　 `

1「}n.n

観　　　 光
n

∩・n

　 2

50.n

　 2

5n.0

　 4

1f)r).n

(小 　 計)
　 19

11.2

,51

3{〕.2

99

58.6

169

10rl.11

社　会　厚　生
　 4

ク6.フ

　 4

26.7

　 7

46.'

　 15

10P.∩

教 育　・ 文 化
　 2

22.2

　 1

11.1

　 6

66.7

　 )

10∩.∩

学 術　・ 研 究
　 1

2n.∩

　 1

20.〔 〕

　 3

60.∩

　 5

1∩n.∩

合　　　　計
31

14・4

64

29.・1

120

55.9

21～

1〔、r已o
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3.一 般 企 業 の デ ー タ ベ ー ス 利 用 状 況

　 　お よび デ ータベ ース ・サ ー ビスへの

　 　参 入 計 画 調 査 結 果



外 部 デー タ ベー ス ・サー ビスの 利 用現 状 と将 来

本 資料 は,当 絵 の ・ ン ピ ・一 夕利 用状 調 査 耐 加 して行 な っ調 査 を

転 載 した もので あ る。

今 回答1,277社 の う槻 在171社 が ・く・チ方 式 また は オ ン ライ ン方 式

で.な ん らか の外 部 デ ー タベ ー ス ・サ ー ビスを 利 用 して い る・ 科 学 技 術 分野

特 設 分野 での文 献 情報 と,産 業 ・・経 済 ・社 会 そ の他 分野 での 数値 情報 の利 用

率 が高 い。

　 また,こ の 調査 の回 答 社 グル ー プ では す で に・ オ ン ライ ンでの デ ー タベ ー

ス ・サ ービス利用の多い ことが注 目され る。

,轍 の 見込では.い ずれの分野において も利時 定数・割合が雛 てい

る.geカ プ ラにお け る回答 と同 じ く'現 状 に対 す る回答 者 数 よ り も・5年

後 予 定 に対 す る回答 者数 の方 が 多 い と・・うの は 珍 ら しい現 象 で・ カ ブ ラや デ

ー タベ ース ・サ ー ビスが い か に注 目 され 関心 を 持 たれ てい るか が わか る。



全 産 業 ・デ ー タ ベ ー ス利 用 の現 状 と5年 後 利 用 予 定

　 　 利 用 情 報

利

　 用

　 方

案　　　式
種

実

回

答

社

数

文
献
情
報

数
値
情
報

画

像

情

報

映

像

情

報

音

声

情

報

延

べ

回'

答

社

数

科

ぞ
技
術
分

野

特

許

分

野

産そ
業の
・他

経分
済野

社
会

科

学
技
術
分

野

産そ
業の
・他

経分
済野
■

社
会

現

在

の

利

用

状
w

況

社　数 82 24 22 14 14 57 3 0 0 114
バ　ッ　チ

% 100 295 268 171 1ス1 45.1 57 α0 0.0 1590

オ ン ライ ン

社　数 116 50 55 15 21 48 11 0 1 179

% 100 43.1 284 12.9 18.1 41.4 95 0.0 09 154.5

社　数 171 64 55 26 54 7ろ 15 0 1 264
実　　 計

% 100 5Z4 51・9 15.2 199 427 ス6 0.0 0.6 1544

5

年

後

の

利

用

予

定

バ　ッ　チ
社　数 90 55 22 28 24 52 15 3 2 177

% 100 36.7 244 31.1 267 5Z8 144 55 22 1967

オ ン ライ ン

社　数 157 70 50 56 52 76 25 11 19 559

% 100 446 31.8 357 55.1 48.4 159 70 121 2287

実　　 計
社　数 205 90 67 77 70 109 53 12 20 478

% 100 43.9 32.7 5ス6 341 532 161 59 98 2552

A:バ ッチ方式 の行 でどれか ひとつで も回答 のあった社 の計

B:オ ン ライン方式の行 につ き同上

C:バ ッチ方式 でもオ ンライン方式 で もどちらかひとつ で も回答のあった社 の計
,単 純にA+Bで

　 はない。
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表20業 種 別 ・デー タベー ス ・サー ビス利用現況(1)

(昭和55年 度調査 より)

利朗 報 実
』

文
献

'数

値
画 映 音 延

回
情 　 ,
報

情

像

べ

利
用
　 方

答

社

科

学
技
術
分

特

許

分

産 そ

業 の

藷他
社分

学
技
術
分

　 報
　 　 ,.

,科 　 産 そ　 業

の

　 雛
　 社分

情

像

情

声

情

回

答

社

業　　種　　　　　　　　式 数 野 野 会野 野 会野 報 報 報 数

社　数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

パ ッ チ
% 0.0 0.0

.0・0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

社　数 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1
一　次　産　業　計

オンライン

% 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

社　数 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1

実　　計
% 100.0 100.0 0.0 o.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

社　数 36 16 21 7 6 8 1 0 0 59
バ ッ ヂ

% 100.0 44.4 58.3 19.4 16.7 22.2 2.8 0.0 0.0 163.9

社　数 67 35 32 7 14 20・ 4 0 0 112
二　次　産　業　計 オンライン

% 100.0 52.2 47.8 10.4 20.9 29.9 6.0 0:0 0.0 167.2

社　数 94 45 51 13 20 27 5 0 0 161

実　　計
% 100.0 47.9 54.3 13.8 21.3 28.7 5.3 0.0 0.0 171.3

社　数 42 6 1 7 7' 26 2 0 .　 0 49
パ ッ　チ

% 100.0 14.3 2.4 16.7 16.7 61.9 4.8 0.0 0.0 116.7

社　数 45 12 1 8 6 26 6 0 1 60

三　次　産　業　計 オンライン
% 100.0 26.7 2.2 17.8 13.3 57.8 13.3 0.0 2.2 133.3

社　数 71 16 2 13 12 42 7 0 1 93

実　　計
% 100.0 22.5 2.8 18.3 16.9 592 9.9 0.0 1.4 13LO

社　数 4 2 0 0 1 3 0 0 0 6

パ ッ　チ

% 100.0 50.0 0.0 0.0 25.0 75.0 0.0 0.0 0.0 一150 .0

社　数 3 2 0 O 1 2 1 0 0 6
公　　　務　　　計 オンライン

% 100.0 66.7 0.0 0.0 33.3 66.7 33.3 0.0 0.0 200.0

社　数 5 2 0 0 2 4 1 0 0 9

実　　計
% 100.0 40.0 0.0 0.0 40.0 80.0 20.0 0.0 0.0 180.0

社　数 82 24 22 14 14 37 3 0 0 114

パ ッ　チ

% 100.0 29.3 26.8 17.1 17.1 45.1 3.7 0.0 0.0 139.0

社　数 116 50 33 15 21 48 11 0 1 179

全　 産　 業　　計 オンライン

% 100.0 43.1 28.4 12.9 18.1 41.4 9.5 0.0 0.9 154.3

社　数 171 64
層

53　 ' 26 34 73 13 0 1 264

実　　計
% 100.0 37.4 31.0 15.2 19.9 42.7 7.6 0.0 0.6 154.4
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表21　 業 種 別 ・デー タベ ー ス ・サー ビス利用現 況(2)

(昭和55年 度調査 よ り)

利用情報 実
譲 藷 画 映 音 延

情 情
回 報 報 べ

答
科

挙
特

許

産 そ

業 の

科
学
産そ

業の

像 像 声
回

　 　 　 利
　 　 　 　 用
　 　 　 　 方薬　　種　　　　　　　

式

社

数

技
術
分
野

分

野

割
註分
会野

技
術
分
野

§他
社 分
会野

情

報

情

報

情

報

答

社

数

社　数 1 1 0 1 0 0 0 0 0 2
パ 　ッ　チ

% 100.0 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 200.0

繊　維　工　業 オンライン
社　数 2 0 2 0 0 1 0 0 0 3

% 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 150.0

実　　計
社　数 3 1 2 1 0 1 0 0 0 5

主
% 100.0 33.3 66.7 33.3 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 166.7

社　数 10 5 7 0 2 1 0 0 0 15バ ッ　チ

% 100.0 50.0 70.0 0.0 20.0 10.0 0.0 0.0 0.0 150.0

化　学　工　業 オンライン
社　数 18 17 11 3 3・ 1 0 0 0 35

% 100.0 94.4 6L1 16.7 16.7 5.6 0.0 0.0 0.0 194.4

実　　計

社　数 25 20 18 3 5 2 0 0 0 48

な
% 100.0 80.0 72.0 12.0 20.0 8.0 0.0 0.0 0.0 192.0

社　数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0バ ッ　チ

% 0.0 010 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

石油製品製造業 オンライン
社　数 7 2 2 1 2 5 0 0 0 12

% 100.0 28.6 28.6 14.3 28.6 71.4 0.0 0.0 0.0 171.4

実　　計
社　数 7 2 2 1 2 5 0 0 0 12

業
% 100.0 28.6 28.6 14.3 28.6 7L4 0.0 0.0 0.0 171.4

社　数 3 3 3 0 2 1 0 0 0 9バ ッ　チ

% 100.0 100.0 100.0 0.0 66.7 33.3 .0.0 0.0 0.0 300.0

鉄　　鋼　　業 オンライン
社　数 4 3 3 1 0 1 0 0 0 8

% 100.0 75.0 75.0 25.0 0.0 25.0 0.0 0.0 0.0 200.0

実　　計
社　数 5 4 5 1 2 2 0 0 0 14

種
% 100.0 80.0 100.0 20.0 40.0 40.0 0.0 0.0 O.0 280.0

社　数 2 1 1 2 0 0 0 0 0 4バ ッ　チ

% 100.0 50.0 50.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 200.0

電気機械器具

製　　造　　業
オンライン

社　数

%

9

100.0'

2

22.2

4

44.4

1

11.1

3

33.3

4

44.4

1

11.1

0

0.0

0

0.0

15

166.7

実　　計
社　数 10 2 4 3 3 4 1 0 0 17

% 100.0 20.0 40.0 30.0 30.0 40.0 10.0 0.0 0.0 170.0
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表22　 業 種 別 ・デー タサー ビス ・サー ビス利用現況(3)

(昭和55年 度調査 よ り)

利用情報 実 譲
数
値

画 映 音 延

情 情 べ
回 報 報

像 像 声

答
科
学
特

許

産 そ

業 の

科

学

産 そ

業の

回

答

　 　 　 利
　 　 　 　 用
　 　 　 　 方
業　　種　　　　　　　　式

社

数

技
術
分
野

分

野

勘
在分
会野

技
術
分
野

§他
社分
会野

情

報

情

報

情

報

社

数

社　数 7 3 5 0 1 1 0 0 0 10

パ ッ チ

% 100.0 42.9 71.4 0.0 14.3 14.3 0.0 0.0 0.0 142.9

輸送用機械器具
社　数 3 0 1 0 1 2 0 0 0 4

製　　造　　業
オンライン

% 100.0 0.0 33.3 0.0 33.3 66.7 0.0 0.0 0.0 133.3

社　数 10 3 6 0 2 3 0 0 0 14

実　　計
% 100.0 30.0 60.0 0.0 20.0 30.0 0.0 0.0 0.0 140.0

、

王
社　数 7 1

.

0 1 1 6 0 0 0 9

パ ッ チ

% 100.0 143 0.0 14.3 14.3 85.7 0.0 0.0 0.0 128.6

社　数 7 0 0 0 1 5 1 0 1 8
◆

卸　業 ・商　 社 オンライン

% 100.0 0.0 0.0 0.0 14.3 71.4 14.3 O.0 14.3 114.3

社　数 11 1 0 1 1 8 1 0 1 13

実　　計
% 100.0 9.1 0.0 9.1 9.1 72.7 9.1 0.0 9.1 118.2

な
社　数 4 O 0 1 0 2 1 0 0 4

バ ッ　チ

% 100.0 0.0 0.0 25.0 0.O 50.0 25.0 0.0 0.0 100.0

社　数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小　　売　　業 オンライン

% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

社　数 4 0 0 1 0 2 1 0 0 4

実　　計
% 100.0 0.0 0.0 25.0 0.0 50.0 25.0 0.0 0.0 100.0

業
社　数 8 0 0 3 0 5 0 0 0 8

パ ッ　チ

% 100.0 0.0 O.0 37.5 0.0 62.5 0.0 0.0 0.0 100.0

社　数 11 0 0 3 0 10 2 ,0 0 15

金　　融　　業 オンライン
% 100.0 0.0 0.0 27.3 0.0 90.9 18.2 0.0 0.0 136.4

社　数 16 O 0 5 0 13 2 0 0 20

実.計

% 100.0 0.0 0.0 31.3 0.0 81.3 12.5 0.0 0.0 125.0

種
社　数 1 0 O 0 0 1 0 0 0 1

パ ッ　チ

% 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0

生 命 保 険 業 社　数 3 0 0 0 0 3 O 0 0 3

(含 代 理 業 ・サ ー

ビ ス 業) .

オンライン

% 100.0 O.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.O 0.0 0.0 100.0

社　数 3 0 0 0 0 3 0 0
F

O 3

実　　計
% 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0
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表23　 業 種 別 ・デ ー タベ ー ス ・サー ビス利用現況(4)

(昭和55年 度調査 よ り)

利用情報 実 文 数 画 映 音 延
献 値

回
情
報

情
報

べ

利
用
　 方

'答

社

科

学
技
術
分

特

許
.

分

産 そ

業の

馳
在分

科

学
技
術
分

産 そ

業の

雛
柱分

像

情

像

情

声

情

回

答

社

業　　種　　　　　　　 式 数 野 野 会野 野 会野 報 報 報 数

社　数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
パ　ッ　チ

% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

損 害 保 険 業 社　数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(含代理業 ・サー オンライン

ビス業) % 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

、 杜　数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
王

実　　計
% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 ,

社　数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
パ ッ　チ

% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

社　数 2 2 0 1 0 1 0 0 0 4

電 力 ・ガス事 業 オンライン

な % 100.0 100.0 0.0 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 200.0

杜　数 2 2 0 1 0 1 0 0 0 4'実　 　 計

% 100.0 100.0 0.0 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 200.0

社　数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
パ ッ　チ

% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

業
広告 ・調査 ・情 報 社　数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

提供サー ビス業
オンライン

% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

社　数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

実　　計
% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

社　数 9 1 1 2 4 5 0 0 0 13

種
パ ッ　チ

% 100.0 11.1 11.1 22.2 44.4 55.6 0.0 0.0 0.0 144.4

情報処理サー ビ 社　数 4 1 0 1 1 0 1 0 0 4

ス業 ・ソ フ トウ オンライン

エア業 % 100.0 25.0 0.0 25.0 25.0 0.0 25.0 0.0 0.0 100.0

社　数 11 2 1 2 5 5 1 0 0 16

実　　計
% 100.0 18.2 9.1 18.2 45.5 45.5 9.1 0.0 0.0 145.5
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表24　 業 種別 ・デ ー タベ ー ス ・サニ ビス5年 後利用予定(1)

(昭和55年 度調査 よ り)

利用情報 実 文 数 画 映 音 延
献 値
情 情 べ

,回 報 報
像 像 声

科 特 産 そ 科 産 そ 回
答
宇 許

業 の 学 業の 答
利
用
　 方

社'
技
術
分
分 雛
在分

技
術
分

鱗
在分

情 情 情

社

業　　種　　　　　　　 式 数 野 野 会野 野 会野 報 報 報 数

社　数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

パ ッ　チ

% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

社　数 0 0 .0 0 0 0 0 0 0 0
一　次　産　業　計

オンライン

% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

社　数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

実　　計
% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

社　数 42 24 21 15 14 17 6 1 1 99

パ ッ　チ

% 100.0 57.1 50.0'35.7 33.3 40.5 14.3 2.4 2.4 235.7

社　数 85 47 49 28 31 34 11 5 5 210

二 次 産 業 計 オンライン ,.

% 100.0 55.3 57.6 32.9 36.5 40.0 12.9 5.9 5.9 247.1

社　数 111 63 65 41 44 48 16 5 6 288

実　　計
% 100.0 56.8 58.6 36.9 39.6 43.2 14.4 4.5'・ 5.4 259.5

社　数 43 7' 1 13 8 33 6 1 1 70

パ ッ　チ

% 100.0 16.3 2.3 30.2 18.6 76.7 14.0 2.3 23 162.8

社　数 67 21 1 27 19 '39 12 5 14 138

三　次　産　業　計 オンライン
% 100.0 3L3 1.5 40.3 28.4 58.2 17.9 715 20.9 206.0

社　数 88 24 2 35 23 58 15 6 14 177

実　　計
% 100.0 27.3 2.3 39.8 26.1 65.9 17.0 6.8 15.9 20L1

社.'数 5 2 0 0 2 2 1 1 0
'

8
1　　.

パ ッ　チ

% 100.0 40.0 0.0 o.0 40.0 40.0 20.0 20.0 0.0 160.0

社　数 5 2 0 1 2 3 2 1

'

0 11

公　　　務　　　計 オンライン
% 100.0 40.0 0.0 20.0 40.0 60.0 40.0 20.0 0.0 22σ.0

社　数 6 3 .0 1 3 3 2 1 0 13

実　　計
% 100.0 50.0 0.0 16.7 50.0 50.0 33.3 16.7 0.0 216.7

社　数 90 33 22 28 24 52 13 3 2 177

パ ッ　チ

% 100.0 36.7 24.4 31.1 26.7 57.8 14.4 3.3 2.2 196.7

社　数 157 70 50 56 52 76 25 11
=・19

359

全　 産　　業　　計 オンライン

'
% 100.0 44.6 31.8 35.7 33.1 48.4 15.9 7.0 12.1 228.7

社　数 205 90 67 77 70 109 33 12 20 478

実　　計
% 100.0 43.9 32.7 37お 34.1 53.2 16.1 5.9 9.8 233.2
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表25　 業 種別 ・デー タベ ー ス ・サ ー ビス5年 後利用予定(2)

(昭和55年 度調査 より)

利用情報 実 姦 薔 画 映 音 延

回
情
報

情報 べ

像 像 声

答
科

宇
特

許

産 そ

業の

科
学
産 そ'

業 の

回

答
利
用
　 方

社 技
術
分
分 酔
狂分

技
術
分

雛
養分

情 情 情

社

業　　種　　　　　　　　式 数 野 野 会野 野 会野 報 報 報 数

社　数 2 1 0 1 1 1 2 0 0 6
バ ッ　チ

% 100.0 50.0 0.0 50.0 50.0 50.0 100.0 0.0 0.0 300.0

社.数 3 0 2 1 0 2 0 0 0 5
繊　維　工　業 オンライン

% 100.0 0.0 66.7 33.3 0.0 66.7 0.0 0.0 0.0 166.7

社　数 5 1 2 2 1 3 2 0 0 11

実　　計

、
% 100.0 20.0 40.0 40.0 20.0 60.0 40.0 0.0 0.0 220.0

王

社　数 8 6 3 1 2 2 0 0 0 14
パ ッ　チ

.

% 100.0 75.0 37.5 12.5 25.0 25.0 0.0 0.0 0.0 175.0

社　数 25 18 19 9 4 6 4 1 1 62
化　学　工　業 オンライン

% 100.0 72.0 76.0 36.0 16.0 24.0 16.0 4.0 4.0 248.0

社　数 26 20 21 10 6 7 4 1 1 70

実　　計
% 100.0 76.9 80.8 38.5 23ユ 26.9 15.4 3.8 3.8 269.2

な

社　数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
バ ッ　チ

% 0.0 0'.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

社　数 7 4 2 2 3 4 1 0 1 17

石油製品製造業 オンライン
% 100・0 57.1 28.6 28.6 42.9 57.1 14.3 0.0 14.3 242.9

社　数 7 4 2 2 3 4 1 0 1 17
実　　計

% 100.0 57.1 28.6 28.6 42.9 57.1 14.3 0.0 14.3 242.9
業

社　数
.

　 4 4 4 3 2 2 0 0 0 15
パ ッ　チ

% 100.0 100.0 100.0 75.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 375.0

社　数 4 3 3 1 3 2 0 0 0 12
鉄　　鋼　　業 オンライン

% 100.0 75.0 75.0 25.0 75.0 50.0 0.0 0.0 0.0 300.0

社　数 5 5 5 4 4 4 0 0 0 22

実　　計
% 100.0 100.0 100.0 80.0 80.0 80.0 0.0 0.0 0.0 440.0

種
社　数 6 3 4 2 1 1 1 0 1 13

パ ッ チ

% 100.0 50.0 66.7 333 16.7 16.7 16.7 0.0 16.7 216.7

電気機械器具 社　数 8 5 4 2 7 4 1 0 1 24

製　　造　　業
オンライン

% 100.0 62.5 50.0 25.0 87.5 50.0 12.5 0.0 12.5 300.0

社　数 13 7 7 3 8 5 2 0 2 34

実　　計
% 100.0 53.8 53.8 23.1 61.5 38.5 15.4 0.0 15.4 261.5
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表26　 業 種 別 ・デー タベー ス ・サー ビス5年 後利用予 定(3)

(昭和55年 度調査 よ り)

利用情報 実 文 数 画 映 音 延
献 値
情 情 べ

回 報 報
像 像 声

答
科
学
特

許

産 そ業

の

科

学

産そ

業の

回

答

利
用
　 方

社 技
術
分
分
雛
在分

技
術
分

甑
社分

情 情 情

社

業　　種　　　　　　　 式 数 野 野 会野 野 会野 報 報 報 数

社　数 6 4 3 1 2 1 1 0 0 12

パ ッ　チ

% 100.0 66.7 50.0 16.7 33.3 16.7 16.7 0.0 0.0 200.0

輸送用機械器具
社　数 5 1 2 2 3 3 1 2 1 15

製　　造　　業
オンライン

% 100.0 20.0 40.0 40.0 60.0 60.0 20.0 40.0 20.0 300.0

主 社　数 11 5 5 3 5 4 2 2 1 27

実　　計
% 100.0 45.5 45.5 27.3 45.5 36.4 18.2 18.2 9.1 245.5

社　数 9 0 0 4 1 8 2 1 0 16

パ ッ　チ

% 100.0 0.0 0.0 44.4 11.1 88.9 22.2 1L1 0.0 177.8

社　数 6 2 1 1 1 3 1 0 1 10

卸　業 ・商　社 オンライン
% 100.0 33.3 16.7 16.7 16.7 50.0 16.7 0.0 16.7 166.7

社　数 11 2 1 4 1 8 2 1 1 20

実　　計
% 100.0 18.2 9.1 36.4 9.1 72.7 18.2 9.1' 9.1 181.8

な
社　数 3 0 0 1 0 3 0 0 0 4

バ ッ チ

% 100.0 0.0 0.0 33.3 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 133.3

社　数 4 0 0 1 0 2 2 1 0 6

小　　売　　業 オンライン
% 100.0 0.0 0.0 25.0 0.0 50.0 50.0 25.0 0.0 150.0

社　数 5 0 0 2 0 3 2 1 0 8

実　　計
% 100.0 0.0 0.0 40.0 0.0 60.0 40.0 20.0 0.0 160.0

業
社　数 8 0 0 2 0 8 1 0 0 11

バ ッ　チ

% 100.0 0.0 0.0 25.0 0.0 100.0 12.5 0.0 0.0 137.5

社　数 15 0 0 6 0 9 0 2 6 23

金　　融　　業 オンライン
% 100.0 0.0 O.0 40.0 0.0 60.0 0.0 13.3 40.0 153.3

社　数 20 0 0 8 0 15 1 2 6 32

実　　計
% 100.0 0.0 0.0 40.0 0.0 75.0 5.0 10.0 30.0 160.0

種
社　数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

バ ッ　チ

% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

生 命 保 険 業 社　数 2 0 0 1 0 2 0 0 0 3

(含 代理業 ・サー オンライン

ビス業) % 100.0 0.0 0.0 50.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 150.0

社　数 2 0 0 1 0 2 0 0 0 3

実　　計
% 100.0 0.0 0.0 50.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 150.0
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表27　 業 種別 ・デー タベ ース ・サ ー ビス5年 後利用予定(4)

(昭和55年 度調査 より)

利用情報 実 文 数 画 映 音 延
献 値

回
情報

覇 べ

像 像 声

利
用
　 方

答

社

科

学
技
術
分

特

許

分

産 そ業

の

勘
社分

科

学
技
術
分

産 そ

業 の

讐他
社分

情 情 情

回

答

社

業　　種　　　　　　　 式 数 野 野 会野 野 会野 報 報 報 数

社　数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

パ ッ　チ

% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

損 害 保 険 業 杜　数 1 0 0 1 0 1 1 0 0 3

(含代理業 ・サー オンライン

ビス業) % 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 300.0

主
実　　計

社　数 1 0 0 1 0 1 1 0 0 3

% 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 100.0 100.O 0.0 0.0 300.0

社　数 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1

バ ッ　チ

% 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0

社　数 2 2 0 2 1 2 0 0 0 7

電 力 ・ガ ス事 業 オンライン

な % 100.0 100.0 0.0 100.0 50.0 100.0 0.0 0.0 0.0 350.0

社　数 3 2 0 2 1 3 0 0 0 8

実　　計
% 100.0 66.7 0.0 66.7 33.3 100.0 0.0 0.0 0.0 266.7

社　数 0 0 0 0 0 0 0 O 0 0

パ ッ　チ

% 0.0 σ.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

業
広告調 査・情報 社　数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

提供 サー ビス業
オンライン

% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 O.0 0.0 0.0 0.0 0.0

社　数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

実　　計
% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

社　数 7 0 1 2 3 3 0 0 0 9

種
パ ッ チ

% 100.0 0.0 14.3 28.6 42.9 42.9 0.0 0.0 0.0 128.6

情報 処理 サー ピ 社　数 12 3 0 6 4 9 2 1 4 29

ス業 ・ソフ トウ オンライン

エア業 % 100.0 25.0 0.0 50.0 33.3 75.0 16.7 8.3 33.3 241.7
.

社　数 15 3 1 7 7 10 2 1 4 35

実　　計

% 100.0 20.0 6.7 46.7 46.7 66.7 13.3 6.7 26.7 233.3

、
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自社 デー タ によ る,外 部 へ の デー タ ベー ス 提供 の 可 能性

　数 こそ 少 な い が,自 社 蓄 積 デ ー タ を,外 部 にデ ー タベ ース と して提 供す る

可能 性 を積 極 的 に回答 され た社 が,第157表 に 見 る よ うに,こ れ また現 状

よ り5年 後予 定 につ いて回 答 者 が 増 えて い る。

　 自社 デ ー タの デ ー タベ ー ス化 提 供 であ るか ら・ 数 値 情報 に重 点 が あ る こ と

が 明瞭 に読 み 取 れ,論 理 的 に も,実 態 か ら して も首 肯 で きる と ころ であ ろ う。

全 産 業 ・デ ータベ ー ス提 供 可能 性 の 現 状 と5年 後 見 込

　 　 　 提 供 情 報

　 提

　 　 供

　 　 方

業 種　　 式

実

回

答

社

数

　 .

文
献
情
報

数
値
情
報

画

像

情

報

映

像

情

報

音

声

情

報

延

べ

回

答

者

数

科

ぞ
技
術
分

野

特

許

分

野

産そ
業の
・他

経分
済野

庭
会

科

守
技
術
分

野

産そ
業の
・弛

緩分
済野

亘
会

現
在
で
の
提
供
可
能
性

パ ッチ
社数 19 5 1 4 5 10 0 0 0 25

% 100 2△5 5.5 21.1 15B 526 α0 α0 00 121」

オ　ン

ライン

社数 19 9 1 1 5 11 1 0 0 28

% 100 4Z4 5る 55 2△3 5Z9 53 α0 0.0 14Z4

実 計
社数 30 11 2 5 7 16 1 0 0 42

% 100 567 ム7 167 253 555 55 0.0 00 140.0

バ ッチ

社数 34 8 1 7 14 15 2 1 0 48

% 100 23.5 29 20.6 4t2 441 59 29 0.0 141.2

オ　 ン

ライン

社数 44 15 2 15 14 22 7 2 2 77

% 100 295 45 541 51.8 50.0 159 45 4.5 175.0

実 計
社数 65 17 5 18 25 31 7 2 2 103

% 100 2ZO 48 28ゐ 5《S5 492 11.1 52 3.2 163.5

A:バ ッチ方式 の行 でどれかひとつで も回答 のあった社の計

B:オ ン ライン方式の行につ き同上

C:パ ッチ方式で もオ ンライン方式 でもどちらかひとつで も回答の あった社 の計・単純VC　A+Bで

　 はない。
'
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表28　 業種別 ・デー タベース提供可能性の現況(1)

(昭 和55年 度調査 よ り)

提供情報 実
　 .

文 数 画 映 音 延
献 値

回
情
報

情
報

べ

提
供
　 方

答

社

科

学
技
術
分

特

許

分

産そ業

の

§他
社分

科

学
技
術
分

産そ

業の

§他
社分

像

情

像

情

声

情

回

答

社

業　　種　　　　　　　　式 数 野 野 会野 野 会野 報 報 報 数

社　数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
パ　ッ　チ

' % 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

社　数 0
'
0 0 0 0 0 0 0 0 0

一　次　産　業　計
オンライン

% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

ノ 社　数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
実　　計

% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

社　数 1 0 1 0 0 1 0 0 0 2

パ ッ　チ

% 100.0 0.0 100.0 00 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 200.0

社　数 2 0 1 0 0 1 1 0 0 3

二　次　産　業　計 オンライ'ン
% 100.0 0.0 50.0 0.O 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0 150.0

社　数 3 0 2 O 0 2 1 0 0 5
実　　計

% 100.0 0.0 66.7 0.0 0.0 66.7 33.3 0.0 0.0 166.7

社　数 15 4 0 4 3 6 0 0 0 17
パ ッ　チ

% 100.0 26.7 0.0 26.7 20.0 40.0 0.0 0.0 0.0 113.3

社　数 15 8 0 1 5' 8 0 0 ・　 0 22

三　次　産　業　計 オンライン
%' 100.0 53.3 0.0 6.7 33.3 53.3 0.0 0.0 0.0 146.7

社　数 24 10 O 5 7 11 0 0 0 33
実　　計

% 100.0 41.7 0.0 20.8 29.2 45.8 0.0 0.0 0.0 137.5

・社　数 3 1 0 0 0 3 0 0 0'・ 4
パ　ッ　チ

、

% 100.0 33.3 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 133.3

社　数 2 1 0 0 0 2 0 0 0 3

公　　　務　　　計 オンライン
% 100.0 50.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 ・0 .0 0.0 150.0

社　数 3 1 0 0 0 3 0 0 0 4

実　　計
% 100.0 33.3 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 i33.3

社　数 19 5 1 4 3 10 0 0 0 23
バ ッ　チ

% 100.0 26.3 5.3 2L1 15.8 52.6 0.0 0.0 0.0 121.1
`

社　数 19 9 1 1 5 11 1 σ 0 28

全　 産　　業　　計 オンライン
% 100.0 47.4 5.3 5.3 26.3 57.9 5.3 0.0 0.0 147.4

社　数 30 11 2 5 7 16 1 0 O 42

実　　計
% 100.0 36.7 6.7 16.7 23.3 53.3 3.3 0.0 O.0 140.0
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表29　 業種別 ・デー タベース提供可能性の現況(2)

(昭 和55年 度調査 よ り)

提供情報 実 ,　　　　 文 数 画 映 音 延
献 値
情 情 べ

回 報 報
像 像 声

答
科

学
特

許

産そ業

の

科

学

産 そ

業 の

回

答

提
供
　 方

社 技
術
分
分
§他
社分

技術

分

§他
社分

情 情 情

社

業　　種　　　　　　　 式 数 野 .野 会野 野 会 野 報 報 報 数

社　数 O 0 0 0 0 0 0 0 0 0

パ ッ　チ

% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 一 〇.0 0.0 0.0 0.0

社　数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

繊　維　工　業 オンライン
% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

社　数 0 0 0 0 0 0 ＼　　0 0 0 0

実　　計
% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

、

王
社　数 1 0 1 0 0 1 0 0 0 2

バ ッ　チ

% 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 200.0

社　数 0 0 0 0 0 0 O 0 0 0

化　学　工　業 オンライン
% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

社　数 1 0 1 0 0 1 0 0 0 2

実　　計
% 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 200.0

な
社　数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

パ ッ　チ

% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

社　数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

石油製品製造業 オンライン
% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

社　数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

実　　計
% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

業
社　数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

パ ッ　チ

% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

社 数 0 O 0 O 0 0 0 0 0 0

鉄　　鋼　　業 オンライン
% 0.0 O.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

社　数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

実　　計
% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

種
社　数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

バ ッ　チ

% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

電気機械器具
社　数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

オンライン
製　　造　　業 % 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

社　数 0 0 0 0 O 0 0 0 0 0

実　　計
% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.O
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表30　 業種別 ・データベース提供可能性の現況(3)

(昭和55年 度調査 よ り)

提供情報 実
蒜 数値 画 映 音 延

情 情
回 報 報 べ

答
科

挙
特

許

産そ

業 の

科
学
産 そ

業 の

像 像 声
回

　 　 　 提
　 　 　 　 供
　 　 　 　 方薬　　種　　　　　　　

式

社

数

技
術
分
野

分

野

割
註分
会野

技
術
分
野

藷他
社分
会野

情

報

情

報

情

報

答

社

数

社　数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0バ ッ　チ

% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

輸送用機械器具 社　数 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1

製　　造　　業
オンライン

% 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

実　　計
社　数 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1

主
% 100.0 0.0 100.0 0.0 0.O 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

バ ッ　チ
社　数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.O

卸　業 ・商　社 オンライン
社　数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

% 0.0 0.0 0.0 0.0 0・0
.
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

杜　数 .0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
実　　計

な
% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.O 0.0 0.0 0.0

社　数 2 0 0 2 0 0 0 0 0 2パ ッ　チ

% 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

小　　売　　業 オンライン
社　数 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1

% 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0

社　数 3 0 0 2 0 1 0 0 0 3
実　　計

業
% 100.0 0.0 0.0 66.7 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 100.0

社　数 2 0 0 0 0 2 0 0 0 2バ ッ　チ

% 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0

金　　融　　業 オンライン
社　数 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1

% 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0

実　　計
社　数 3 0 0 0 0 3 0 0 0 3

種
% 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0

パ ッ　チ
社　数 0 0 0 0 0 　 0

、

0 0 0 0

% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

生 命 保 険 業

(含代理 業 ・サー オンライン

社　数 0 0 0 0 0 0 0 0 O 0

ビス業) % 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

実　　計
社　数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
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表31 業種別 ・デー タベース提供可能性の現況(4)

(昭和55年 度調査 よb))

提供情報 実 文 数 画 映 音 延
献 値
情 情 ぺ

回 報 報
像 像 声

提
供
　 方

答

社

科

学
技
術
分

特

許

分

産 そ

業の

勘
養分

科

学
技
術
分

産そ

業の

雛
在分

情 情 情

回

答

社

業　　種　　　　　　　 式 数 野 野 会野 野 会野 報 報 報 数

社　数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

パ ッ チ

% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

損 害 保 険 業 社　数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(含代理業 ・サー オンライン

ビス業) % 0.0 0.0 0.0 0.0 0.O 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

主 実　　計

社　数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

社　数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

パ ッ チ

% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

社　数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

電 力 ・ガス事業 オンライン

な % 0.0 0.0 0.0 0.0 O:0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

社　数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

実　　計
% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

社　数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

パ ッ　チ

% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

業
広告調 査・情報 社　数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

提供 サービス業
オンライン

% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

社　数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

実　　計
% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

社　数 2 0 0 1 1 2 0 0 0 4

種
パ ッ チ

% 100.0 0.0 0.0 50.0 50.0 100.0 0.0 0.0 0.0 200.0

情報処理サー ピ 社　数 2 2 0 1 2 2 0 0 0 7

ス業 ・ソ フ トウ オンライン

エア業 % 100.0 100.0 0.0 50.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 350.0

社　数 3 2 0 2 3 3 0 0 0 10

実　　計
% 100.0 66.7 0.0 66.7 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 333.3
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表32　 業種別 ・デー タベー ス提供可能性の5年 後予想(1)

(昭 和55年 度調査 よ り)

提供情報 実
蓋 藩 画 映 音 延

情 情
回 報 報 べ

像 像 声
科 特 産 そ 科 産 そ 回

答
芋 許

業の 学 業 の

　 　 　 提
　 　 　 　 供
　 　 　 　 方業　　
種　　　　　　　 式

社

数

技
術
分
野

分

野

勘
在分会
野

技
術
分
野

藷他
社分
会野

情

報

情

報

情

報

答

社

数

社　数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
バ　ッ　チ

% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

社　数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0一　次　産　業　計
オンライン

% 0.0 0.0
'
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

社　数 0 0 0' 0 0 0 0 0 0 0
実　　計

% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 O.0 0.0

社　数 6 1 1 1 4 0 0 0 0 7パ ッ　チ

%
』

100.0 16.7 16.7 16.7 66.7 0.0 0.0 0.0 0.0 116.7

社　数 8 2 2 2 2 4 1 1 1 15
二　次　産　業　計 オンライン

,P

% 100.0 25.0 25.0 25.0 25.0 50.0 12.5 12.5 12.5 187.5

. 社　数 13 3 3 3
「

6 4 1 1 1 22
実　　計

% 100.0 23.1 23」 23.1 46.2 30.8 7.7 7.7 7.7 169.2 .

社　数 24 7 0 5 9 12 2 i 0 36
バ ッ　チ

% 100.0 29.2 0.0 20.8 37.5 50.0 8.3 4.2 0.0 150.0

社　数 33 11 0 12 12 15 6 1 1 58
三　次　産　業　計 オンライン

% 100.0 33.3 '0 .0 36.4 36.4 45.5 18.2 3.0 3.0 175.8

社　数 46 14 0 14 16 24 6 1 1 76
実　　計

% 100.0 30.4 0.0 30.4 34.8 52.2 13.0 2.2 2.2 165.2

社　数 4 0 0 1 1 3 0 0 0 5
バ ッ　チ

.
% 100.0 0.0 0.0 25.0 25.0 75.0 0.0 0.0 0.0 125.0

社　数 3 0 0 1 0 3 0 0 0 4
公　　　務　　　計 オンライン ●

% 100.0 0.0 0.0 33.3 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 133.3

社　数 4 0 0 1 1 3 0
『0

0 5
実　　計

% 100.0 0.0 0.0 25.0 25.0 75.0 0.0 0.0 0.0 125.0

社　数 34 8 1 7 14 15 2 1 0 48
パ ッ　チ

% 100.0 23.5 2.9 20.6 4L2 44.1 5.9 2.9 0.0 141.2

社　数 44 13 2 15 14 22 7 2 2 77
全　 産　　業　　計 オンライン

% 100.0 29.5 4.5 34.1 31.8 50.0 15.9 4.5 4.5 175.0

社　数 63 17 3 18 23 31 7 2 2 103
実　　計

% 100.0 27.0 4.8 28.6 36.5 49.2 ユ1.1 3.2 3.2 163.5
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表33　 業種別 ・データベース提供可能性の5年 後予想(2)

(昭和55年 度調査 よ り)

提供情報 実 文 数 画 映 音 延
献 値
情 情 べ

回 報 報
像 像 声

提
供
　 方

答

社

科

学
技
術
分

特

許

分

産 そ

業の

雛
在分

科

学
技
術
分

産 そ業

の

§他
社分

情 情 情

回

答

社

業　　種　　　　　　　 式 数 野 野 会野 野 会野 報 報 報 数

社　数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

バ ッ　チ

% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

杜　数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

繊　維　工　業 オンライン

% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

社　数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

実　　計
% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

、

王

社　数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

パ ッ　チ

% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

社　数 2 0 1 0 1 2 0 0 0 4

化　学　工　業 オンライン
% 100.0 0.0 50.0 0.0 50.0 100.0 0.0 0.0 0.0 200.0

社　数 2 0 1 0 1 2 0 0 0 4

実　　計
% 100.0 0.0 50.0 0.0 50.0 100.0 0.0 0.0 0.0 200.0

な
社　数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

バ ッ　チ

% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

社　数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

石油製品製造業 オンライン
% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

社　数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

実　　計
% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

業
社　数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

バ ッ　チ

% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

社　数 0 0 0 0 0 0 0 0
、

0 0

鉄　　鋼　　業 オンライン
% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

社　数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

実　　計
% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

種
社　数 2 1 1 0 1 0 0 0 0 3

パ　ッ　チ

% 100.0 50.0 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 150.0

電気機械器具 社　数 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1

製　　造　　業
オンライン

% 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

社　数 2 2 1 0 1 0 0 0 0 4

実　　計
% 100.0 100.0 50.0 0.0 50.0 O.0 0.0 0.0 0.0 200.0
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表34　 業種別 ・データベース提供可能性0)5年 後予定(3)

(昭和55年 度調査 よ り)

科
学

・
技
術

分
野

実
　
　回
　

答
　

社
　
　
数

報情供提

式
方
供
提

文
献
情
報

業 　種

特

許

分

野

画
　

　
像

　

　
情

　

　
報

数
値
情
報

そ

の

他

分

野

産
業

・経
済
・社
会

科
学

・
技
術
分
野

そ

の

他

分

野

産

業
・経
済

・社
会

延

べ

回

答

社

数

音

　

声

　

情

　

報

映

　

像

　

情

　

報

主

な

業

種

輸送用機械器具

製 　造 　業

卸 業 ・商 社

小 　売 　繋

金 　融 　業

生 命 保 険 業

(含 代理業 ・サー

ビス業)

パ ッ チ
社 数 　　 1　 0　 0　 0　 1　 0　 0　 0　 0　 1

% 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

社　数 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1

オンライン

% 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 100.0

社　数 2 0 0 0 1 0 0 1 0 2

実　　計
% 100.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.O 50.0 0.0 100.0

社　数 2 0 0 1 0 2 0 0 0 3
バ　ッ　チ

% 100.0 0.0 0.0 50.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 150.0

社　数 2 0 0 2 0 1 0 0 0 3

オンライン

% 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 150.0

社　数 4 0 0 3 0 3 0 0 0 6
実　　計

% 100.0 O.0 0.0 75.0 0.0 75.0 0.0 0.0 0.0 150.0

社　数 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1
バ ッ チ

% 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0

社　数 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1

オンライン

% 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

社　数 2 0 0 1 0 1 0 0 0 2

実　　計
% 100.0 0.0 0.O 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 100.0

社　数 2 0 0 0, 0 2 0 0 0 2
パ ッ　チ

% 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0

社　数 2 0 0 1 0 2 1 0 0 4

オンライン

% 100.0 0.0 0.0 50.0 0.0 100.0 50.0 0.0 0.0 200.0

社　数 4 0 0 1 0 4 1 0 0 6
実　　計

% 100.0 0.0 0.0 25.0 0.0 100.0 25.0 0.0 0.0 150.0

社　数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
バ ッ　チ

% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

社　数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

オンライン

% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

社　数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

実　　計
% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 O.0 0.0 0.0
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表35　 業種別 ・デー タベース提供可能性の5年 後予想(4)

(昭 和55年 度調査 よ り)

提供情報 実 文 数 画 映 音 延
献 値

回
情
報

情
報

べ

像 像 声

提
供
　 方

答

杜

科

学
技
術
分

特

許

分

産 そ

業 の

甑
在分

科

学
技
術
分

産 そ

業 の

§他
社分

情 情 情

回

答

社

業　　種　　　　　　　　式 数 野 野 会 野 野 会野 報 報 報 数

社　数 0 0 0 　 0
.

0 0 0 0 0 0

バ ッ チ

% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

損 害 保 険 業 社　数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(含代理業 ・サー オンライン

ビス業) 、% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

、 社　数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
王

実　　計
% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

社　数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
パ ッ チ

'

% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0:0 0.0

社　数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

電 力 ・ガ ス事業 オンライン

な % 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

社　数 0 0 0 O 0 0 0 0 0 0

実　　計
% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

社　数 0 0 0 0 0 0 0 0 0
.0

バ ッ　チ

% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

業
広告 ・調査 ・情報 社　数 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1

提供サ ー ビス業
オンライン

% 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0

社　数 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1

実　　計
% 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0

社　数 2 1 0 1 1 2 0 0 0 5

種
パ ッ　チ

% 100.0 50.0 0.0 50.0 50.0 100.0 0.0 0.0 0.0 250.0

情報処理 サー ピ 社　数 8 3 0 4 4 5 1 0 1 18

ス業 ・ソフ トウ オンライン

エア業 % 100.0 37.5 0.0 50.0 50.0 62.5 12.5 0.0 12.5 225.0

社　数 9 3 0 4 4 6 1 0 1 19

実　　計
% 100.0 33.3 0.0 44.4 44.4 66.7 1L1 0.0 11.1 211.1

一58　 一一



デ ータベ ース と著作 権
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1.デ ー タベ ース と 著 作 権 の か かわ り

　 　デ ー タベ ー スが 収 集,加 工,整 理,提 供 す る 「情 報 」 一 仮 にい ま 「創成

編 集 す る情報 」 とい うこ とにす る　 　 は,不 当 に創 成 編 集 者 の意 に反 して利

用 され る こ との な い よ うに公 的 に保 護 され る必 要 の あ る 「財 」 で あ る と考 え

て よい で あろ う。 しか しこ の よ うな 「情報 」 を著 作 権 法 が対 象 とし てい る著

作 物 で あ る と見 るか ど うか は,場 合 に よ り簡単 な こ とで は な い。

　　わが国 の著作権法 は,著 作物 を 「思想 または感 情を創作的 に表現 した もの

　であ って,文 芸,学 術,美 術 または音楽 の範囲 に属す るものをい う」 と定義

　し,そ の種類 を次の よ うに例示 している。

①　小説,脚 本,論 文.講 演その他 の言語 の著作物

② 　音楽の著作物

③ 舞踊 または無言劇 の著作物

④ 絵画,版 画,彫 刻その他 の美術 の著作物

⑤ 　建築 の著作物

⑥ 地図 または学術 的な性質 を有す る図面,図 表,模 型 その他 の図形 の著作

　　物

⑦ 　映画 の著作物

⑧　写真 の著作物

　　文献情報におけ る 「抄録」は上 記第一号の著作物 に.「 心電図」 情報は第

　六号 に該当す るのであろ うが,経 済情報 におけ る 「財務数値」 のみ の集合が

　 どの著作物 にあた るかは思想 とか論文 あるいは言語 の解釈 の問題 となろ う。

　　データベ ース情報は,そ の創成編集 される態様 も,利 用 され る態様 も,著

　作権法 にい う著作 物の概 念 よ りは広 いよ うに思 われ るが,同 時 に通常 の著作

　物 と同様 にみ なされ る場合 もある。 したが って,後 述す るよ うにデータベー

　 スの社会的 意義や重 要 さを考慮 すれば,デ ータベ ース情報 の正当な価値 を保

　 護するためには新 しい法系 が必要で あると考え られ るが,現 状 においてデー

　 タベース情報が著作権法 の適用対象 となる場合 が多い として も,著 しく不当
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では ない で あ ろ う。

　 本節 では,デ ー タベ ー ス情 報 の特 長,デ ー タベ ース情 報 を著作 物 とみ た場

合 の著 作 権,著 作 権 者 は 誰 か,デ ータベ ー ス情 報 と複 製 ・放 送,デ ー タベ ー

ス の譲 渡,デ ー タベ ース 情 報 の 国 際 的保 護,情 報販 売 の態 様 な どにつ い て概

観 を 試 み る こ と と した い。

2　 デ ー タベ ー ス情 報 の 特 徴

　 　 〈集合 と しての デ ータ ベ ー ス 〉

　 デ ータ ベ ースは 非 常 に多 数 の情 報 の集 合 で あ る こ とに第1の 特 長 が あ る。

少 数 の 情報 の 集合 は 一 般 にデ ー タベ ース と して成 立 しな い。 た だ少数 多数 の

境 界 が ど こ にあ るか は 一概 に い うこ とは で き な い。

　 　い ず れ に して もデ ータ ベ ー スは も し著 作 物 と してみ る な らば 集 合著 作 物 で

　あ り編 集 著作 物 で あ り,個 々の 要 素 を分 離 で きな い共 同著 作 物 で は な い。

　 　〈利 用 者 に よる情 報 の 任 意抽 出 〉

　 　デ ータ ベ ー スは 情 報 の 多 数 集 合 体 で あ るが,利 用 者は 情 報 集合 の な かか ら

　自己 の意 思,方 法 で 任意 の 情 報 を抽 出利 用 す る。 この利 用 方 式 は,個 々の 情

報 につ い ては いわ ゆ る著作 物 の原状 利 用 に あ た るで あ ろ うが,デ ータベ ー ス

全体 を ひ とつ の著 作 物 とみ る と き(後 述 の よ うに数 値 デ ー タベ ー スな どの と

　き全体 と して と らえ な い と著作 物 と しての 創 作性 に欠 け る お それ が あ る)原

状 利用 と もい えず,改 作 利 用 と もい えず,二 次 利用 で もな い。

　 　この よ うな利 用 態 様 の流 動 性 は デ ー タベ ー ス情 報 の大 きな特 長 の ひ とつ で

　ある とい え よ う。

　 　〈文 献 情 報 の 情 報 と して の 要 素 〉

　 文 献 情報 デ ータ ベ ース には,抄 録,書 誌 事項 な どの全 部 また は一 部 が収 容

　され て い て,利 用 者 は任 意 の方 法 で抽 出す る。

　 抄 録 は,出 典(書 誌 事項)を 明 示 し,日 本 文 の場 合400字 以 内 で あ るな

　らば,慣 習 上 原論 文 著作 者 の許 諾 を求 め る必要 が な い。 抄録 自体 は新 しい著
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作 物 にな る と考 え ら れ る。

　 一 定 の 目的 の た め の,あ る いは一 定 の学 術 分 野 のた め の書 誌 事項 だ け の集

合 は,通 常 デ ー タベ ー ス とし て成 立 す るが,集 合 全体 として の創作 性 は認 め

られ て も個 々の書 誌 事 項 が著 作 物 とみ な され る か ど うか は問 題 が あろ う。

　 〈数 値 デ ー タ 〉

　 経 済数 値 デ ー タ に し て も科 学技 術 数 値 デ ータ に して も,公 表 され た 数 値 を

収 集 して,デ ー タベ ース を形成 す る場 合 と,あ るデ ータベ ー スが 新規 に 自ら

観 測 作 成 した数 値 を編 集 してデ ー タ ベ ー ス を形 成 す る場 合,お よび 両 者 の混

合 した タイ プの デ ー タベ ー ス の3種 類 が あ る。 いず れ に して もデ ータ ベ ー ス

の価 値 は,一 般 に数 値 の集 合 全体 に あ る。 個 々の数 値 に著作 物 性 を求 め る こ

とは通 常 困難 で あろ う。

　 数 値 デ ータ の場 合 は,特 長 は む しろ デ ータ ベ ース が備 え る数値 の利 用 法

(ソ フ トウ ェ ア)に あ る こ とが 多 い。 ソフ トウ ェアの法 的 保 護 問題 も未 解決

の課 題 で あ るが,数 値 デ 一 夕 の場 合 は著 作 権 の問 題 とい うよ りソ フ トウ ェア

問題 の比重 が 大 き くなろ う。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 。

3.デ ータベ ー ス にお け る著 作者,著 作 権 者

　 上述 の よ うに,デ ー タベ ー ス にお け る要 素 として の情報 な り全体 と して の

情報 集 合 が著 作 物 とみ な され るか ど うか は簡 単 な問 題 では な い。 しか し,文

　献情報 の抄録 文 の よ うに,著 作物性が明確な ものについて,著 作 者,著 作権

　者は誰であるか を一見 してお きたい。

　　通常の場合.著 作 者は 自然人 を想定 し,著 作者は また著作権 者であ るが

　 (映 画 の場合 を除 く)著 作権 の移転がある ときは著作者 と著作権者は分離す

　 る。

　 　デ ー タベ ー スの 場 合,自 然 人 が デ ー タベ ース 全 体 を構 築 す る こ とは ほ とん

　 ど考 え られ な い が個 々の文 献 抄録 等 は現 在 の段 階 で は 自然 人 の手 に よ って作

　成 され る。
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　 しか し,デ ータ ベ ー ス は 一 般 に法 人 で あ って,抄 録 等 の著 作 物 に つ き,

　 a　 法 人 そ の他 使 用 者 の発意 に基 づ き

　 b　 法 人 等 の業 務 に従 事 す る者 が職 務 上作 成 し

　 c　 法 人 等 が 自己 の名 儀 の下 に 公表 し

　 d　 作 成 の時 に お け る契 約,勤 務 契 約 そ の他別 段 の定 め が な い とき

当該 抄 録 等 の著 作 者は,法 人 そ の他 の使用 者 で あ る とみ な され る。

　 した が って,著 作 権 の譲 渡 な ど移 転 の な い限 り,デ ー タベ ー ス 自体 が 抄録

等 の著 作 者 で あ り また著 作 権 者 で あ る。

　 海 外 の一 部 のデ ー タベ ー ス で行 なわ れ て い る よ うに,文 献 抄 録 が機 械 的 ・

自動 的 に行 な われ る と き,著 作 者 ・著 作権 者 が デ ー タベ ー ス法 人 自体 で あ る

こ とは い うまで もな い。

　 な お,著 作 権 の 存続 期 間 は,著 作 者 が 自然 人 で あ る ときは,著 作 者 の死 後

50年 で あ るが,著 作 者 が 法 人 で あ る と きは,著 作 物 の 公表 後50年 とな っ

て い る。

4.デ ータベ ース情 報 と複 製,放 送

　 　著 作 権 には 次 の よ うな種 類 が あ る。

a

b

C

d

e

f

g

h

複製権

上演権及 び演奏権

放送権及び有 線放送権

口述権

展示権

上映権及 び頒 布権

翻訳権,編 曲権,変 形権,脚 色権,映 画化権,翻 案権

二 次的著作物利用 に関す る許諾権

　著 作 物 とみ な され るデ ー タ ベ ー ス 情報 の場 合,関 係 す る権 利 は 主 に複 製 権

と二 次 的 著作 物 利 用 許 諾権 で あ ろ う。 た だ し,CAPTAINSやVRSの よ う
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ない わ ゆ るホ ー ム情 報 サ ー ビス の場 合 の デ ータベ ー ス情 報 につ い ては,放 送

権,有 線 放 送権 が 関 係 し て こ よ う。

　 複製 とは,　 「印 刷,写 真,複 写,録 音,録 画,そ の他 の方 法 に よ り有 形 的

に再製 す る こ と」 を い うとされ て い て,磁 気 媒 体 に よ る情 報 の コ ピーは,こ

の複 製 の範 囲 に入 る と考 え られ る。

　 な お,デ ー タベ ー ス法 人 が著作 権 を持 つ 文献 抄 録 の 複製 は デー タベ ー ス法

人 自体 の許 諾 の下 に行 な われ る が,原 論 文 の複 製 は 法 の 定 め る公 的機 関 にお

い て原 著作 権 者 の許 諾 を経 ず に1人1部 のみ許 され る 。 したが っ て民 間 の一

般 デ ー タベ ー ス に お け る原 文 コ ピー には,そ のデ ータ ベ ース が原 著 作権 者 の

許諾 を得 て お か ね ば な らな い。

5.デ ー タベ ース の 譲 渡

　 　新聞 紙 上 に,　 「海 外 のデ ータ ベ ース を購 入す る」 とい っ た記 事 が見 られ る

　ことが あ る。 この こ とは どの よ うな意 味 で,ど の よ うな範 囲 で 可能 で あ ろ う

　か。

　 　い ま,問 題 の デ ー タ ベ ー ス に収 容 され てい る 情報 は,著 作権 法 にい う著 作

物 であ る とす る。 デ ータベ ー スの譲 渡 とは,こ の 場 合 収 容著 作 物 に かか る著

作 権 の譲渡 とな ろ う。 著作 権 の譲渡 には,譲 渡 人 が 有 した権 利 の一切 を譲 受

　人 に移 転 す る 全 部 譲 渡 もあ り得 る し,限 定 した 範 囲 で の 権 利 の譲 渡 も考 え ら

　れ る。 限 定 の様 式 には3種 類(お よび そ の組 み 合 わ せ)が あ る。

　 　第1に 著 作権 の 種 類(複 製 権,放 送権 な ど)の 限 定 が 可 能 で あ る。 第2に

　ア ジ アに限 って 複 製 権 を譲 渡 す る な ど地 域 的 限 定 が 可能 であ る。 第3ec,期

　間 を限 った著 作 権 の譲 渡 も論理 的 には 考 え ら れ る。

　 　 しか し,デ ー タベ ー ス の譲渡 とい うとき,問 題 は現 存 情報 に関す る著 作権

　の譲 渡 で は終 ら な い で あ ろ う。 まず 情報 の更新,維 持 に 関す る ノ ウハ ウの問

　題 があ る 。絵 画 デ ー タベ ー ス とか 古典 楽 曲 のデ ータ ベ ー ス とい った 比較 的静

　的 な(新 情 報 の追加,更 新 等 の な い)デ ー タベ ー ス も もち ろん考 え られ るが
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一 般 にデ ータ ベ ー スは ,文 献 情 報 の更 新,維 持 が,そ の デ ー タベ ー スの価 値

を 左 右 す る重 要 な条 件 で あ ろ う。 この よ うな メ ンテナ ンス に関 す る ノ ウハ ウ

は,人,技 術,経 験等 の 集積 に よ る場 合 が 多 く,単 にあ る時 点 の情報 を引 き

取 る だけ で,デ ー タベ ー スの 移転 が な され る とは 考 え に くい。

　 また,デ ー タベ ー スを維 持 管理 す る ソフ トウ ェアの 問題 もあ る。

　 この よ うに,デ ータ ベ ー スの 譲渡 ぽ単 純 な権 利 の 移転 です む もの で は な く,

慎 重 を要 す る問 題 であ る と考 え られ る。

6.著 作 権 の 国 際的 保護

　 著 作 物 性 を有 す るデ ー タベ ー ス 情報 は,ベ ル ヌ条 約 また は万 国i著作 権 条 約

　に よっ て,著 作権 の国際 的 保 護 を受 け る。 ベ ル ヌ条 約 同 盟 国 で あ り,か つ,

万 国 著 作 権 条 約 締結 国 で あ る 国相 互 間 に あ っ ては,ベ ル ヌ条 約 が優 先 す る。

わ が 国 お よび ヨー ロ ッパ諸 国 は.両 条 約 に加 盟締 結 し,ア メ リカ及 び ラ テ ン

　ア メ リカ諸 国 は 万 国著 作 権 条 約 のみ を締 結 し てい る。

　 条 約 上,著 作権 の保 護 に際 し,著 作物 の 登 録,納 本 な どの要 件 を満 た す 必

要 の あ る場 合 を 方式 主 義 とい い,必 要 の な い場合 を無 方 式主 義 とい う。 また,

著 作 者 の 国 籍 を 著作 権 保 護 の基 準 とす る場 合 を発 行 地 主 義 とい う。

　 ベ ル ヌ条 約 は 無 方式 主 義 で あ って,非 公刊 著 作 物 につ い て は 国籍 主 義 を,

公刊 著作 物 につ い ては発 行 地 主 義 を採 って い る。

　 　これ に対 し,万 国 著作 権 条 約 にお い て は,簡 単 な方 式主 義 によ り(著 作物

に⑥,著 作 権 名,最 初 の発 行年 の3要 素 を 明 示 しな け れ ば保 護 を受 け られ な

い),ま た公 刊 著 作物,非 公刊 著 作物 と も に国籍主 義 に よ ってい る。

τ　情報流通の場 における仲介 業務

　　〈仲介業務法 に よる仲介業務 〉

　 小説,脚 本,楽 曲を伴 な う場合 の歌詞,楽 曲の4種 の著作物については.

著作物 の利用や移転 を扱 う仲介業務 に関 し,「 著作権 二関スル仲介業務 二関
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スル法 律」 が業務実施 の許可制,使 用料 率の許 可制 な どの規制 を加 えている。

　 これは数 多 くの著作権 者と,数 多 くの著作物利用 者 と,多 様 な利用法(権

利 の多様性)の なかにあ って,仲 介業務 実施機 関が必要 であ りまた これを健

全に育成す る 目的で生 れた制度で ある。

　仲介業務 には3種 類 がある。

　代理業務:仲 介業務 者は著作権 者 と著作権 事務委任契約を締結 し,こ の契

　　　　　　 約 に基 づ き仲介業務 者は利用 者 と著作物利用契約 を結ぶ。

　媒 介業務:仲 介業務 者は著作権 者 と準委任契 約を締結 し,こ の契約 に基づ

　　　　　　 き仲 介業務 者は,著 作権者 と利用者の間 の著作物利用 契約 の成

　　　　　　 立 に事実行為 として周 旋尽 力す る。

　 信託業務:信 託契約 によって仲介業務 者は著作権 者か ら著作権 の移転 を受

　　　　　　 け,こ れを著作権 者のため に管理す る。

　 〈デー タベ ース と仲介業務 〉

　 頭記の小説 な ど4種 類 の著作物以 外の著作物 に関 しては,仲 介業務 は仲介

業務法 の規制を受 けない。一般 デ ータベース収容情報 も仲介業務法 とは無 関

係 であろ う。

　 データベース情報 の利用 には,い わゆるプ ロデ ューサが直接利用 者 と利用

契 約を結 ぶ場合,デ ィス トリビ ューターが代理業務な いし媒介業務 を行 な う

場 合があろ う。 ブローカーは媒介 業務 な いし媒介業務の一 部を行な うもの と

考え られ る。

　 デ ータベ ース情報の流通 に関 し,信 託業務 の実例は見受け られない。

　 代理業務 の場合の著作権 者 と仲介業務者 との間の著作権事務 委任契約には,

著作 者の譲渡 における と同様 に,全 部委任 のと きと権利の種類,地 域,期 間

の いずれかない しいず れかの組 み合 わせ による限定委任 の とき とがある。

　 なお,デ ータベ ース情報 の代理契約 の場合,デ ータベ ース側は唯一 の仲介

業務 者のみ を代理人 とす る独 占的仲介 に よるよ りも.複 数の仲介業務 者 を選

ぶ ことの方が多い。
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　 な お,仲 介業 務 には与 らな い が情 報 の 伝送 に携 わ る通 信 業 者 が,利 用 者 か

ら仲 介業 者 ま たは デ ータベ ー ス 側 に対 す る対 価 支 払 の集金 業 務 の代 行 を行 な

うこ とが あ る。

　 〈デ ータベ ー ス情 報 の対 価 〉

　 わ が 国 にお け る書 籍 の よ うな再 販 売 価 格 適用 商 品 に あ っては,定 価 一 定 で

あ るか ら,中 間 業 者 の マ ー ジ ンは 減 算 主 義 とな り　 定価 に対 す る比 率 で定 め

られ る こ とが 多 い。

　 デ ータベ ー ス情 報 は再 販売 価 格 制 の適 用 を受 け な い。 した が って利 用 者 の

支払 う対 価 は,プ ロデ ュー サ ー か らデ ィス トリビ ューター に対 す る仕 切 価 格

に,デ ィス ト リビ ュータ ー の マ ー ジ ンを加 え た もの となる。 つ ま りこの場 合

情報 の対 価 は 加 算主 義 とな って い る。

8.今 後 の 問 題

　 　デ ー タベ ー ス を構 築 す る には 巨額 の 費用 を要 す る。 そ の デ ー タベ ー ス 情報

　が正 当 な法 的 保 護 を受 け る ぺ き貴 重 な財 であ る こ と につ い て異 論 は 少 な い で

　あ ろ う。

　 　しか し,デ ータベ ース 情報 は第2項 で述 べた よ うな特質 を もっ て い る。

　 　 ・多数 の情 報 の集 合 で あ る こ と。

　 　 ・情報 利 用 の流 動 性(利 用 者 に よ り利 用 情報 要 素 が異 な る)。

　 　した が って,文 献 情報 デ ータベ ース の場合,要 素 の情報 に着 目 して も,情

報 集合 全体 に着 目 し て も,多 くは 著 作 物 性 に比 較 的 富み,著 作 権 法 の適 用 に

　な じみや す い と思 わ れ る。 しか し,た とえ ば書 誌 事項 のみ の デ ー タベ ー ス の

要 素 情報 は 著 作物 とみ な す こ とが で き るか ど うか の疑 問 が あ る。 これ に対 し

数 値 情報 の場 合 は,情 報 集 合 全体 と し て著作 物 性 を見 出す こと が で きる と し

　て も,要 素 で あ る数 値 自体 に直 接 著 作物 性 を発 見 す る こ とは 困 難 な場 合 も多

　い の では な い か。 とは い え数 値 で あ っ て技 術 では な いか ら,著 作 権 法 以 外 の

無体 財 産 法 の適用 に な じむ わ け で もな い。



　 いず れ に して も,デ ー タベ ース とい う森 に着 目して保 護 を計 れ ば よい のか,

要 素 情報 とい う樹 に着 目し て保 護 を計 る必 要 が あ るの かは 問題 の あ る と ころ

で あろ う。

　 将 来,著 作 権 法 を拡 張 してデ ータベ ー ス 情報 も保 護対 象 に包 含 す る方向 が

考 え られ るか別 個 の 法案 を 必 要 とす る かは,海 外 諸 国 の 動向 も参 照 しな が ら

検 討 す る必要 が あ る と思 われ る。 た だ今 後,デ ータ ベ ース利 用 は オ ン ライ ン

ネ ッ トワー ク に乗 る形 が多 く,し か も国際 的 に もネ ッ トワー ク が リンクす る

時代 を迎 え る と き,新 しい 構 想 に よ らな けれ ば デ ー タベ ース 情報 の保護,流

通 の促進 を期 す こ とは 困難 か も しれ な い。
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DB情 報 の 形態 と一 般 的 な著 作 物 性 の有無

1)文 献情報

イ　 書誌 事項

ロ　 抄　　録

索　　引

要素 情報の

著作物性

な　　し

あ　　り

ディスクリプタ索 引　 ?

KWIC索 引

二　 原報(原 典)

?

・

あ　　り

情報 集合 とし
ての著作物性

あ り得 る

あ　　り

あ り得 る

(あ り得 るか)

あ　　り

注

(　cf.電 話 巾占判」{列)

2)数 値情報

イ　数　　値

ロ　 数　　表

な　　し

あ り得 る

あ り得 る

あ り得 る

・応 用 リス トの権

利 につ い ては別

問題

・原 情報 に変 形 ・

加 工 ・変 換等 を

施 した もの の新

著 作物 性 は ケ ー
スバ イ ・ケ ー ス

か

〃

3)画 像情報 あるものあり(イ ラス ト)　 あ　　り

ないものあり(心 電 図)　 　 あ り得 る

・科学的 ・工学的

画像は工業所有

権法上の保護 も
あ り得る

・イ ラス トは 意 匠

法 上 の保 護 もあ

　り得 る

・著作物性疑 問の

場合 も隣接権 に

　よる保護 可能
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4)映 像情報

報情声音)5

楽
　
唱

音
　
歌

イ

口

声音般一八

あ　　り

り

し

　
　
し

あ

な

　

な

あ　　り

あ　　り

な　　し

あ り得 る

・隣接権 による保

護

・直接著作 物性 に

疑問 あるときも

隣接権 による保

護 可能

重　要 な　コ　メ　 ン　 ト

◇　 MTと は文 書 図画 で は な い か ら,出 版 権 設定 の対 象 とは な ら な い。

◇　 文 字 や 数表 の ソ フ トコ ピ ー(ハ ー ドコ ピー を伴 わ な いデ ィス プ レイ表 示)

　は 複 製 では な い が,映 画 の 表 示 は 「上 映権 」 にふ れ る。

◇　 情報 の パ ンチ カ ー ド変 換 は 複 製 に あた る。

◇　 情 報 の瞬 間 的 メイン メモ リ入力は,複 製 に あ た らな い とい うのが 多 数 説 だが,

　 複 製 にあ た る とす る少 数説 もあ る。

　 (注 　 外 部 メ モ リへ の 継続 固定 は 複 製)

◇　 作 成 手続 の適 法 性 は,著 作 物 性 の要 件 では な い(た だ し,不 適 法 著 作 物 の

　 社 会 的 正 当性 を うら ず け る もの では な い)。
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　　　　　　　 資　　料　(1)

データベース ・サービス産業振興のための提言

昭和55年5月

デ ータベ ース ・サー ビス業連絡懇談会



は　　 じ　　 め　　 に

1.ア 一 夕 ベ ー ス ・サ ー ビス の 現 状

　 わ が 国 社 会 の 情 報 化,と りわ け そ の 中核 と な る情 報 産 業 の 育 成 は,関 係 者

の努 力 と政 府 の 適 切 な 施 策 に よ り,コ ン ピ ュー タ ・ハ ー ドウ ェア産 業 の成 長,

次 い で ソ フ トウ ェ ア産 業 の 展 開 と い う段 階 を経 て,国 際 水 準 へ の キ ャ ッチ ・

ア ップ に成 功 し,そ の ハ ー ドウ ェ ア と ソフ トウ ェ ア と を駆 使 す る情 報 処 理 サ

ー ビス 産 業
,情 報 提 供 サ ー ビス産 業 の 本 格 的 な 自立,育 成 に取 り組 む 段 階 に

は い りつ つ あ り ます 。 とこ ろ が この 領 域 で は,米 国 お よび 欧 州 に お い て,最

近 数 年 の 間 に'「 デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス」 が 急 速 に拡 大 して お り,情 報 化 の

進 展 や 情 報 産 業 高 度 化 との 関連 で 注 目を集 め て い ます 。

　 デ ー タベ ー ス とは,各 種 の デ ー タ を コ ン ピ ュー タ 処 理 が 可 能 な よ うに収 集,

整 理,加 工 した もの で す 。 データベ ースの 開 発 の た め に は コ ン ピ ュー タ が フ ル

に活 用 され ます が,そ れ を 利 用 す る デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビス は,大 容量 フ ァ

イ ル や オ ン ラ イ ン検 索 技 術 な ど最 近 の発 達 した コ ン ピ ュー タ の ハ ー ドウ ェ ア

や ソ フ トウ ェ ア を駆 使 し,収 集 した デ ー タ を 高 度 の 知 識 と して 役 立 たせ る も

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●

　のです。特 に米 国 では,こ れ まで情 報処理 サ ー ビス産業 と,情 報提供サ 「 ビ

　ス産業 の 両分野 でそれぞ れ活躍 して いた企 業 が相互 乗 り入 れす る形 でデ ータ

　ベー ス ・サ ー ビスのめ ざ ましい進展の 担い手 とな ってい ます。

　 現在,米 国 で利用可能 なデータベースは約600種 類,欧 州 では米国 系を含 め

て約500種 類(大 学 の もつデ ータ・ミー スを含 む)と いわ れるのに対 し,わ が

国では 利用可 能な データベ ースは40種 類(大 学 を含 まず)弱 にす ぎ ません。

　また,米 国 のデ ータベ ース ・サ ー ビス市場 は,1980年 で11億 ドルの規 模に

達す ると予測 され てい るのに対 し,わ が国では,コ ンピュータ化 された情 報

提供(デ ータベ ース)サ ー ビス業の売上 高は 昭和53年(1978年)で100億

　円 と推定 され てい ます。
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　 　こ の 現 状 を デ ー タベ ー ス ・サ ー ビ ス産 業 の 発 展 段 階 と して 捉 え る と,わ が

国 は米 国 に 比 べ て10年,欧 州 に 比 べ て5年,立 ち 遅 れ てい る とい わ れ ます 。

　コ ン ピ ュー タ の ハ ー ドウ ェ ア と ソ フ トウ ェ アの 領 域 で,国 際 的 な 立 ち 遅 れ を

克 服 し,見 事 な 成 果 を あ げ て きた わ が 国 の 情 報 化 の歩 み の 上 で,ハ ー ドと ソ

　フ トを総 合 し,駆 使 す る デ ータ ベ ー ス ・サ ー ビス に お い て,国 際 的 なギ ャ ッ

　プを 埋 め,独 自の 立 場 を確 立 す るこ、とが,80年 代 の 重 要 課 題 と し て クP－ ズ

　 　ア ッ プ され て い ます 。

2.デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビス の 重 要 性

　 　デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビス は,コ ン ピ ュー タ を 活 用 して情 報 の 共 同利 用 を は

　か り,情 報 化 時 代 に『お い て 社 会 の 知 的 資 産 の リソ ー ス ・シ ェ ア リン グを 実 現

　す る もの です。

　　各企業や機 関 で行 われ てい るコン ピュー タによるデータ処理 で も,業 務範

　囲 が広が り複 雑化 して くる と,各 種 の業務 で同 じデータが共通 して使われ,

　あ る業務 の処理結果 デ ータが別の業務処理 の出発点 にな る とい った関係 が入

　 り組 んで くるの で,各 業務 を パ ラづ ラに処 理 する よ りも,デ ータ をベ ースに

　 して各業 務 を有機 的,総 合 的 に再編 した コ ンピュー タ処理 の方が,ム ダがは

　ぶけ,効 率 的 で よ り高度 の経営情報 が得 られ るとされ てい ます。

　　データベ ース ・サ ー ビスは,こ うした 関係 を社会全般 に広げた もの です。

　個人 や各機関,企 業 がバ ラバ ラに行 って きた情報の収集,整 理,加 工は,対

　象 が広範 にな り,複 雑化 して くると,コ ス トが急激 にふえ,手 に負 えな くな

　 ります。情報 の収集,加i工 に対す る重複投 資 を避け,効 率化 と高 度化 をはか

　 るため幾 つかの機 関で これを コ ンピュータ を使 って ま とめ て行 い,サ ー ビ

　ス業者 が準 備す る コン ピ ュー タやソフ トウ ェアを活 用 して社会全体 で共 同利

　用す るのがデ ータベ ース ・サ ー ビスです。1つ のデ ータベ ース に他 のデー タ

　 を加 え,コ ンピ ュータ処理 をす ると,全 く新 しい価値 を持 つ情報 が生 まれ ま

　す し,あ る 目的で作 られた デー タベー スが,コ ンピ ュータに よる処 理,解 析
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で,全 然違 ったね らいの調 査 資料 と して役 立つな ど,デ ー タベ ー スの共 同利

用 は,社 会 が持 つ情報 の利 用価値 を飛躍的 に向上 させ ます。

　 したが って,デ ー タベ ー スの開発 ・利用 の進み 方は,そ の社会 の情報 化の

広 が りや深 さをはか る指標 と もいわ れてい ます。 それが欧米 に比べ5～10年

遅 れ ている とい うこ とは,わ が国社会 の知 的,文 化 的水準 や広 い意味 での技

術 開発 力,国 際競争 力 におい て,近 い将来,大 きなギ ャ ップを生み 出す おそ

れが あ るとい う点 で,深 く懸 念せ ざ るをえ ませ ん。

　 しか も,デ ータベ ース ・サ ー ビスの展開は,そ の構築,流 通 に必要 な高度

の フ ァイル運用 ソフ トウ ェアやネ ッ トワーク手法 な ど関連技術 の 高度化 の強

い誘 因 にな り・,コ ン ピュータ技術,情 報検 索技 術,デ ータ通 信技術 の水準 を

高 め る上 で,現 段 階 において戦略 的重要性 を持 って い ます。それ は また知的

訓練 を経 た大量 の人材 に広 く,新 しい雇用 の機会 を開 くもの と して,大 きな

意味を持 ってい ます。

　 国際的 なデータベ ース ・サ ー ビスの交流 とい う点 か らみ る と,わ が国は,

　もっぱ ら海外の発達 したデ ータベ ースか ら情報 を吸収,利 用 す るだ けで,海

外へ のデータベ ースの提供は,ま だ微 々た る ものです。わ が国 にお いて も多

彩 な国内デ ータベ ー スを確立 し,こ れ を海外 へ も提供す るこ とに よって,情

報産 業 におけ る 自主性,自 立性 を回復 し,国 際的な情報 交流 におけ る対等性,

相互 性 を確保 す ると同 時に,最 近高 ま って きてい る発 展途上国 か らの情報提

供 の要請 に も応え る ことが,緊 要 の課題 とな ってい ます。

3.デ ータベ ース ・サー ビス産 業 の確立 の急務 とその展望

　　データベースは,各 種 のデー タを コン ピュータ処 理が可能 な よ うに整理,

　加工 した もので すが,こ の素材 とな る各種 デー タの集積 とい う点 では,わ が

　国は欧 米 に比べ て決 して劣 る ものでは あ りません。そ もそ も知 的資産保有 国

　としては高 い水 準 にあ るの に,そ の知 的資産 を コンピ ュータ ・リーダ ブルに

　再編成 し高 度活用 をはか るとい う点 で立ち遅れ たため に,デ ー タベ ース ・サ
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一 ビス につ い て欧 米 と大 きな ギ ャ ップが 生 じた と い うの が わ が 国 の実 情 です
。

　 した が っ て こ の ギ ャ ッ プは,そ れ を埋 め るの に 実 際 に 相 当 の 期 間 が か か る

と い う性 質 の もの で は な く,現 に保 有 す る知 的 資 産 を,コ ン ピ ュー タ を 駆 使

し て 利 用 す るた め の シ ス テ ムや 制 度,社 会 的 基 盤 を整 備 す る こ と に よ って ,

キ ャ ッチ ・ア ップ が 可 能 な もの で す 。 こ の た め に 戦 略 的 な 重要 性 を 持 つ の が ,

デ ー タ ベ ース ・サ ービス を産 業 と し て確 立 す る こ とで す 。

　 デ ー タ ベ ー ス は,そ れ が 共 同利 用 を 目的 とす る も ので あ る以 上 当 然 の こ と

な が ら,高 い 社 会 性,公 益 性 を持 っ てい ま す 。 また 現 実 に,最 も多 くの デ ー

タ ベ ー ス あ る い は デ ー タ ベ ー ス に な り うる ソ ー ス ・デ ー タ を保 有 して い る の

は 政 府 省 庁 や 関 連 す る 公 的 機 関 で す 。 そ の デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビス を 産 業 と

して 確 立 す る に 当 っ て は,こ の 領 域 に お け る民 間 企 業 と公 的 機 関 .との 合 理 的

な 役 割 分 担 につ い て,十 分 な 展 望 を 持 ち,そ の 実 現 を は か らね ば な り ませ ん 。

　 そ れ ぞ れ の 政 策,行 政 目的 で 収 集 され た 政 府 省 庁 デ ー タ は,プ ラ イ バ シ ー

と 国 家 機 密 に触 れ な い 範 囲 で,民 間 の さ ま ざ まな ニ ー ズ に 応 じた 高 度 の 加 工,

処 理 を 受 け た 民 間 デ ー タベ ー ス と して形 成 さ れ て い くこ とが,情 報 化 社 会 展

開 の 重 要 な 局 面 で す 。 こ の デ ー タ ベ ー ス形 成 に か か わ るデ ー タベ ー ス ・サ ー

ビス業 者 は,ま た 検 索,分 析 の コ ンサ ル タ ン トと し て ,利 用 者 の 有 効 利 用 の

た め の シ ス テ ム を 提 供 し,さ ら に 利 用 の ニ ー ズ を キ メ細 か く汲 み上 げ て ,デ

ー タ ベ ー ス作 成 に フ ィー ド ・バ ック し ま す
。 政 府 省 庁 内 や 各 種 公 的機 関 で デ

ー タ ベ ー ス化 さ れ た もの が
,直 接 また は デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビス業 者 の 手 を

経 て 利 用 者 に 提 供 され る ケ ー ス で も利 用 者 に 密 着 した デ ー タ ベ・一 ス ・サ ー ビ

ス業 者 の 役 割 は 大 切 で す 。

　 主 と し て科 学 技 術 文 献 情 報 に関 して は,こ れ を 国 家 的規 模 で シ ス テ ム 化 す

るNIST(National　 Information　 System　 for　 Science　 and　 Technology)

構 想 が あ り ます が,こ こ で将 来 形成 さ れ る 多 くの 専 門 セ ンタ ー と中 央 セ ンタ

ーで は ,利 用 者 が 直接 利 用 す るほ か に複 数 の セ ンタ ー を経 済 的 か つ 効 率 的 に
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活 用 す るた め に,検 索 ・分 析 コ ン サル タ ン トで あ るデ ー タベ ー ス ・サ ー ビ ス

業 者 の介 在 を不 可 避 の もの とす る は ず です 。 この 事 情 は 将 来 建 設 さ れ るで あ

ろ う図 書館 ネ ッ トワー ク と,最 終 利 用 者 な らび に デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビス業

者 と の 関 係 にお い て も同 様 で あ ろ うと考 え られ ます 。

　 大 学が持つ学術 情報 につい ては,現 在,学 内デー タベ ース として形成 され

た ものを学 外か ら利用 す るこ とは原 則 と してで きませ んが,近 い将来,デ ー

タベ ース ・サ ー ビス業 者の 適切な協 力 に よって,大 学学術 情報 ネ ット ・ワー

クが形成 され てい くで しょ う。

　 さらに,政 府 省庁以 外の公機 関で今 後デ ータベ ー ス化 される ものは,最 初

か ら,デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビス 業 との 連 携 を 必 要 とす る局 面 が 多 くな る と思

わ れ ます 。

　 'なお,多 くの民 間企業 の内部 には,そ の企業 の業 務 目的の ため収集,コ ン

ピ ュータ処理 された貴 重な技術,経 済,経 営 データが蓄積 されてい ます 。そ

れ らは,そ の企業 内部 にあ る限 り,現 在以上 に使わ れ る可能 性の 少ない もの

です が,も しそ の企業 が望 むな ら,広 く企業外 で多角 的 に利用 され るデ ータ

ベ ー スとな り うる ものです。 その企 業 自らの手 で,ま たは データベ ース ・サ

ー ビス業 と連携 して ,企 業 内デ ータが データベー ス化 され る機 会がふ え る も

の と予 想 され ます。

　 こ うして,公 的 あるいは企業 内 データベ ースが広 く流通 し,共 同利用 の場

が ふ え て い く動 き と,す で に デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス業 が独 自 に収 集 し共 同

利 用 に供 し てい る デ ー タベ ー ス の 種 類 が ふ え,利 用 シ ス テ ムが 高 度 化 して い

　く動 き とが 助 け 合 い,刺 激 し合 っ て拡 大 す る過 程 が,デ ー タベ ー ス ・サ ー ビ

スが産業 として確立 してい く姿 です 。そ して,こ の過程 は,民 間 のデー タベ

ー ス ・サー ビス産 業の創意 と活 力,意 欲 が最大限 に発揮 され ては じめて,効

果的 かつ成功的 に実現 され る もの です。

　 デ ータベー ス'サ ー ビスは,多 くの点 で国や公共機 関の施策 と深 い関連 を
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　持 ってい ます。欧 米 におけ るデータベ ースの構築,普 及 に際 して国 の果 して

　きた役割 には無視 で きない ものがあ ります。公的機 関 と私企業 との間で適切

　妥 当 な 業 務 の 分 担 と協 力 が行 われ,民 間の 自主的 な努 力 と公的施策 とが呼

　応 してい くこ とが必要 です が,し か し根幹 には民間企業 主導型 の産業形成が

　なければ な りません。 デ ータベ ースには,本 来,高 い社 会性,公 益性があ る

　とい って も,そ の開発 と利用 が,自 由社会 の経済 原則 に立ち,自 由な競争で

　ムダをはぶ き,利 用者 の 多彩 なニ ーズ をキ メ細 か く吸収,反 映 しつつ運営 さ

　れ なければ,産 業 と しての地 に足 のついた,息 の長 い成長 は期待 で きないか

　らです。

4.提 言の め ざす もの

　　われわ れは,現 在,さ まざまな立場 か らわが国 のデ ータベ ース ・サ ー ビス

産 業の一翼 を担 ってい る ものですが,デ ータベ ース ・サ ー ビスが産業 と して

確立 され るこ との重要性 が高 まってい る との認 識 に立 って,こ の提言 を まと

　め ました。

　　データベー スの構築 と維持 には,多 額の経 費がか か ります。 データベ ース

か ら検索 された1つ の デー タは,そ れが完備 された100の デ ータベ ー スか ら

抽 出され た ところ に意味 と価 値があ ります。利用 され るのは1つ のデータで

あ って も,そ の ために100の データが収集 され,100が99に ならない ように,

　日夜監視,維 持 されねば な らないのが,デ ータベ ースの宿命 です。利用 され

る1つ の データが,100の デ ータの収集,蓄 積,維 持 の コス トを背負 う状 態

は,デ ー タベ ース の利 用 が多角化,高 度化 してい くと,解 消に向かい ます が,

データベ ース ・サ ー ビスが 産業 と して離陸 す るまでの期間は,現 実 に利用 さ

れた情 報の価値 に比べ て,コ ス トがか か りす ぎるとい う事情は 避け られ ない

のです 。

　 提言 は,① デ ータベ ース産業 の確立 と発展 のため広範 な基 盤整備 がはか ら

れ るこ と,② デ ータベ ースの構 築,維 持 につ いて強力 な助成 がは か られ るこ
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と,③ デ ータベ ースの流 通促進 につい て強力な振興策 がはか られ るこ とにつ

いて,当 面必要 と思わ れ る幾つ かの焦点 に しぼ って述 べてい ますが,ご 理解

い た だ き たい こ とは,こ れ が,デ ー タベ ー ス ・サ ー ビ スが 産 業 と して離 陸 す

るための援 助,助 成 であ る とい うこ とであ り,離 陸 す るた め には各 方面の ご

理解 とご協 力を得 てその キ ッヵケを早 急 につかむ必 要が あ るとい うことです。

　社会 の知 的資源が,プ ライバ シー と機密 に触 れ る場合 を除い て広 くデ ータ

ベ ース として結実 し,デ ータベ ース群 を結ぶ ネ ッ トワークが形成 され,デ ー

タベ ースが相互 に補 完 しあい,相 乗効果 を発揮 して共 同利用が促 進 され る一

その結果,誰 もがネ ッ トワークを通 じて どんな情報 で も高度利 用 できる社会

を実現す る ことが,省 資源下 におい て,活 力あ る経済 社会 を維 持,発 展 させ

る道 であ るこ とを,わ れ われは確信 してい ます。
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提 言

1　 デ ータベ ース産業の確 立 と発展 のた め,次 の点 を中心 に,広 範 な基 盤整備

が はか られ るこ とが必要 です。

① 　デ ー タベ ース ・サ ー ビス にかかわ る諸権 利の明確化 とその保護

　 　　デ ータベ ース ・サ ー ビス とい う新 しい無 体財産サ ー ビスについ ては,そ

　 の根 幹 とな る著 作権,使 用 権,販 売権,複 製権な どの権利 につい て,現 行

　 制度 では明確 でない部分 もあ り,ま た,こ れ ら諸権利 をめ ぐ る関連 商慣習

　 　も十 分成 熟 していない状 態です。

　 　　また,デ ー タベ ース ・サ ー ビスが 現 に国 際的に広が り,入 り組 んで きて

　 い る現実 のなか で,わ が 国のデ ータベ ースをめ ぐる諸権 利や法 制 に対 す る

　 国 と しての明確な方針 が不透 明な ま ま,国 際 的な契約が進 められ てい るの

　 が実情 です 。

　 　 デ ータベ ー ス著作権 をは じめ とす る諸権 利 や条件 が,国 際的 な法 制 や慣

　 習 と も整合 性を持 った形 で明確 にな らない と,デ ータベ ース ・サ ー ビス産

　 業 の経 済的基礎 はいつ まで も不安 定 な ままに放置 されるこ とにな ります。

　 　また 国際的 な紛 争 を引 き起 こす危 険性 を内包 している ことは,国 として も

　 困難な 問題 をかかえ込 む危険 に さらされてい るわ けでその萌芽 は 現にな い

　 わけ では あ りません。

　 　 デ ータベ ース ・サ ー ビスにか か わ る著 作 権 や周 辺 の権 利な らびに権利

　 関 係 を明確 に し,必 要 な保 護基準 を確立す ることが望 まれ ます。

② 　各種 の標 準化 の促進

　 　 さまざ まな分野 で さ まざ まな 型態で形成 され るデ ータベ ースは,そ れ ぞ

　 れ違 った コン ピュータ ・シ ステムを媒 体 とし,デ ータ構成,フ ァイル 仕様

　 　も違 う形 で構築 されてい ます。 ある コン ピュータ ・システムで磁気 テー プ

　 に収録 されたデ ータが別 の コ ンピュータ では読 めない こと もあ ります。 あ
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　る端末機 か ら違 った二つの デー タベ ースを利用 す る場合,そ のデ ータベ ー

　ス ・システ ムの間で通信制御 手順 や言語,検 索方 式 に共通 した ところがな

　い と,ア クセ スは 不可能か,少 な くと も非 効率 にな ります。

　　コ ンピュータに よるシステ ム化 が進 む過程 では,標 準化 はたえず要 請 さ

　れ る問題 です が,デ ータベ ースの共 同利用 に際 しては,よ り細 部 にわた っ

　た標準化 が必要 にな ります。現実 は その逆 に,.さ まざ まなデータベ ー スが

　開発,利 用 され るに伴 い各種 の コー ド,デ ータや フ ァイルの構造,キ ー ワ

　ー ドの記述,検 索は 多様化 し,標 準化 よ り混乱が 先行 してい ます 。

　　多数 の コンピ ュータ,端 末機器 メー カーが技術 開発を競い,ソ フ トウェ

　 ア開発 に も個性 が発 揮 され てい るなか で,創 意工夫 や技術革新 を阻害せ ず

　に標 準化 をはか る ことは困難 な側面 もあ ります が,ど んな データベ ース も

　広 く容 易に利用 され るため,最 近 開発 のめ ざ ましい漢字端末 な ど関連 八一

　 ドウ ェアの標準化 や検索言 語,検 索方式 な どについ ての適 切な基準 確立の

　姿勢 が必要 です。

　　 当面,ひ とつの方法 として政府 各 省庁で作 成 され てい るデ ータベ ースに

　つ いて標準化 をは か り,こ れ を民 間に対 す る基準 として示す こ とに よ り,

　標 準化促進 の一 歩 を進め る ことが望 まれ ます。

③ 通信 回線利 用制 度の改善

　　 わが国 の通 信回線利 用制度 には,共 同 使用 制限,他 人使用制限,相 互接続

　 制限な どの一 定 の制約があ って,オ ンライ ン ・システムの発展 を妨 げ てい ま

　 す。 デー タベ ース ・サ ー ビス も,こ れ をオ ンライ ンで行 うとき この制 約は大

　 きな障 害 とな るおそれ があ ります 。

　　 た とえば,デ ータベ ース利 用 が高 度化 し,複 数 のデ ータベ ース間 で回線

　 を共 同で使い,各 デ ータベ ース が相互補 完す る コ ンピュータ ・ネ ッ トワー

　 クは,原 則 と してで きないのが 実情 です。

　　 デーンベ ースの オ ンライ ン化 は,こ れ までの オ ンライ ン ・シス テムの同
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　　線利用 とは違 った利用態 様が 出て くるはず です し,ま た,自 由な創意工夫

　　があ って こそ,利 用者 の多様な 要望 に応 え られ る ものです。 オ ンライ ン化

　　の方 向が大勢 であ るデ.一夕ベ ース ・サ ー ビス発展 のた め,回 線使用 制限 の

　　制度 の根本的 な見直 しが望 まれ ます。

2.デ ータベ ースの構築 ・維 持 につ いて,次 の点 を中心 に強 力な助成 がはか ら

　れ るこ とが必要 です。

① デ ー タベー スの構 築 ・維持へ の直接 の助成

　　　デ ータベ ースを構 築す るとい うことは,ω 原 資料 を収集 し,ω 文献 情報

　　では抄録 の作成,キ ー ワー ドの抽 出,付 与,数 値情報 では各 種の分 類や各

　　デ ータ間の整合 性,時 系列 整備 な どの加工 を施 し,㈹ コ ンピ ュータに イ ソ

　　プ ッ トす ると同 時に,働 データ の入力,フ ァイルへの展開,検 索等 の広範

　　囲な プログラムを作成 し,(v}さ らにデ ータ の利用 を有効 にす るため,キ ー

　　ワー ドの同意語,上 位語,下 位語等 を体系化 した シソーラスの作成(文 献

　　情報)デ ータ解析,シ ュ ミレーシ ョン ・プ ログ ラムの作成(数 値情報)を

　　行 う一 な どの一連 の作 業を行 うことです。

　　　この作 業 には莫 大な人手,つ ま りコス トが かか ります。 しか もデ 一夕ベ

　　ースには,少 量 のデー タを集め たのではほ とん ど価値がな く,数 年 ・数十

　　年 にわ た り,か つ,広 範 に収 集 された データであ っては じめ てデ 一夕ベ ー

　　スと して利用価値 があ る とい う特性 が あ ります 。 さまざ まな分 野 で各 々巨

　　大な 費用 を一度 に投入 してデー タベ ー スを構 築す るか,相 当額 の費用 を数

　　年 がか りで投入 して利 用可能 な データベ ースに育て上げねば な.りませ ん。

　　　データベ ースは また,一 度 構築 すれば それでいい とい うものでは あ りま

　　せん。 年 々発生 す る新 しいデー タを適 時,適 切に追加 し,シ ソー ラスやキ

　　ー ワー ド体系を 整備 し直 し,新 しいデ ータに応 じて過去 に蓄積 した デ ータ

　　の見 直 しや修正 を しなけ れば,そ のデー タベ ースの価値はた ち まちゼ ロに

　　な ります。 この データベ ースの維持 ・更新 の費用 は,構 築の 費用 に匹 敵す
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る莫 大な もの です。

　網 羅性,継 続性 が要請 され,集 積 しては じめて価値 が出 るデ ータベ ース

は,離 陸 す る までの相 当の期間は,利 用者 が支払 う収入では コス トが まか

なえない宿命 を持 ってい ます。 巨大な 費用 を投 じてデ ータベ ー スが構築 さ

れた と ころか ら,そ の利用 が始 まるわけです が,当 初は利用方法 も不案内

で,あ る程度 の利用技術 も要求 され るので,利 用者 層 も狭 く利 用頻度 も低

くな らざ るを えないか らです。社会全般 がデ ータベ ースの利 用 に習 熟 し,

利用者 層 も広 が り効用 に対す る評 価 も高 ま って・ データベ ースの使用価値

とその構築 ・維持 の コス トが見合 うよ うにな る まで,初 期投 資 され たデー

タベ ース構築 費用は回収 で きず,維 持の 費用 さえ十分 回収で きない とい う

期 間が続 か ざるをえないの です 。

　 こ の た め,米 国 の 例 を み て も,ケ ミカル ・ア ブス トラ ク ト(化 学文 献 情

報 デ_タ ベ ー ス)や ・ ドラル ス(医 学 文 献 情 報 デ ー タ ベ ー ス)な ど主 要 な

デ ー タベ ー スは,国 家 資金 に よ る大 きな 情 報 プ ロ ジ ェク トを 建 設 の 出発 点

と して き ま した 。 ロ ッキ ー ド社 の ダ イア ロ グ,SDC社 の オ ー ビ ッ トな ど

の 壮 大 な デ ー タベ ー ス ・シ ス テ ムは,米 国 政 府 に よ り防 衛 や 宇 宙 開発 の た

め 国 家 資 金 で 作 られ た デ ー'タ ベ ー ス 利 用 ソフ トウ ェ アや デ ー タ ベ ー スが,

離 陸 の 過 程 を 終 え て 民 間 で 利 用 され る よ うに な った もの で す 。

　 最近 では酒 ドイ・や ・ラ ンス政 府が大規 模な デー タベ ース助成 施策 を

　たて,た とえば フランスでは,政 府 が必要 と認めた データベ ースには,そ 一

　の構築 費用 の半 分 を国 家が負担 す ると伝 え られ ます。

　 　わが国 におい て も,デ ータベ ース構 築 ・維持 の コス ト的 な特性 やそれに

そ って とられてい る欧米 での施策 を参照 しつつ・ 強力な助成策 を実現す る

　 ことが望 まれ ます 。

② データベ ース関連技術 開発 の促 進

　 　 デ ー タベ ー ス の 構 築,デ ー タベ ー ス ・ネ ・ トワ ー ク め 建 設 ・ 検 索 ・解 析
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　　サー ビスの実施 に当 っては,ハ ー ドウェア,ソ フ トウ ェアの各分野 におい

　　て高度な技術 を必要 と します。 当面開発が急 がれ るハ ー ドウェアには,

　　　 o漢 字 かな ま じ り文人 力システム

　　　 O音 声入 力 システ ム

　　　 O画 像,映 像蓄積 媒体

　　　 oFAXシ ス テム とコ ンピ ュータ ・システ ムの結合

　　　 o漢 字端末

　　　 o大 容 量 フ ァイル

　　な どがあ り,ま た ソ フ トウ ェアと しては,

　　　 oデ ータベ ー ス管理 シス テム(DBMS)

　　　 oネ ットワー クアーキ テ クチ ュア

　　　 oシ ソ ーラスの編成

　　　 O検 索 アル ゴ リズム

　　な どがあ ります 。 これ らはデー タベ ースを離 れ て も開発,高 度化,低 価格

　　化が要請 され てい る もの ですが,デ ータベ ースの構築 ・利用 を促進 す るた

　　め の関連技 術 開発 として,各 方面の努 力と協 力が期待 され るところです。

③ イ ンフ ォー メー シ ョン ・スペ シ ャ リス トの育成

　　　関連技術 の開発 とともに技 術者の育成 も重 要な課題 ですが,特 に文献や

　　記事検索 のた めの文章 情報 デ ータベ ースの領域 では キ ー ワー ド(索 引語)

　　の抽 出や付 与,シ ソー ラスの編成や維持,イ ンデ キシ ングや抄録,検 索 ア

　　ル ゴ リズ ムの創 造や運 営 な ど,ひ と?の 独立 した技術 分野 と考 え られ ます。

　　　最近 では,こ の ための独立 した大学 や学部 が設け られ,理 解 と関心は深

　　ま りつ つあ りますが,言 語 や文献の処理検索技術 を もったい わゆるイ ンフ

　　ォーメー シ ョン ・スペシ ャ リス ト資格認定方 式を研究,実 現 し,そ の育成

　　に努め るこ とが望 まれ ます 。

3.デ ー タベ ー スの 流通=利 用促 進のため,次 の点 を中心 に強力 な振興 策がは
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か られ ることが必要 です 。

① 　政府保有 データの 適切 ・早急 な公開

　　 わが国 の統計 制度 は世 界で も最 も整備 された もの で,113種 の 指定統 計

　 をは じめ各 種の統計 デ ー タが政 府省庁 に集 積 され てい ます 。文章 に よる各

　 種の審議,調 査記録,研 究 開発報告 書の集 積 も莫大 な ものです。 しか し,

　 統 計類は印刷,公 表 され てい る ものの コン ピュータ化・されたい わゆ るマシ

　 ソ ・リーダ ブル な形 と しては,そ のほ とん どが未公 開です し,調 査 ・研究

　 文書 もおおむ ね非 公開です 。

　　 これらのデータ,資 料類 が適切 に公開 され,民 間 で加工 ・処 理 されてデー

　 タベ ース化 され れば,国 民や 企業,研 究 者に とって大 きな便 益 を もた ら し

　 ます。

　　 しか も,デ ータベ ー スの構 築 に巨額 の費用が かか るためそ の開発が遅 々

　 と して進 まず,デ ータベ ー ス利用 に社会 がな じみ,習 熟す る時期 が欧米 に

　 比べ先へ持 ち越 され てい るわ が国の現状 では,政 府 省庁保 有デ ータで コン

　 ピュ一夕化 され てい る もの,政 府 業 務 の な か で コン ピュー タ化 の容 易な

　 ものを まずデ ータベ ース化 し,そ の流通利用 をはか るこ とが,最 も安い コ

　 ス トでデ ータベ ース ・サ ー ビス産 業の離陸 をは か る道 と考 えられ ます。

　　 プライバシー や国家の 機密 にかかわ る場合 を除い て,政 府保 有 のデータ,

　 資料 をマシー ン ・リーダ ブルな形 に して一定 の簡素 な手続 きで 公開 し,民

　 間での活 用をは か る ことに,勇 気 を もって早急 に踏み切 る必要 があ ります。

② 公機関のデ ータベ ー ス利 用機運 の醸成

　　 デ ータベ ース産 業発展 のた めには,あ たか も国民経済 で民間投 資 と公共

　 投 資が相補 い,乗 数効果 を もって経済 の成長,生 活水準 の向上 を もた らす

　 の と同様 に,民 間 におけ るデ ータベ ースの利用増 加 と並 ん で,公 的機関 に

　 おけ るデ ータベ ース ・サー ビスの積極利用 がなければ な りません。 データ

　 ベ ース ・サ ー ビスが産業 と して離陸す る前夜 では,む しろ公的機 関が民間
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　 に先 導 して,デ ータベ ースを利 用 し,習 熟 し,デ ー タベー スの効用 を広 く

　 知 らせ る必要 のあ るこ とは,欧 米諸国 にみ る通 りです。.

　　 政 府省庁 や関係機 関,地 方公共 団 体な どが年 々行 う調査,研 究,開 発 事

　 業は 莫大な 量ですが,そ の調査事 業 の実施 や発注 に当 ってはデ ー タベ ース

　 の構 築 とい う問題 意識 を もつ こ と,調 査 費用の一定 割合 をデー タベ ースの

　 利用 にあ てる慣行 を広 め るこ とな どが望 まれ ます。

　　 莫 大な量の調査 のな かには,類 似 の調査 もあ り,観 点 は違 って も過去 に

　 行 った調査 と同 じ領域 での調査 も少な くな いはず です。 データベ ースを構

　 棄 しつつ調査 を進 め,次 の調 査 でその維持 をはか り,広 く既 存の デ一夕ベ

　 ー スを活 用す るこ とは,デ ー タベ ース産業発展 を先導 し,社 会 の データベ

　 ー ス利用 習熟度 を高め る と同時 に,公 機関の調査 事業 を効率化 す る道 で も

　 あ ります。 そ うした機 運 の醸成 が 強 く望 まれ ます 。

③ ネ ッ トワー クの構築 と有 効利用

　　 デ ータベ ー スを構 築す る立 場か らす ると,単 一 の巨大な データベ ースを

　 作 り,広 範 なデー タを画一的 な手法 で検 索,解 析 す る手段 を提 供す るのに

　 は 困難な 問題 も多 く,む しろ適当な専 門に分かれ たデータベ ース を構築 し,

　 そ のデ ータ特性 に合 った検索,解 析手段 を用意 し,そ れ らの デー タベ ース

　 間 の協 力 ・補完 の関係 を作 り上 げて広範 囲の利用者 の便 をはか る こ とが,

　 多 くの場合,現 実的 と考 え られ てい ます 。

　　 一 方,デ ータベ ースの流通サ ー ビスを行 う立場か らす ると,あ る利用 目

　 的 のため に,複 数の デー タベ ースを,そ の特 長に応 じて,い か に経済的,

　 効率 的に組 み合 わせ て,利 用者 の ニーズに応え るか とい うところに重要 な

　 事業機 会が ある と思わ れ ます。

　　 こ うした双方 の立場か らみ て,近 い将来 た とえば専門分野 で デ一夕ベ ー

　 ス ・サー ビス業者 を軸 に協 力,補 完関係 にあるデータベ ースを結ぶ サ ブ ・

　 ネ ッ トワー ク,汎 用 デー タベー スについ て,同 じ くサ ー ビス業者 を軸 に多
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　 彩な デー タベ ースを結ぶ サ ブ ・ネ ッ トワー ク,さ らにそ れぞれ軸 とな った

　 デ ータベ ース ・サ ー ビス業者 を結 ぶネ ッ トワークー とい った形で,デ ー

　 タベ ース ・ネ ッ トワークが構築 されてい くこ とが展望 され ます。

　 　デ ータベ ース ・ネ ッ トワー クの構 築 には技術 面の開発 のほか通信回線 利

　 用形態 な ど多 くの問題 があ ります が,各 方面の研 究 と協 力に よって,デ ー

　 タベ ースの より有効 な利 用がは から れ る ことが 望 まれ ます。

④ 　公共 ・民 間サー ビスの適切な分 担,協 力関係 の樹立

　 　 データベ ースの開発 と利用が,わ が 国社会 に本当の意 味で定 着す るため

　 には,デ ータベ ー スの構 築 につ いて も,そ の流 通 二利用 について も,民 間

　 の 事業機会 の 自由な進 展 を確保 し,民 間 の 自由な創意工夫 が発揮 され,利

　 用者 は キメ細かい サー ビスを受 け,自 由経済 の競争原理 が十分機能す るな

　 かで,デ ータベ ース ・サ ー ビス産業 が育 ってい くこ とが絶対に必要 です。

　 　 その反 面,デ ータベ ース構築 に莫大 な 費用 がか か り,利 用の拡大 ・定着

　 に時間 がかか ると ころか ら,あ る種 のデ ータベ ース構 築 を国家 資金 で行 う

　 とか,国 家の助成 が加わ る ことにな ると,特 別な データベ ースの構 築か ら

　 流 通 までを公的機 関が行 い,そ のサー ビス網 にそ の他の データベ ース を乗

　 せ る とい う.ことが考 えられ ます し,そ うい う動 きは部分的 に実 現 してい ま

　 す。

　 　 公的機 関 に よるデータベ ース ・サ ー ビス と民間 デ ータベ ース ・サ ー ビス

　 の競合 と,そ こか ら起 きる不協和 音はす で に顕 在化 しつ つあ ります。 国家

　 資金に よ り,つ ま り広 く国民 の税金 で コス トの大 部分 を まかない,そ の結

　 果安 い利用 料で提供 され るサー ビス と,高 い金 利負担 で構 築 され る民間の

　 サ ー ビス とが,同 じ土俵 で競 争す るのでは,民 間 のデータベー ス ・サー ビ

　 ス産業 が育 つはず があ り ませ ん。

　 　 デ ータベ ース ・サ ー ビスは,そ れが産業 と して離 陸 した のち には,原 則

　 としてすべ て利 用者 の負担 によ り,民 間ベ ー スで運営 され るべ きだ とい う
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　 考 え方 を確 立 し,国 家 に よる助成 は,産 業 が離陸す るまでの経過 的措置 で

　 あ るこ と,一 部例外 的に公的 機関 で行 うデ ータベ ースの 構 築 ・サ ー ビスは,

　 民 間ベ ースでは とて も運 営 で きない領域 に限 られ る ことの認識 が必要 です。.

　　 民 間でやれ る ことは公的 機関 ではや らない し,先 導的な い し経 過的 に公

　 的機関 で行 ってい る事業 も,民 間 でそれ をや り うる条件や態 勢が で きれば,

　 それにゆだねるということが必要です。デ ータベ ースの構 築 とい う面 では公 的機

　 関の役 割はな お長 期間 にわた って残 ると思 われ ます が,そ の流通 の側面 に

　 ついては民 間 にゆ だね,デ ータベ ース ・サ ー ビス産 業の一 日 も早 い離 陸 を

　 は か るとい う方向 で.公 共 ・民 間サ ー ビスの適切 な分担,協 力 関係 が樹 立

　 され ることが望 まれ ます。

⑤ デ ータベ ースのク リア リング機 関の実現

　　 アー タベ ース に関す るい ろいろな案 内 を行 う機能 をク リア リング と呼 び,

　そ の機能 を備 えた機 構 を ク リア リング機構 といい ます。

　　 ク リア リング機能 には,望 む データが どこにあ るか を教 える所在案 内,

　データの蓄積範 囲や更 新サ イクルな どを教え る内容 案内,使 用料 金 ・条件

　な どを教 え る利用 案内,検 索 コマ ン ドや加 工機能な どを教 え るアクセ ス案

　内な どがあ ります。 いずれ も利用者 がデ ータベー スを活用す る上 で必須 の

機 能 で,ク リア リング機 関 が 発 達 す る こ とは ,デ ー タ ベ ー ス の利 用 が 高 ま

り・ データ㌻ ス ・サ ー ビス産業 が発達す るため に基 本的 喧 要 な条件 で

す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 '

　 政 府統計 データの分野,・産業経 済 データの 分野,科 学技術文献 の分野 な

ど,さ まざまなク リア リング機関 が関係者 の協 力に よって成 長 し
,そ れ ら

が統合 され てい く過程 で企 業 内な どに埋 もれ てい るデータベ ー スが利用 の

端 緒 を得 てい くこ とが望 まれ ます。

(以 　上)
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　　　　　　　　 資　　料　(2)

デ ータベース ・サービス業連絡懇談会提言

　　　　　　　　添　付　資　料

本資料はデ ータベース業連絡懇談会の諒承を得て掲げた。



資 料

t

2

3

4

5

デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス業 の範 囲

デ ー タベ ース ・サ ー ビス の 形 態,産 業 上 の地位,

わ が 国 にお け る情 報 提 供 サ ー ビス業 の規 模

米 ・西欧 ・日本 のデ ー タベ ー ス数 一覧

懇 談 会参 加 者 の デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス を め ぐる意 見 集成
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(資 料 　 1)

ア 一 夕ベ ー ス ・サ ー ビス 業 の 範 囲

　 ア 一 夕 ベ ー ス

.　 デ ータ を整理,統 合 し .コ ン ピ ュータ 処理 が 可 能 な形 態 で ひ とつ の集 合体

　 に し た 情 報 フ ァイ ル

　 ァ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビス 業 者

　 　 他 人 の用 に供 す るた め,デ ー タベ ー スの構 築,流 通,検 索 ・解 析 等 の情報

　 サ ー ビス業務 を行 う者

　 な お懇談 会 とし ては 次 の よ うな 語感 を 共通 の もの と しては ど うで あ ろ うか と

考 え る。

　 ア 一 夕 ノ・ン ク

　 　通 常 は.デ ー タベ ース ・サ ー ビス を行 う組 織,機 関,部 局 とい っ た語 感 で

　 使 う。

　ア 一 夕ベ ー ス

　 　マ シ ン リーダ ブル な 「情 報 フ ァイル」 を指 して 使 う。

　内 部 デ ータベ ース

　 た だデ ー タベ ー ス とい うと き,通 常 は他 人 の用 に供 す る た め の情 報 フ ァイ

ル を指 す もの とし,自 己 の用 の た め だけ に蓄積 ,構 築,私 用 す る フ ァイル の

と きは,な るべ く 「内 部」 とか,「 イ ンハ ウス」 とか,「 企 業 内」 とかの修

飾 を付 して使 う。
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(資 料　 2)

デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス

の 形 態,産 業 上 の 位 置
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新　 し　 い　 流　 れ

米 ・デ ー タベ ー ス とVAN(Value　 Added　 Network

(付 加 価 値 通 信 業 者)の 結 合

→　成 長期 へ一
→ 処 理 サ ー ビス と提 供 サ ー ビス の融 合

EURONETや 国際電電 のICAS(Internationa1

Computer　 Access　 Service)

→　 国 際 情 報 ネ ッ トワー クの 展 開

1ホ ーム繍 サ ー ビスへの胎動 |

→ 　 デ ー タ ベ ー スは 誰 が荷 うのか , コ ス ト負担

新 デ ータ 網 サ ー ビ スDDXの 開 始

→　 そ の提 供条件 ,料 金

1分 散 処 理 とネ 。 ・ワー ・ 思想

→　 テ バ イ ス の広 汎 な イ ン テ リジ ェ ン ト化

1・ モ リー の進 歩 と低 ・ ス ト化 ■

→　 素子 の進歩 ,大 容量記憶装置 の出現,単 位 コス ト低 下

入 出力技 術革 新の進行,漢 字 システムの発展

　 　 一 、,

→ 　 ア ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス ,

　 　 一 ク'サ ー ビ ス へ の 影 響

デ ー タ 処 理 サ ー ビ ス,ネ ッ ト ワ

オ フ ィ ス オ ー ト メ ー シ ョ ン の 条 件

→　 オ ンラ イ ン化,

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　-93一

－v

ア 一 夕 ベ ー ス ・ア ク セ ス の 不 可 欠
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視 点1 デ ー タ の 形 態

映 像 情 報

(動 画情報)

文献 ・記事情報

縮 十データ(経 済 ・社会 ・・)

特殊データ(観 測 ・実験…),…

心題図X箒 リモートセンシング写 真

設計図 不動産図面,… 　 　 　 　 　 '

(自 然観 察)(実 験観察)

(趣 味)(ス ポーツ)(教 育)…

一一国 宣i亘1(自 然音声)(ge)(ime)

　　 　　 　 　 (風 物 音)(音 楽)… …

EUSIDIC　 (European　 Association　 of　 Scientific　 Information

　 　 　 　 　 　 Diss㎝ination　 Centres)の 分 類
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視 点2

文 字 情 報

特 有 な ハ ー ドウ ェ ア,関 連 技 術

漢字 かな湿 り文入力装置 漢字 か な纏 り文用 ワー ドプロセッサ

文d字 　発 　生 　装　置 文　字　出　力　装　置

FAX技 術 ・装置,マ イクロフィルム技 術 ・装 置 と コンピュータ技 術 　装置 の結合

数 値 情 報

画 像情 報一
。AX飾 鑓 。伽 フ,ルム技術.装 置、,ン ピ。≒ 揃.装 置の結合

映像情報[i画

一

音 声 情 報 　(デ ィジタル化)

新蓄積媒体 磁 気 パ プ ル,CCD,… … …

ビ デ ィ オ デ ィ ス ク,　 … … …
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視 点3 ソ フ トウ ェ ア

　 デ ー タベ ー ス構 築 ・管 理 シス テ ム

　 　 '　 　 デ ー タ構 造

　 　 　 　 　 プ ア イル 構 造

　 　 　 　 　 デ ー タベ ー ス マ シ ン

　 　 　 　 　 分 散 デ ー タ ベ ー ス

　 　 　 　 　 デ ー タベ ース 用 言 語

ネ ッ トワー ク ・ア ー キ テ ク チ ュ ア

　 　 　 　 リング構 造

　 　 　 　 網 間 接 続

　 　 　 　 各 種 プ ロ トコル
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視 点4 (MACRO)産 業 構 造 の 問題 と して

情 報 処 理

産 　 　業

…

サービス

櫟

サービス

　 　 情 報 サ ー ビ ス

　 　 　 オ ンライン

→ 　 　 　 　データ

　 ジ/ベ ース ＼ ・＼

　 　 　 パッチ

需 要 構 造

産 業 規 模

雇 用 構 造

産 業 間 連 関

{
国 内 構 造

国 際 間 構 造

一97一



視 点5　 　 (SEMI-MACRO)産 業 組 織 の 問題 と して

情報源　　データベース構築　　 流　　　通　　　検索 ・解析

ソ

ー

ス

デ

ー

タ

、

プロデューサ　　 　ディス トリビュータ

プロデューサ 兼 ディス トリビュータ

プロデューサ　 　 　ディス トリビュータ Fガ ルタ・ト(代行)

プロデューサ 兼 ディス トリビュータ コンサルタント(代 行)

プロデューサ 　 　 　ディス トリビュータ兼 コンサルタン ト(代 行)

E・ 痴 嫌 デ・ス・リ・・一聯 ・ガ ル・・ト(代行)
'

ユ ーザ ー

バ ッ チ シ ス テ ム

オ ン ラ イ ン シス テ ム
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視 点5 (つ づ き)産 業 組 織 を め ぐ る諸 メ カ ニ ズ ム

権　利　関　係

価 格 メ カニ ズ ム

マ ネ ー フ ロ ー

投

著　 作　権(編 集著作権,放 送権その他を含む)

'出　版 　権

販 　売　権

価 格 形 成

付加価値 率

対 価 経 路

サ　 イ　　ト

資　 　蓄積 のための

市場 メ カニ ズ ム

利用の しやす さのための

ネ ッ トワー ク の た め の

(償 却 資産 化 の 困 難),… … …

公的データベースの位置

市場 の 形成 と安 定,系 列 化,… … …

デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビス とキ ャ リヤ の 機 能
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'(資 料 　 3)

わ が国 にお け る情 報提 供 サ ー ビス業 の規 模

情 報 サ ー ビ ス

全 事 業 所 数

情 報 サ ー ビ ス

全 従 業 員 数

情報サービス全売上

情報提供サービス

企　　 業　　 数

情報提供サービス

事　 事　所　 数

情報提供サービス

EDP化 事業所数

情報提供サービス

売　　　　　 上

(人)

48年

1,105

47.675

49年

1,322

58.723

(百 万 円)　 　 16　7,　162　 　 245,263

(百 万円)

220

36

7,620

153

265

40

13.046

50年

1,276

57,164

51年

1,276

59.025

52年

1,640

71,641

275,090　 　　　　306.966　 　　　　412.581

163

256

31

14,376

133

221

34

12,055

147

278

41

23.811

53年

1,672

77.087

460,241

159

302

42

27,069

出 所 通産省 ・特定サー ビス業実態調査

注　 1　 情報サー ビス業には 日本標準産業分類Lサ ービス業の うち,産 業分類番号(小 分

注

　 類)851,情 報 サ ー ビス業 の 全部 一 ソフ トウ ェア業,情 報処 理 サ ー ビス 業,情

　 　報 提供 サ ー ビス業,そ の他 の 情報 サ ー ビス業 が 含 まれ る。

2:上 記 調 査は原 則 と して事業 所 単位 の調 査 で あ って,企 業 数 は厳 密 な意 味 で事業所

　 　数 に完 全 に対応 す る もの では な い。
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情 報 提 供 サ ー ビス 業 の 売 上 規 模

年

間

売

上

規

摸

O

e

O
〔
1

千

、

220

米 国DBサ ー ビ ス 売 上(ADLに よ る,500円/$)　 40

550

(日 　114百 「万r/77米21百万/77)x

・一 ↓一一 一 嶋

CASE①

一 ↓一 ・三遷,一は

　　　　　1　 　 　 //《;・26)　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　'　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '
　 　 　 　 　 　 　 　 　 '　 　 　 　 　 　 　 　 '

(1088レ'
　 　 '

10

百億 円　　1

15.
　 　 !
　 !
　 〆

14A　 　'　 　 !

　 !

'
.

ノ

ノ

12.1

2刃/

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　'
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　'
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　'　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '
　 　 　 　 　 　 　 　 　 !　 　 　 　 　 　 　 　 '
　 　 　 　 　 　 　 　'
　 　 　 　 　 　 　 '
　 　 　 　 　 　 '
　 　 　 　 　 '　 　 　 　 　 '
　 　 　 　 '
　 　 　 '　 　 　 '
　 　 '
　 '
　'
'

Z6

{?}

情 報 提 供 サ ー ビ ス 業 売 上 実 績

　
億
-
卜

　 当業界売上に関 しデータ量,説 明条 件が乏 しく,将 来 を予測す る適切な モデルを

導 くこ とは困難。 よって

① 　対数型の最小自乗法で単純に外挿(内 挿値 と実績値の相 関係数:O .92986)

昭 和,　 50 52 54　 　55　 　56
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(資 料　 4)

分

米(含 カナダ,メ キシ コ)・ 西 欧 ・日本 の データベ ース 一 覧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(EUSIDIC'78よ り)

　　　　　　　　 アメ リカ 　 　 西 欧 　 帥寧日 本

　　　　　　カナダ　　 メキシコ　　(西 欧進出の米国分を含む)野　 　 　

デ_タ 与 リジ 雰 ベ レ　デ_タ 　オ リジ　オペ レ　デ_タ 　 オ リジ　オペ レ

　　　　　　ペ ース　ネ一夕　ーター　ベース　ネータ　ーター　ベース　ネ一夕　一夕ー
　　　　　 ファイル数 一数　　 数　　　ファイル数 一数　　数　　　ファイル数 一数　　数

GENERAL

AGRICULTURE

BIOLOGY

CHEMISTRY

EARTH　 AND　 SPACE

MATHEMATICS

MEDICINE

PHYSICS

・AEROSPACE

ARMED　 FORCES

CIVIL　 ENGINEERING

ELECIRICAL　 酬GINEERING

ENERGY

MECHANICAL　 ENGINEERING

METALS　 CERAMICS　 GLASS

NUCLEONICS

PAPER　 PRINTING　 PAα(AGING

PETROLEUM

SEA

TELECOM.MUNICATION

TEXTILES

TRANSPORT

WOOD

ART　 LITERATURE　 MUSIC

BUSINESS

DEMoGRApHyr　 ANID　 GECGRAPHY

EDUCATION

ENVIRONMENT

HISTORY

40

26

　 5

56

　 3

48

　 4

　 2

　 1

　 9

15

　 9

11

　 3

13

　 7

　 6

　 1

14

　 3

　 2

　　　　　　　 AND　 ECONOMICS　 164

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　38

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4

㎜RMATION　 AND　DOCUMENTATION　 l

LAW　 　　　　　　　　　　　　　　　22

LINGUISTICS　 　　　　　　　　　　　　6

PATENTS　 AND　 TRADE　 MARKS　 12

PHILOSOPHY　 　　　　　　　　　　　l

PUBUC　 ADMINISTRATION　 　　 28

RELIGION　 　　　　　　　　　　　　　2

SOCIAL　 SCIENCES　 　　　　　　1・8

SPORTS　 　　　　　　　　　　　　　2

　 計　 　　　　　 　　　　　 　　596

22

11

　 4

34

　 3

25

　 2

　 2

1

8

8

7

9

1

6

3

4

1

7

2

2

7

9

9

.5

3

1

6

5

5

1

3

2

7

2

7

　

　

　

　

　

　

　

8

　

　
　
1

　

　
　
1

　

　

　
　
1

　

　

　

3

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

3

8

3

3

4

1

2

3

28

　 6

　 3

　 1

1

2

1

5

0

0

9

6

0

1

3

1

8

9

4

0

1

8

6

3

6

7

2

5

1

4

7

9

9

8

3

6

5

8

0

2

0

3

6

1

4

2

　

3

1

　

　

1

1

　

2

1

1

　

　

　

　

　

　

　

　
4

　

　

　

　

　

2

　

2

　

1

8

3

0

1

9

4

2

6

2

1

2

2

2

0

2

1

1

1

3

7

2

3

2

4

1

3

1

　

2

　

　

　

1

1

　

1

1

1

2

4

7

4

6

2

4

0

6

7

2

8

　

2

　

　

　

　

　

　
　

1

　　　　 11　 　　　 5

　 1　　　　 1　　　　 1

66　 510　 330

30

31

　 9

46

13

　 3

20

　 3

1

8

9

3

7

9

2

1

1

3

5

1

7

　

　

1

　

　

　

　

　

　
　1

　2

15

　 5

　 2

　 4

2

9

2

0

1

4

1

　　 4

　　 1

293

　　　 オ リジ ネ 一夕 ーは プ ロデ ューサ に同 義(デ ータベ ース の構 築 に従 う者)

"　 オ ペ レー ターは デ ィス トリ ビュ ータ に同 義(デ ー タベ ース の 流通 に従 う者)

***　 日本 の数 字 もFUSIDIC記 載 の もの を 一応 掲 げ た

　　　 カ ッコ内は 当方 調べ の もの で,大 学 を除 い て あ る　 フ ァイル の数 は 未調 査

1

2

1

5

2

11

1{6}

　川

　2

　")

1`2)

il}

切

3(3)

1{1}

(2)

ω

ω

㈲

{1)

8(34)　 　　(14)
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(資 料　 5)

分 類 別

懇談 会参加者 のデータベ ース　 サー ビスをめ ぐる意 見集 成
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一

一
〇
』
1

意 　 見 　 項 　 目　 一 　 覧

サー ビス全体の成長性,将 来像

DB構 築 をめ ぐって

問　　 ・題　　　点 要望したい国の施策 問　　　題　　　点 要望したい国の施策

DBサ ー ビス 一 般 1-1 1-2 1-3 1-4 1-5

文献 ・記事情報

科　学　技　術
2-1 2-2 2-3 2-4 2-5

産 業 ・経 済 ・社 会

そ　　の　　他

数　値　情　報

科　学　技　術
3-1 3-2 3-3 3-4 3-5

産 業 ・経 済 ・社 会

そ　　の　　他

画像 ・映像 ・音 声情報 4-1 4-2 4-3 4-4 4-5

囲　映像=動 画　　　DB=デ ー タベース



1-1　 サ ー ビス全 体 の成 長性,将 来 像/DBサ ー ビス一 般

・こ こ5年 間位 は,DB産 業 として の基 礎 をか た め て,伸 率平 均15%位,以

後 そ れ以 上 か。

・端 末 回 線,言 語 な ど阻 害 要 因 が 多 く中程 度 の伸 率 。

・オ ン ライ ンDBサ ー ビス の流 通 を 受 け もつ オ ン ライ ン処 理 サ ー ビス業 の年 間

成長 率 は.世 界 的 に 日本 が 一 番低 い成 長 率 で あ り,日 本 以 外 では 年 平 均25

～35%前 後 の対 前 年 比 で成 長 。DBサ ー ビ スが そ の様 な ピ ッチ で成 長 す る

か は 疑 問。 恐 ら く日本 以 外,ア メ リカ ・ヨー ロ ッパ の一 部 の国 では そ れ に近

い 成 長 を今 後5～10年 間 なす もの と予 想 され る。

・マ ク ロ的 には成 長 が保 証 されて い るが,分 野 に よ って凹 凸 。

・分 野 に よ って成 長 格 差 。

・文 献 ・記 事 情報 につ い て は緒 につ い た所 で,将 来 的 には 数 値 情 報 が 中 心 とな

る もの と予想 。

・高 成 長,但 し国際 競 争 の条 件 を考 慮 す る と楽観 は で きな い。

・地域 別 情 報 をDB化 した エ リアマ ーケ ッテ ィン グは 有望 。

・限 られ た 範囲 ,テ ー マ で,ニ ーズ の高 い分 野 を対 象 とした個 別DBサ ー ビス

の開発 が 主 流。

・形 　 態
① 大 型 計 算(情 報)セ ン タ ー に よ る 各 種 デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビス

② 特 定 デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス(特 徴 あ る専 門 機 関)

③ 社 内 コ ン ピ ュ ー タ へ の デ ー タ ベ ー ス販 売

④ パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ,ホ ー ム コ ン ピ ュー タ 等 へ の デ ー タ ベ

　 ー ス 販 売

・DB現 状 の徹 底 調 査 の必 要

・広域DBは 政府 主 導 型 。 専 門的DB,特 徴 的DBは 民 間主 導 型

・公的DBの 一般 的 利 用 を 可能 にす る制 度 の必 要

・公 的DB利 用 の民 間DB構 築へ の振 興助 成 制 度 の必 要
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・DB使 用 条 件(価 格,ロ イ ヤ リテ ィ,機 密 保 護等)の 制 度 の必 要

・一 般 大手 メ ー カ ー,中 堅 メ ーカ ー,流 通 業 者 での利 用 が漸 次 拡 大 して い ます

が,一 般,大 手,中 小 企業 まで 利用 され る には ま だ数 年 を要 す る。

1-2　 DB構 築 を め ぐる問 題 点/DBサ ー ビス一般

・デ ータ ソ ー スが他 の主 目的 で集 め られ て い る もの で,マ シ ン リー ダ ブル にす

れ ばDBと し ての構 築 が比 較 的 容 易 な もの に対 し助 成 策

・検 索 の深 さの標 準化(3レ ベ ル ぐら いか)

・DBの 相互 関 連性(例:広 域DBと 専 門DBと の 連絡 の 円滑 化)

・各 自DBの 公 開性(DBの 届 け 出 制,保 護,相 互 利用)

・DB作 成 は コス トが 高 くつ くた め,1)数 多 く売 れ る見通 しのあ る もの,2)

他 の 目的 の副産 物 と して 出来 る もの(例:印 刷 用)以 外 は伸 々ペ イ しに くい。

・DB作 成 には,そ の 分野 の専 門 知 識 が 必要 で 中立 的 な 所 で は むず か しい。

・開発 コス トが 高 い

・開発 期 間 が長 い

・高 度 な 開発技 術 を 要 す る

・調 査,研 究 費 に 占め るデ ー タ収 集 費 はか な り大 きい。 予 算 査 定 にあ た っては

　 DBの 活 用 に よる費 用 の効 率 的 使 用 の チ ェ ック の必 要

・日本 人 だけ で作 っ て も意 味 の少 な いDBの 分 野 が あ る。

・人手 転 記 に よ るイ ン プ ッ トに コス トと時 間 が か か りす ぎる

・DBの 中間加 工 を前 提 とす るDBの 対価,著 作 権 な どの秩 序 の確 立

・公 的DB提 供 の 時,仕 様 の標 準 化

・DBの 日 ・英 両 国 語 併行 コン トロール 可能 化

・DBリ テ ィラー の仕 事は 従 来 の 汎 用型DBの プ ロデ ューサ ー,デ ィス トリビ

　 ュ 一夕 ー とは異 る体 質 の企 業 に よっ て促進 され よ う。 こ うした企 業 の仕 事 の
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援 助 。

・① 民 間主 導 型 で,② 自由 競 争 の原 則 を貫 き,③ 法 制面 の整 備 を進 め る こ と。

政 府,各 省 庁,各 機 関 に また が るデ ー タ整備 面 で の重 複努 力 回避 の必 要 。

・企 業 コー ドの問 題

・業種 コー ドの硬 直性

・仕 様 の統 一

・住所 コー ドの問 題

1-3　 DB構 築 を め ぐって要 望 した い 国 の施 策/DBサ ー ビス一 般

・デ ータ取 材 費用 に対 す る補 助 金 あ るい は 投 資減 税 措置

・既 存 フ ァイ ル の カ ナ漢字 変 換 費用 に対 す る補 助 金 あ るいは 投 資減 税 措 置

・DB関 連 オ ン ライ ン コ ンバ ー ジ ョン ・ソ フ トやDBMS開 発 に対 す る補 助 金

　あ るいは 投 資減 税 措置

・防 災 対 策 等 設 備 投 資 に対 す る補 助金 あ るい は投 資 減税 措置

・公 共性 のた か い もの ,基 礎 的 な もの,国 際協 力上 必要 な もの へ の 国 の援 助

　 (DB作 成 の一 般募 集 方式 の採 用)

・DB構 築 上 の 国際 間協 力 ,分 担 体 制 の 確立

・地 域 別 の特 有 なDBセ ンタ ーの設 立(例:東 北 一農 作物 流 通 情報 セ ンタ ー ,

関西 一 中小 企 業経 営 情 報 セ ンタ ー)

・政府 デ ー タ利 用 の要 望 の 内容 等 に つ い て具 体 的 に どの様 な 要望 が あ る の か総

合 調 査　 　 　 　 　 　 　 　 '

・官 民 デ ィス ト リビ ュー タ競 合 には 民 間 の意 見 も

・地 方 自治 体 等 のDB作 成 を推 進 し,　DB業 務 の裾 野 を広 げDB業 の定 着 化 へ

の基 盤 確 立 を

・ソ ー ス ・デ ー タ 自身各 省 庁 に また が る性 質 の もの も多 く,関 連 省 庁 の 調 整 機
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能 が必 要

。業 界 一 本 化 のオ ン ド取 り

。ク リア リン グ機 構

・入 出 力 ,省 力化,自 動 化,技 術 の 開発

・DB構 築(英 文 化 を含 む)へ の補 助 ・助 成

・既 存 ,優 秀DB維 持 の為 の 措置

・実 験DBの 作 成 と,テ ス トセ ール ス段 階 まで の 国 の 費用 負担

・公 共性 の高 い 開発 へ の助 成 措置

・官庁 ,企 業 の コ ー ドの統 一 とその 民 間 利 用

。個 人 コ ー ドの統 一

・業種 コー ド(産 業 分 類)の 再 構 築

・法務 省(登 記 上)の 地 番 と郵 政 省(住 居 表 示)と の互 換 性 を も ったJISの

細 分 化

・法 的 保 護

・行 政 の介 入 は で き る だけ避 け た い

1-4　 流 通 ・検 索 ・解 析 等 を め ぐる問 題 点/DBサ ー ビス一 般

・殆 ん どは 当 事 者 で 解決(特 に技 術 的 な問 題)

・情 報 流通 につ い て は,法 制 面 の 整備 が急 が れ る

・機 密 保 持

・伝送 コ ス トが 高 い

・回 線 利 用 制 限

・現 行 公 衆 法 では 十 分 なDBサ ー ビス不 可能

・公 的DB公 開 利 用 手 続 きがな い

・公 的DBク リア リン グ機 関 が な い
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・デ ー タ の安 全 と機 密 を保 証 す るシ ス テ ム ,技 術,制 度 が未整 備

・JICST料 金 が 低 す ぎ ,民 間 の 圧 迫要 因

・海 外 企 業 の 国 内進 出で 国 内 企業 には きび しい

・既 存DBで 流通 し て い な い もの が あ る一1)官 庁 統 計 ,2)企 業 内DB

・DBの 評価 を 中立 機 関 が す る こ とは むず か しい。 ユ ーザ ーの判 断 で使 い結果

をか ぶ る こ とは仕 方 が な い

・政 府機 関 に よる 民 間DBの 幅 広 な利用

・政 府DBと 民 間DBと の ドッキ ング に よる新DBの 構築

・漢 字入 出 力装 置,図 形 入 出 力装 置 の安 価 高 能 力 化 が 必要

・キ ー ワー ド等 の国 際 的 標 準 化 とそ の教 育

・各DBサ ー ビス機 関 を共 通 に利用 で きる低廉 端末(特 に漢 字端 末)の 普 及

・IR方 式 の標 準 化

・IRシ ステ ム 開発 コス ト大

・キ ー ボー ドに対 す る抵 抗 感 ,音 声入 力 に期 待

1-5　 流 通 ・検 索 ・解 析等 を め ぐって 要 望 した い国 の 施策

　 　 　　/DBサ ー ビス一般

・回 線利 用 制 限 の緩 和 と料 金 の 引 き下 げ

・回 線料 金 低 減 と全 国 均 一 料 金 制

・回線 の新 設等 ,関 連 事項 の 許認 可 事 務 のス ピー ドア ップ

・公共 性 の 高 い 情報 サ ー ビス に公 的 資 金 援助 を

・標 準 化 に強 力 な指 導 力 の発 揮 を

。国 際 間 の流 通 促 進 に国家 の支 援 を

・法 的保 護

。公機 関はDBの プ ロデ ューサ ーで あ り,デ ィス トリ ビ ュータ とな る こ とは好
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　ま し くない

・政府 機 関 内DB利 用 者 が具 体 的 なDBニ ーズ を表 明す べ き だ

・海 外DBの 積 極 的 利用 と と も に輸 出産 業 とし ての観 点 か ら国 産DB開 発 の必

要

・特 許 制 度 の よ うなDB利 用 の 公 開 と保 護 の為 の制度(公 開 性 と一 定 期 間独 占

の権利)

・公的DB利 用 制 度 の確 立

・ク リア リン グセ ンタ ー の設 立

・公的DBの 複 製,頒 布 手 続 きの制 定

・DB業 者 育成,振 興 策 の策 定

・DB流 通 に対 す る助 成 措 置

・IRシ ス テ ム開発 へ の産 学 共 同援 助 策

・流 通過 程 の統 一(一 本 化)

・解 析等 を 含 めた 専 門 家 の集 中又 は シ ン クタ ン ク化 に対 す る援 助

・DB利 用 シ ス テ ム開発 セ ン タ ー(あ るい は研 究組 合)構 想,提 案

・DB専 門 家 の育 成

・教 育(大 学等)を 通 じて のDB普 及 のベ ー ス作 り

・民 間DBの 積 極 利 用,権 利 保 護 な どの 施策(大 学 ・研 究 機 関DBも)
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2-1　 サ ー ビス 全体 の成 長 性,将 来 像/文 献 ・記 事 情報

・収 益 性 に つ い ては非 常 に不 安定

・DB利 用 問 題 よ りも情報 の解 析,技 術 の問 題 点 が 多す ぎる と共 に標 準 化 が不

可能 に近 い

・(科 学 技 術)情 報量 の 飛 躍 的 な伸 び は な か ろ う。 オ ンライ ンサ ー ビス に よる

利 用 者 の伸 び は 大

・(科 学 技 術)NISTへ の ニーズ 大

・(科 学技 術)化 学 分野 は キ ー ワー ドの標 準 化 に よ り,需 要 のの び を期 待 。 し

か し電 機機 械 分野 は 日本 語,図 形 表 示 が一 般 的 で あ る故 に,問 題 点 多 く各 種

障 害 の 克服 に時 間 を必 要

・(産 業.経 済,社 会)分 野 の文 献,記 事情 報 に関 す るJOIS類 似 シ ス テ ム

・(産 業,経 済.社 会)PRESTEL　 CAPTAINシ ステム の よ うな形 で の伸

び 大

・(産 業.経 済 ,社 会)ポ リシ ーメ イ キ ングへ の利 用 ニーズ は高 い

・(産 業,経 済,社 会)DBの 一 本 化(汎 用 化)が 成 長性 の カ ギ

2-2　 DB構 築 を め ぐる問題 点/文 献 ・記 事 情報

・日本 語DB情 報 処 理 技 術 の 開発

・公的DB機 関 の役 割 分担 の明確 化

・IR方 式 とし てキ ー ワー ド方式 の み でな く,体 系 的 分類(NDC,UDC他)

　も検 討 の 対 象 に

・漢字 シス テ ムの入 力 コス ト

・検 索 方 式 の 開 発

・ORIGINATORの 権 利 保 護 の問題 を解 決 す る必 要
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・(科 学技 術)国 外 のDBのDB情 報 とそ の導 入 問 題

・(科 学技 術)経 済 性 の問 題 一 特 に新 規DBの 構 築 には 多大 の 資金 が 必 要,又

そ の流 通 には リー ドタ イ ム が必要 故,そ の間 の資 金 負担

・(科 学技 術)キ ー ワー ド等 の 記述 標 準化

・(科 学 技 術)シ ステ ム の汎 用 性 と簡 易化

・(科 学技 術)ア ナ ログ情報 のDB化

・(科 学技 術)国 際 間 利 用 の準 備 及 び そ の確 立

・(科 学技 術)国 内科 学技 術 文 献 のDBへ の届 け 出 制

・(科 学技 術)学 界 間 の 交 流 と協 調

・(産 業 ・経 済 ・社 会)雇 用,人 材 情報,道 路,交 通 情報 等 地 域特 性 を生 か し

た ロー カル 型 のDB構 築 の必 要性,そ れ に伴 う地 方行 政 の意 識 と財 源問 題

・(産 業 ・経 済 ・社 会)情 報 流 通 の ネ ッ トワーク の体 制 固 め

・(産 業 ・経 済 ・社 会)マ ス コ ミDB整 備 の標 準 化

・(産 業 ・経 済 ・社 会)ア ナ ロ グ情 報 処 理

2-3　 DB構 築 を め ぐって要望 した い 国 の 施策/文 献 ・記 事 情 報

・基 礎 固 めは 国 が主 体 性 を発 揮 し て推進(特 に資 金 面),運 営 は 民 間 の 自由競

争 に よる質 の向 上 をは か る

・デ ー タ保 有 機 関 との ネ ッ トワー ク化(流 通 の ネ ッ トワー ク体 制 の確 立)と 相

互 交 流体 制

・全 公 的DBを 含托 す る単 一 シ ス テ ムの実 現 性 少。 種 類 別 に複数 の ナ シ ョナル

　シス テ ムを

・一 部 の デ ータ が機 密 なた め 全体 が非 公 開 にな らぬ よ う

・特 定 分野 の育成

・EDP取 扱 漢 字 の標 準 化
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・漢 字 オ ンラ イ ン ・パ ッケ ー ジの設 定

・(科 学技 術)キ ー ワー ドの 国 際 間 の標 準 化 の推進(例:WLN等)

・(科 学技 術)学 界,国 との協 調 化

・(産 業 ・経 済 ・社 会)地 方 のユ ニ ーク なDB作 りの推 進 期 待

2-4　 流 通 ・検 索 ・解析 等 を め ぐる問 題 点

・JICSTの 充 実

・専 門 セ ンタ ー,フ ァイル 利 用 体 制 の確立 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　、

・一 元 的 ク リア リン グ機 能 の必 要

・日本 版Predicastの 育 成 を

・検 索 方 式 の標 準 化

・著 作 権 問題

・(産 業 ・経 済 ・社 会)情 報 産 業 企業 のDB構 築 の分 野 別 調 整 と相 互 交 流 の推

進(過 度 の競争 防 止 と共 存 共栄 の 精神)

・(産 業 ・経 済 ・社 会)予 測 手 法 の 開発

2-5　 流 通 ・検 索 ・解 析 等 を め ぐって要 望 した い 国 の 施 策/文 献 ・記 事 情報

・政府 資料 のMT販 売

・NIST構 想 な ど抜 本 的 見 通 しが必 要

・各 省 庁 情報 政策 の 調 整 機 能 は ど こに あ るか

。複 数 コマ ン ドを使 い こな し あ るいは 変換 す るInformation　 Broker/

Vendor/Spinnerの 必 要,そ の助成,育 成 の必 要

・原報 供 給 ,利 用 シ ス テ ム の効 率 化.洋 書 輸入 商 と図 書 館 の機 能 の 活用
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3-1　 サ ー ビス全 体 の成 長 性,将 来 像/数 値 情 報

・(科 学 技術)気 象 ,農 業,環 境 等,社 会 生 活 と密 着 した情 報

・(科 学 技術)化 学 ,原 子 力,医 学,そ の他 各科 学 技 術.境 界 領域 の数 値 情報

・(科 学技術)物 性 情 報 は汎 用 性 に限界

・(科 学 技術)世 界 的 規 模 が 必 要

・(科 学技 術)保 守,解 析 シ ス テ ム ,DBMSの 開発 が 必 要

・(産 業 ・経 済 ・社 会)物 価,諸 経 済 指標,地 域 生 活 情 報 等 の流 通 の発展 性

・(産 業 ・経済 ・社 会)経 済 理 論 の確立 が困難 な た め ,大 きな利 用 は期 待 で き

.　な い

・(産 業 ・経済 ・社 会)ア ナ ログ情 報処 理 が ネ ック,解 決 され れ ば 大 きな伸 び

3-2　 DB構 築 をめ ぐる問題点/数 値情報

・公 的DBのMT供 給

・公 的DBと 民 間DBの ダ ブ リ

・(科 学技 術)情 報 の 入手 手 段 ,デ ータ の精 度等 問題 が 大 き く実 現 が難 しい

・(科 学技 術)研 究 開発 体 制 の整備

。(産 業 ・経 済 ・社 会)デ ー タ の オ ー ソ リゼ イ シ ョン

・(産 業 ・経 済 ・社 会)情 報 の信 頼 性 の維 持

・(産 業 ・経 済 ・社 会)企 業 内 情 報 な どの機 密性 の 問題

・(産 業 ・経済 ・社 会)1 .デ ー タ管理(時 点,項 目数)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2.フ ァイ ルの構 成

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　3.　 IR技 術 の開 発

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　4.イ ンプ ッ トマ ニアル の整備

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　5.イ ン プ ッ トデ ー タ のチ ェ ック シ ステ ムの 整備
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3-3　 DB構 築 を め ぐって 要望 した い国 の 施策/数 値 情報

・予 測 デ ー タ を含 む時 系 列 デ ー タ のた め の基 盤形 成

・公共 投 資 の一環 として の 開発 姿 製 ,体 制

・(科 学 技 術)地 方 自治 体 に対 す る国 の補 助 制度 の 推進

・(産 業 ・経 済 ・社 会)有 価 証 券 報告 書 情報 な ど国 に報告 され る情報 は あ る一

定 の機 関 でDBを 作成 し て もらえ な い もの か

3-4　 流 通 ・検 索 ・解 析 等 をめ ぐる問 題点/数 値 情 報

・デ ー タ を うま く活用 す る ソフ トをつ け てや る こ とが必 要

・デ ー タ の免 責性 と価 格 との バ ラ ンス

・一 元 的 ク リ7リ ン グ機 能 の必要

・(科 学技 術)欠 測 値 の 推 定技 術

・(科 学技 術)情 報 入 手 の ネ ッ トワー ク作 り

。(科 学 技 術)精 度維 持 ,フ ォ ロー ア ップ

・(科 学 技 術)共 有 財 と して の科 学 情報 とノ ウハ ウ ,機 密 を と もな う技 術 情報

は 区別 す べ きだ

・(科 学 技 術)複 数 のDBの 利 用 に問題

・(産 業 ・経 済 ・社 会)分 析 ,加 工,評 価,保 守 に問題

・(産 業 ・経 済 ・社 会)経 済理 論 ・社 会理 論 な どの 基礎 的 学 問 の進 歩 が必 要

・(産 業 ・経 済 ・社 会)産 業 連 関 表 等 の 如 くデ ー タ作 成 ,時 期 の遅 れ と精 度

・(産 業 ・経 済 ・社 会)予 測技 術 の 向上
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3-5　 流通 ・検 索 ・解 析等 をめ ぐって 要 望 した い国 の 施策

・環 境,エ ネ ル ギ ー分 野 な どの よ うに科 学 技 術,経 済,社 会 の各 分野 に また が

る 学際 的領 域 のDBも あ る こ と に留 意

・文献 情 報 分 野 に比 し,検 索 の専 門家 が育 ち難 いの では な いか

・連想 検 索技 術 の開発

・NW上 で の リソ ース の 共 同利 用 可 能化 施策

・政 府 資料 のMT販 売

・(科 学 技 術)フ ァイル の変 換,移 植 技術 の開発
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　 　 　　 　 　4-1　 サ ー ビス 全体 の成 長性,将 来 像/画 像 情 報

・(画 像)マ イ ク ロフ ィル ム と の関係

・(音 声)問 合 せ応 答 シス テ ム,教 育 シ ステ ム

　 　 　　 　 　 4-2　 DB構 築 を め ぐる問 題 点/画 像 情 報

。ハー ド・ソフ ト未整備

。パター ン情報処理の技術

・(画 像)機 器 の技術開発

・(映 像)利 用面 での規格 の統 一化

　　　　　　4-3　 DB構 築 をめ ぐり要望 した い国の施策/画 像 情報

・(画 像 ・音声)機 器開発 の為 の産学共同 プ ロジ ェク トの育成 と資金面 の援助

　　　　　　 4-4　 流通 ・検索 ・解析等 をめ ぐる問題点/画 像情報

・提供 情報の内容 のあ り方 について,充 分な討議が必要,具 体的 には表現 の 自

　由 と宗教,政 治,公 序 良俗 に反 す る情報 の扱 いな ど

　　　　　　 4-5　 流通 ・検索 ・解析等 をめ ぐり要望 したい国の施策

　　　　　　　　　　 /画 像情

・著 作 権 問題

・技 術,シ ス テ ム先 導 に しな い こ と

・(画 像)1/0端 末機 器 の 開発
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